
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　最大の命題　Question_01.









　一一月の青空の下の事だった。

　紅葉シーズンもそろそろ終わりを迎え、日中は心地良い涼しさに包まれているものの、朝晩には鋭い冷え込みを感じさせる、一一月の中ちゆう旬じゆんの事だった。

　学園都市第七学区の広場にはいくつもの街路樹が植えられており、枝にはまだ黄色く染まった銀杏いちようの葉が何枚か残っていた。学園都市のありとあらゆる学校が参加をするという一大巨編の文化祭、『一いち端はな覧らん祭さい』の最中という事もあり、休日よりもさらに行き交う人々の数は多い。もっとも、この場所は大多数の人達にとっては目的地そのものではなく、場所から場所へ移動するための途中経路であったり、目的地に向かう前の待ち合わせ場所として活用されている感が強い。

　良く晴れた午後の事だった。

　涼やかな外気温のイメージにぴったりの、大空が高く高く見えるクリアな晴天の事だった。




「で、とうまは今の今まで何をしていた訳？」




　そんな中、インデックスという少女が仁に王おう立だちだった。

　彼女の目線の先には上かみ条じよう当とう麻まと呼ばれるツンツン頭の少年がいて、その少年は広場の地面の上で正座をしているのだった。

　上条当麻の全身からは異様な汗が流れており、その目は泳ぎに泳ぎまくっていた。

「……え、えっとですね、上条さんにも色々ありまして的な事情がございましてね。ハワイ諸島の一件から東欧のバゲージシティに向かって、そこで一ひと悶もん着ちやくあって、魔ま神じんとか魔神になるはずだったのとかそういうのと遭そう遇ぐうしてそれはそれは大変な事に……」

「へぇー」

　少女の声の調子は完全にフラットなのだった。揺れ幅というものが存在しないのだった。西部劇で二人のガンマンが向かい合った時のような緊きん張ちよう感かん。何か小さな音が一つ聞こえただけで流血沙ざ汰たに発展しそうなギスギスした空気が広がっていくのが嫌いやというほど良く分かる。

「まあ詳しい話は後で聞くとして。とうま、一個だけ、とりあえず最初に解消しておきたいでっかいハテナを取り除くために、質問させてもらっても良いかな？」

「な、何ですかなインデックスさん？」

　上条が頷うなずくと、インデックスと呼ばれた少女は彼の顔を指差した。

　いいや違う。

　厳密には、彼のすぐ後ろにいる誰だれかを。




「とうまのその背中にへばりついている女の子は一体どこの誰なんだよ!?」




　さあ、説明せねばなるまい。

　この『一いち端はな覧らん祭さい』で、一体何が起こったのかをっっっ!!!!!!








第一章　気がつけば開幕　Open_the_Festival.
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　上かみ条じよう当とう麻まは駅前のベンチの上で目を覚ました。

「？」

　クリアな一一月の空気を通して聞こえる電車の音に眉まゆをひそめ、それから起き上がり、周囲を見回す。見慣れた学園都市の駅前が広がっていた。行き交う人達も上条の事など気に留めていない。彼は学園都市の風景の一部であり、彼もまた学園都市の風景を眺めていた。

　そして。

　いつもの見慣れた場所に自分が佇たたずんでいる事、その理由に、上条当麻は心当たりがなかった。

（……あれ？　俺は確かハワイ諸島の一件を片付けてから、そのまま東欧のバゲージシティに向かって、それからどうしたっけ……？？？）

『グレムリン』を統とう括かつするらしき眼帯の少女に右手を粉砕されたところまでは覚えているのだが、その後はどうしたのだったか。思い出そうとしても、激痛と恐怖のノイズの中に記き憶おくは埋うもれてしまっていた。当時、朦もう朧ろうとしていた事もあって、そもそも正常に記憶されていなかったのかもしれない。

　しかし、徐々に状況の異様さが追い着いてくる。

　やや涼しい空気と一いつ緒しよに、その違和感が肌の奥にまで突き刺さって潜もぐり込んでくるようだった。




　誰だれかが、バゲージシティからここまで運んできた。




　と判断するのが妥だ当とうだろう。だが一方で、それはどれだけ困難なのだろうとも思う。東欧のバゲージシティと極東の日本は、ほとんど地球の裏側ぐらいの距きよ離りが離はなれている。意識不明だった、事件の匂においありありな少年を抱えていくつもの国境を越えるだけでも、相当な苦労があるはずなのだ。

　しかも。

　上条がいるのは学園都市。日本という国とは完全に別個のセキュリティで守られた場所だ。これまでも何組かの魔ま術じゆつ師しなんかがこっそり侵入してくる事はあったが、それは気絶した少年という荷物を抱えたまま、軽々と行えるようなものなのだろうか？

　それを実際にやった誰だれかがいる。

　地球の裏側から上かみ条じよう当とう麻まを運び込み、痕こん跡せき一つ残さずに消えていった何者かが。

「……、」

　彼は少し考え、

（……右方のフィアンマ。そして、オッレルスだったか？　あいつらが……っ!?）

　慌あわててあちこちを見回すが、そこには見慣れた学園都市の風景と、当たり前のように行き交う少年少女達しかいない。かつて第三次世界大戦を引き起こし、地球人類を震しん撼かんさせた魔ま術じゆつ師しや、そのさらに先を歩いていそうな男の影はどこにもない。

　その時だった。

　かつん、という足音が聞こえた。

　これだけの雑ざつ踏とうの中、人の体が生み出す生活音はそこらじゅうに溢あふれているはずなのに。まるで、洞どう窟くつの奥で天てん井じようから落ちてくる水滴の音を聞くかのように、その足音は正確に上条の耳に滑すべり込んで脳を刺激する。背せ筋すじに何か冷たいものが走った。音源は自分の背後。今まで寝かされていたベンチの後ろの方から、何者かが近づいてくる。

　誰だ。

　右方のフィアンマか。

　オッレルスと呼ばれる男か。

　前述の通り、上条当麻を学園都市まで運び込むのはかなりの手て間ま暇ひまがかかる。にも拘かかわらず彼らがそれを行ったという事は、払ったコストに見合っただけの何かがあるのだろう。その何かが、穏おん便びんに済ませられるものとは限らない。

　上条は、無言で右みぎ拳こぶしに力を加える。

　その拳を完全に固くしてから、彼はゆっくりと、ゆっくりと背後を振り返る。

　そこには……、

「あれ？　吹ふき寄よせか？」

　おでこを大きく見せる長い黒髪のクラスメイト（ついでに巨乳）、吹寄制せい理りである。学校の冬服である長なが袖そでのセーラー服をまとった女子高生は、何な故ぜか両手に大きなビニール袋を一つずつぶら下げていた。スーパーやコンビニなどの食料品系ではなく、どうやら文房具や工具などのガテン系のようだ。

　上条は眉まゆをひそめて、

「お前、どうしてこんなトコに？　ていうか一体何をしているんだ？」

「……何をしているんだって」

　吹寄は一度だけ低く呟つぶやいた後、

「そ・も・そ・も!!　『一いち端はな覧らん祭さい』の準備の途中ですっぽ抜けたのは貴様の方だろうが上条当麻ァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「ごぶっ!?」

　視界が白く染まった。吹ふき寄よせが振り回したビニール袋が直ちよく撃げきした、にしては妙に硬くて重たい感触だった。それもそのはず、中身はやたらとデカいダクトテープのロールである。

「ちょ、待……吹寄、なんかそれ刑務所の囚しゆう人じん達のアイデア武器みたいになってる!!　げぶっ!?　頭が割れちゃう!!」

「やかましい!!　貴様なんぞこうしてやる!!」

　吹寄はビニール袋から具体的な凶器ことダクトテープのロールを抜き取ると、幅広のテープを大きく引き出す。それで上かみ条じようの両手を後ろ手に縛しばり上げると、

「このまま学校まで連行する!!　クラスの出し物の屋台を作るのにメチャクチャ人手が足りない状況なのよ!!」

「このままって……このまま!?　いや、あの、そろそろ一度学生寮りように戻った方が良いのかなー的な、そういえばインデックスとかどうしているのかなー的なーっ!!」

　叫ぶ上条を無視して、天下の岡おかっ引ぴき吹寄制せい理りは下げ手しゆ人にんを引っ立てていく。
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　消毒用のアルコールの匂においが立ち込める、不ぶ気き味みなほどに清潔感のある部屋だった。中には電気の力を使って背もたれがリクライニングする特殊な椅い子すがあり、その椅子を中心に、左右の作業テーブルの上には様々な機材が並んでいた。サイズは大体ボールペンほどだろうか。ただし銀色に光る金属製の機材は、コンビニなどでは絶対に置いていない。先せん端たん部分は鋭く尖とがっていたり、小さな鏡がついていたり、モーターの力で硬いものを削り取る回転式のヤスリがついているものもあった。

　そのいずれもが、正体を知れば誰だれもが震ふるえ上がるプロの道具。

　一〇〇人に尋ねたところで、これに耐えられると答えられる者が見つかるかどうかは怪しいほどの、極限の苦痛を与えるもの。

「最初に言っておく」

　白衣とはまた違う、レインコートのように水気を弾はじく素材でできた、独特の衣服を着た男がささやく。彼の髪もビニール製のキャップで完全に包み隠されており、顔にも大きなマスクがあるため人相も分からなくなっている。にも拘かかわらず、その完かん璧ぺきな体の隠し方が、彼の個性や意思を顔の表情以上に伝えていた。

「我が慢まんする事に意味はない。努力や根性で抑えつけられるものではない。いいか、君は自じ業ごう自じ得とくの末路としてここへ連れてこられた。私達の警告を無視したからだ。残念だが、こちらとしても容よう赦しやをできる状況ではなくなったのだよ」

　男は監視カメラよりも無機質な瞳ひとみで語る。

「それを理解しろ。暴れても無む駄だだ、抵抗すれば苦痛は長引く。君にとっての最善は、素直に受け入れる事だ。そうすれば、せめて楽に終わらせてやる」

　電気の力でリクライニングできる特殊な椅い子すの上には八歳ぐらいの金髪の少女が乗せられていて、彼女を取り囲むように、男と同じような格好の男女が二、三人配置されていた。ベッドのように完全に倒された椅子に『寝かされた』とでも表現するべき少女の顔を、彼らは無表情に見下ろしている。

「あ、あ……」

　少女は呻うめいたような声を出すが、誰だれも眉まゆ一つ動かさない。

　彼らはプロだ。

　故ゆえに、己の仕事がどれだけの苦痛を与えるものかを知っていても、それで手を緩ゆるめる事はしない。感情によって仕事の手を抜けば、ひどい結末が待っている事を知っているからだ。

「分かったか、フレメア＝セイヴェルン。分かったのなら始めよう。これまで自分自身の取ってきた行動を後悔すると良い」

　無理矢理にこじ開けられた少女の口の中へ、鋭く尖とがった機材の先せん端たんが向かっていく。

「ああああ、あああああああああ!!」







　そして歯科医院の待合室で、ソプラノの絶叫を聞いた浜はま面づら仕し上あげは何度も読まれてよれよれになった備え付けのモーターレース雑誌から顔を上げた。正面の壁には『良い子のための歯の健康。寝る前の歯は磨みがきは忘れないでね!!』という手作りのポスターが貼はり付けられている。

　彼は隣となりに座るピンク色のジャージ少女、滝たき壺つぼ理り后こうにのんびりと話しかけた。

「小さな女の子をここまで堂々と泣かせてもみんなに褒ほめられる職業って、日本のどこ探したって歯医者ぐらいのものだよなあ」

「……他にもいるんじゃない？　お化け屋や敷しきとか、なまはげとか」

「あれ、お金もらえるの？」

　浜面や滝壺の警告を無視し、頑かたくなに続けていた『寝る前の一杯、ホットチョコレート』がよほど効いたのか、現在フレメアはお口の中の改造手術の真っ最中である。八歳なので乳歯だと思うのだが、まだ自然に抜けるような段階ではないらしい。

　虫歯になるのも治ち療りようするのも、何だか必要のない痛みを背負っているような気がしないでもない。
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「あ、あのですね。先生としても上かみ条じようちゃんがこうも無断欠席を繰くり返しているのは流石さすがに問題だと思うっていうか、もはや課題や補習なんかじゃ庇かばいきれねえぞっていうかなのでしてね」

「ふぁーい」

「高校生は義務教育じゃねえんだぞっていうのを分かってもらいたいのが大前提でしてね、これからどうやってリカバーするのか考えるのももちろんなんですけど、そもそも上条ちゃんって一体どんな問題を抱えているのですか」

「ふぁぶふぅ……」

「っていうか根本的にどうしてそんなにボッコボコにされているんですか上条ちゃん!?　スズメバチの巣にでも顔を突っ込んだんですか!?」

　平凡な高校の廊下で叫んでいるのは身長一三五センチのミニマムサイズ女教師、月つく詠よみ小こ萌もえである。そして上条当とう麻まはダクトテープで両手を後ろに回された拘こう束そく状態で、クラスメイトの吹ふき寄よせ制せい理りの手によって市し中ちゆう引き回しの刑に処された上、小さな段差に躓つまずいて受け身を取る事もできず彼女の上半身のとても膨ふくらんだ柔らかい部分に顔から以下略なのだった。

　吹寄制理は教室の引き戸を開けると、上条の背中を突き飛ばして、

「おらー。逃亡者を回収してきたわよ」

　宣言するなり彼女は自分の持ち場へと去っていく。

　教室の中は普ふ段だんの授業の色が完かん璧ぺきになくなっていた。机は全部教室の後ろへまとめられ、大きく空いたスペースには何枚もの巨大なベニヤ板や工具類なんかが並べられている。吹寄は『屋台を作る』と言っていたが、ここで積み木のように完全に組み立てるのではなく、あくまで大きなパネルだけの段階に留とどめるようだ。

『一いち端はな覧らん祭さい』の当日に外へ持ち出し、そこで屋台の形を仕上げる、という事なのである。理由は簡単で、前日までの間に屋台を組んで外に放置しておくと、夜間にアグレッシブな連中が叩たたき壊こわしに来る可能性もゼロとは言えないからだ。特に意味もなく窓を割りたいヤツは屋台だって壊したいと思うだろう。二三〇万人の内の八割が学生というこの街では、そういう小さなトラブルの発生頻ひん度どは決して低くない。

　ミミズの仲間みたいになっている上条に、土つち御み門かど元もと春はると青髪ピアスが接近してくる。

　彼らは特に上条のダクトテープを解くつもりはないようで、

「ねえカミやんどう思う？　文化祭っていうたら普通は喫茶店かお化け屋や敷しきで攻めるのがセオリーやない？　こう、なんていうかコスプレ的な意味で!!　たこ焼きの屋台って全体的に遊びを入れる要素が少ない！　メイドさんの格好でたこ焼き作っていてもアンバランス過ぎるし!!　お笑い系にメーターが振られてしまうやんそんなの!!」

「……この手の文化祭にありがちな女子生徒プレゼンツミスコンテストもないらしいぜよ。水着も羞しゆう恥ちも何もなし。何なの？　文化祭の文化って何なの？」

　少なくともメイドや水着の文化の追究ではないと思う、と上かみ条じようは率直な感想を思い浮かべたのだが、聞く耳を持つような連中ではない。

　上条はダクトテープに戒いましめられた両手の手首を何度もひねり、粘着部分を少しずつはがそうと努力しながら、

「『一いち端はな覧らん祭さい』って内部向けのイベントなんだろ。体験入学とかオープンキャンパスとかの同類。志望率に直結する大規模なコマーシャルって事で先生達も注目しているんだ。つまり睨にらみを利きかせている。あんまりはっちゃけたイベントはできないんじゃねえの？」

「馬ば鹿かめ!!　お隣となりの鋭えい利り学園高校じゃ普通にミスコンあるし!!　水着だし!!　しかも部外者の飛び入り参加オーケーだから雲くも川かわセンパイ出てくるかもって話も飛び交っているんですたい!!」

「だってボク達は高校生!!　『一端覧祭』における自由度も中学の頃ころとは段違いに上がっているんやで!!　キサマはコーコーセーにしか許されない、一歩先をゆくセクシー路線を見たくはねえのかってんだよォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「じゃあ行くけど!!　思春期男子の原動力って結局はその辺にしかないけど!!」

　ついに下げ手しゆ人にん上条当とう麻まが白状する。なんのかんの言ったところで、よそからできるだけ多くの学生を引き込むためには、彼らが興味を示すものを提示しなくてはならない。『大人の目線から見た文化祭という名に相応ふさわしい催もよおし』なんて馬鹿正直にやっていたら、会場はガランガランになること間違いなしなのである。

　青髪ピアスは人差し指を立てて、

「という訳で今からでも遅くはないやん。屋台に立つ女子は水着になるべきだと思いまーす!!」

「水着って言ってもそこじゃないよ。油が跳ねて即火傷やけどだよ。小こ萌もえ先生が始末書まみれになるよ」

「じゃあうっかりたこ焼きを焦こがした女の子は、お仕置きとして顔を卵白とマヨネーズだらけにして店に立たせるというのはどうですたい」

「多分お前が想像しているようなクールな絵え面づらにはならないよ。普通にベチャベチャドロドロで、むしろややグロ系の方向へ持っていかれちゃうよ。ホイップクリームをほっぺたにつければ女の子が艶なまめかしくなるなんて幻想だよ」

「何だぁこのネガティブボーイは!!　幻想の何が悪いんや!?　アンタは何でも否定すれば勝ちって思っている反抗期ちゃんかぁ!?」

　後ろ手に拘こう束そくされたクラスメイトを本気でどつき回そうとする冷血漢青髪ピアスと、そんな少年に飛びかかって脇わき腹ばらに喰くらいつくコンクリートジャングル在住の猛もう獣じゆう上条当麻。土つち御み門かど元もと春はるはいかにしてこの乱らん闘とうに巻き込まれ、吹き飛ばされる衝しよう撃げきによって他の女子に飛び込めるか、その進入角を大気圏再突入以上の精密さで演算し始める。

　そして毎度の『一いち端はな覧らん祭さい』実行委員・吹ふき寄よせ制せい理りが爆発した。

「おらァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　邪じや魔ましかしないなら細こま切ぎれにしてフォーチュンクッキー的なサプライズ具材にするわよキサマらァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　そんな事になったら即出店中止でネットニュースのヘッドラインである。




　　　　４




　学園都市を挙げて行われる超大規模文化祭『一端覧祭』。体験入学やオープンキャンパスの側面を見せるこの大イベントは各おの々おのの学校の志望率に直結するため、準備期間もかなり大掛かりな事になり、また大人の教師側も相当の融ゆう通づうを利きかせる『伝統』がある。

　ハワイやバゲージシティにいた上かみ条じようには縁のなかった話だが、ここ最近は授業もなく、完全下校時刻も取っ払われている。『学校での連泊は禁止』という暗あん黙もくのルールはあるのだが、逆に言えばクラス内でローテーションを組んで作業を行えばルール違反にはならないのだ。

　対ついとなる超大規模体育祭『大だい覇は星せい祭さい』との最大の違いは、それが外部向けか内部向けか、といったところだろう。

　世界中から多くの一般客を呼び寄せる『大覇星祭』と違い、『一端覧祭』ではメインターゲットは同じ街の学生達である。

　最さい先せん端たんの科学も超能力も知らない人達に向けた、ある意味で『粗相のないように』気をつけなくてはならない『大覇星祭』に比べると、『一端覧祭』はいくらか肩の力を抜ける印象がある。しかし一方で、同じ街の学生を相手にするのだから、小手先の技術などでターゲットの目を奪うのは難しい。

　それこそ、各々の持つ最先端科学技術を徹てつ底てい的てきに出し尽くして、『学園都市の科学や超能力を当たり前に受け入れている学生達さえ驚おどろくような』何かを提供しなくてはならない。

　そういう意味では、世界で最も難易度の高い文化祭という事になるだろう。

　困難と見るか、やりがいを見み出いだすかは各人の性質によると思うが。

　そんな訳で、

「とりあえず上条。キサマは泊まり決定。サボりまくっていたんだから当然でしょ」

　最高判事吹寄サマから一方的に宣告され、上条はムンクの叫びのように大声を発する。

「えーっ!?　ていうか俺はいつになったら寮りように帰れるんだ!?　学園都市にいるのに部屋に帰っていない事がバレたらインデックスはメチャクチャキレるんじゃないかな的なーっ!!」

　聞く耳を持たないゲームマスター吹寄によって全すべての事態は進行されていく。ダクトテープの拘こう束そくを解かれた上条が最初に命じられたのは、食料の調達だった。時間は昼時。普通であれば学食や食堂を利用するはずなのだが、戦場の様相を呈するそれらの施設でクラスメイト全員分の食べ物を確保するのはほぼ不可能な状況らしい。学校の外に出て、大型のスーパーマーケットなどで安売りの弁当やカップ麵めんなどを大量購入するのがベターなのだが、『安全なオアシス』の情報は他の学校にもすぐに伝わってしまい、結局は『学食や購買ほどじゃないけど、小規模な争奪戦は起きている』状況になりつつあるらしい。

「必須条件は一食二〇〇円以内。可能ならサラダなんかの野菜系も組み込む事。分かった？」

「三〇〇円までならまとめて牛ぎゆう丼どん並盛コースにできるのに。何の工夫もないハンバーガーだって税込で一〇〇円超えちゃう時代だぜ」

「栄養分を計算するの。例えば桐きり田た屋やの牛丼爆盛セールなら一食三八〇円。でもどう考えたって並盛の倍以上の量があるから、足して二で割る計算にすれば予算に見合う。……正直、地域商店街系のサイトはみんな携帯電話でチェックしているから、『単純に一食分が安い』商品を探しに行くと、他の学校とかち合う事になるわよ」

「……大量購入するなら事前にお店へ電話しておきゃ良いんじゃねえの？　大口なら融ゆう通づうしてもらえるだろ」

「それを許可しちゃうと、あっちこっちのお店が作り置き分だけで蓋ふたをされちゃうのよ。二三〇万人中の八割が同じ時間に同じ食料を求めて飛び交っているんだから」

　吹ふき寄よせはそこまで説明すると目を細め、

「お金は渡すけど、不幸にも転んでどぶに流しましたなんて事になったら許さないわよ」

「……残念だが保証はしかねるぞ」

「お金は防水の封筒に。ＧＰＳ付きの私の携帯電話も入れておく。これでオーケー？」

　数十人分の食べ物を運ぶとなると、両手で買い物袋を提さげる程度ではどうにもならない。作業用の手押しカートを持ち出し、上かみ条じようは学校の外へと出て行く。

　準備期間中とはいえ、どこもかしこも浮き足立っている印象があった。学生達が多いのは、やはり時間帯が昼時だからだろう。上条と同じく、食料調達係がそこらじゅうを走り回っている訳だ。

（……一食二〇〇円以内で野菜もあった方が良いって言うと、やっぱりサンドイッチ系が無難かね。一つずつパッケージしているコンビニ系はアウト。大食漢専門の悪あく趣しゆ味みな店を回ってみるか。ああいう店は本と一いつ緒しよで、大量の食材を一度に手に入れる事で単価を下げる仕組みにしているだろうから、量に反比例して客の負担は少なくなるようにしてあるだろうし。切り分ければクラスメイト全員の腹を満たせるはずだ）

　本来、上条は自炊派なので、正直に言ってしまえば自分の手で作ってしまった方が安上がりだという感想が真っ先に浮かんでしまう。が、クラスメイトは全部で数十人。それだけの量を自炊で何とかするのは難しい。

　流石さすがの上条も風ふ呂ろ桶おけみたいな大きさの鍋なべで焦こがさず料理を作る技術はないし、一般サイズの料理道具で数十人分作ろうとしたら、それだけで数時間もかかってしまう。

（……外食なんて味が濃くて高いだけだって思っていたけど、彼らには彼らなりのプロ根性があるんだろうなあ）

　などと、しみじみ思いながら巨大サンドイッチ専門店へ向かう上かみ条じようだったが、




　ふと。

　見過ごしてはいけないものを見過ごした気がした。




「……、」

　上条は足を止めた。周囲には相変わらず、『一いち端はな覧らん祭さい』準備期間特有の浮き足立った空気が満たされていた。一種独特で、言い方を変えてしまえば『異様』といっても良い状況ではある。だが、それを吹き飛ばすほどの、あまりにも巨大な何かがある。上条はそう確信する。

　問題なのは。

　その何かが、むき出しの日本刀のように周囲へ殺意を振りまいていないところだ。完全に溶け込み、完かん璧ぺきに馴な染じんでいる。だから誰だれもが見過ごす。とてつもなく危険で、迂う闊かつに近づけば明確な『死』に引きずり込まれかねないほどの巨大な何かなのに、だ。

　ハワイ諸島、バゲージシティ。

　グレムリン。

　世界の奥に広がる、闇やみの闇。

　それと同等か、あるいはそれ以上に濃密な何か。その脅きよう威いを知っていた上条は、立ち止まったまま、三六〇度、ゆっくりとその場で回る。周囲を厳密に観察する。すると、違和感の正体、出所が分かった。

　たった三〇メートル。

　地球の裏側にいたって嫌いやな汗を噴き出させるようなレベルの何かが、歩道沿いの街路樹にもたれかかってこちらを眺めている。

　厳密には、グレムリンではなかった。

　が。

　ある意味で、それ以上の『異様』を抱えているかもしれない相手だった。




　オッレルス。

　バゲージシティの奥で遭そう遇ぐうした、『魔ま神じんになるはずだった』その男。




「やあ」

　うっすらと開いた口からその男は告げると、街路樹から背を離はなす。こちらへ歩いてくる。

「いつになったら気づくものかと、右方のフィアンマと話していたよ。おかげで彼にはディナーを奢おごる羽は目めになりそうだ。……とはいえ、最後まで気がつかないほど鈍くはなかった訳だ」

　魔ま神じん。

　魔物の中の神という意味ではなく、魔ま術じゆつを究きわめた結果、神の領域にまで片足を突っ込んだ者という意味での魔神。

　インデックスの頭の中にある一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよの知識を手に入れ、存分に駆使する事でようやく到達できるとされる、魔ま術じゆつ師し達の金きん字じ塔とうだ。と同時に、上かみ条じようは心のどこかでこんな風にも思っていた。

　それは絶レ対べ能ル力６と同じようなものではないか、と。

　理論上ではありえると誰だれもがささやき、いつの時代か、世界のどこかに現れると噂うわさされているが、実際にそれを体現できる者などいないんじゃないだろうか、と。

　にも拘かかわらず、オッレルスはその域に手を伸ばしている。

　なるはずだった、と自みずからの評判に傷をつけている辺りも、下へ手たに誇張しないところが逆に生生しさを伝えてくる。

　その怪物。

　どの程度の力を持っているか、想像すらできないほどの怪物は、上条当とう麻まに向けてこんな事を言ってきた。

「そちらも安定してきたところだろう。そろそろ話をしようか。バゲージシティではできなかった話を」

「……、」

「君としても、いい加減に疑問が山積しているんじゃないのかな？　グレムリンという組織の事。その組織を束ねているオティヌスという少女の事。彼女達の最終的な目的。私とオティヌスとの共通項である『魔神』という単語。そして何より……」

　一度区切って、オッレルスは告げる。

　明確に。




「幻想殺しイマジンブレイカー。その力の秘密……というより、そもそもの正体を」




　大きく踏ふみ込むような一言だった。

　かろうじて堰せき止めていた何かを一気に突き崩し、誰にも止められない流れを生み出すような一言。

　ごくり、と。

　鳴った音が、自分の喉のどから発せられたものだと気づくのに、上条は数秒の時を必要とした。

　よりにもよって、何な故ぜこのタイミングなのか。

　クラスのみんなと『一いち端はな覧らん祭さい』の準備に参加して、やっと元の世界に戻ったのだと実感し始めたこの時期なのか。

　苦悩する上かみ条じようは、やがて一度大きく息を吐はくと、

[image: ]




　だっ!!　と。

　今からとてつもなく面めん倒どう臭くさくて長引きそうな話をしようとしているらしきオッレルスから、全速力で逃げ出した。




　呆あつ気けに取られたのは魔ま神じんになるはずだった男、オッレルスだ。

「お、おい!!　ここはシリアスな場面だろう!?　ていうか幻想殺しイマジンブレイカーの正体とか言われたら普通喰くいつかない？　えー喰いつかないの？　今時の子ってそこまでドライなの？　おーい!!」

「うるっせえ!!　食べ物の恨うらみは怖いんだ！　ただでさえ準備をサボったとかいう評価を受けているのに、昼飯の買い出しすっぽかしてどこかへ消えたなんて話になってみろ!!　タコ殴なぐりどころじゃ済まねえぞ!!」

　この手の『専門家』の話はとてつもなく長いと相場は決まっているものなのだ。

　こっちはまだ心の準備ができていない。

　ラブコメを二つ三つ転がして、サービスシーンの一枚でも挟んでからやってきてくれ!!　と切に願う上かみ条じよう。

　今後の予定が詰まっている人は、巻き込まれない内に退散するに限る。




　　　　５




「そんな訳で体育館の裏まで呼び出してみた訳だが」

　昼飯の買い出しを無事に済ませて油断していた上条に、しれっとした顔でオッレルスは告げる。

　すでに上条当とう麻まの右みぎ拳こぶしはアツく握られていた。

「……何なの？　愛の告白なの？　人には見せられないケンカなの？　できる事なら後者だとすごく助かるんだけど」

「日本の学校生活とは両りよう極きよく端たんなのだな。正直、少し理解に苦しむが」

　オッレルスは軽く肩をすくめて、

「話をしようと言ったはずだ」

「何を、どこから」

「さて、それが問題だ。どこから切り出すべきかね」

　悩むような素そ振ぶりは見せるが、実際に悩んでいるかは分からない。そもそも『魔ま神じん』なんてものに手が届きそうになっている人間は、何かを悩むのだろうか？

　その想像を裏切らず、オッレルスはあっさりと言う。

「まあ、あれこれ段取りを踏ふんでもったいぶったって仕方がない。核心から教えて、疑問があればその辺りも分かるように外堀を埋うめていく、というのが手っ取り早いか」

「核心？」

「魔神オティヌス」

　オッレルスは彼女の事をそう評した。自みずからを『なるはずだった』に留とどめている、この男が。

「彼女は私と違って完全な魔神と言って良い。おおよそ、この世でできない事は何もない。『グレムリン』という組織は彼女の力によって束ねられているから、魔神オティヌスの思惑さえ分かっていれば、自おのずと『グレムリン』全体の動きも分かるはずだ」

　そして、と。

　オッレルスは一度区切ってから、上条当麻の右腕を見て、

「右方のフィアンマはかつてその右手を手に入れるために世界大戦まで引き起こしたが、今回の『グレムリン』や魔神オティヌスの狙ねらいは幻想殺しイマジンブレイカーではない。まずはその事だけ覚えておいてくれ。……計画に必要がないという事は、気を配る必要もないという事だ。遠えん慮りよも容よう赦しやもなく、邪じや魔まをすれば殺しに来る。そういう連中を相手にしているって事を」

「……、」

　忘れがちになるが、上かみ条じよう当とう麻まはあくまでも高校生だ。

　特殊な経験を積んでいるものの、彼は正式な訓練を受けた軍人や格かく闘とう家かではない。装備だってプロの道具を支給される訳じゃない。世界規模で活動を続ける『組織』を相手にすれば、圧倒的な不利を強しいられるのは間違いない。そもそも、相手にできると思ってしまう事自体、互いの力量を測れない素人しろうと故ゆえの『誤算』を引き起こしている証明とも言える。

　その上で。

　関かかわってしまった以上、実際に『グレムリン』のメンバーと戦ってある程度の勝利を収められると示してしまった以上、もう後戻りはできない段階に来ている。上条が今から身を退ひいたところで、『グレムリン』の側が決着を望むだろう。

　そして。

　ここまで関わった以上、上条としても半はん端ぱに身を退くつもりはない。

　諦あきらめる事で犠ぎ牲せいを強いられるのは、おそらく上条一人だけではなくなるからだ。

「『グレムリン』っていうのはさ、右方のフィアンマが起こした第三次世界大戦によって発生した魔ま術じゆつ結社だ」

　オッレルスは告げる。

　おそらくは、この手の荒事のプロであるイギリス清教でさえ摑つかんでいない情報を。

「その思想は平たく言えば、『戦争の勝者は科学サイドの学園都市って事になっちゃったけど、勝手に決めてんじゃねーよ』って感じかな。当時、一番表立って活動していた魔ま術じゆつ師しは右方のフィアンマで間違いない。……が、それだけが魔術師じゃねーぞ、まだまだ私達は顔も出していないのに、勝手に魔術代表を名乗って負けてんじゃねーよ。そんな事を主張したい連中って訳だな」

　だから彼らのベースは十字教ではなく北欧神話だったのだろうか。

　十字教の連合勢力であるローマ・ロシア勢力が勝手に敗北したのを見て、その敗北をこっちの文化圏にまで押し付けるんじゃない、と。

「……だとすりゃ、随ずい分ぶんと勝手な連中だな。第三次世界大戦をやっていた時は関わりたくないって言って協力しなかったくせに、負けたら負けたで文句だけ言っているのか？」

「ま、利害の上ではフィアンマに協力しても何も得られない訳だしな。それに、フィアンマよりも上にいる連中は大体気づいていた。彼の方式を突き詰めて、全部が成功したとしても、おそらくは思惑通りに世界が救われる事はなかっただろう、ってね」

　勝手に決めつけられた勝敗を受け入れない。

　次は自みずからの手で勝負をつける。

　彼ら『グレムリン』が、そういう思想で戦力をかき集めているとしたら、

「数百年、あるいは数千年の歴史を持つ魔術結社と違い、『グレムリン』は思想自体を統制している訳じゃない。第三次世界大戦の過程で敗北ムードを嗅かぎ取った魔術師達、その個人個人が湧わき出した不満や不平の受け皿として結集させたもの、それが『グレムリン』の正体だ。当然ながら、そういった魔ま術じゆつ師し達は学園都市という勝者に対して、魔術サイドを代表するに相応ふさわしい『象徴』を用意しようとする」

「……それが、オティヌスっていう『魔ま神じん』？」

「分かりやすい力の天てん秤びんだ。オティヌスが方々の魔術師をかき集めたのか、魔術師達がオティヌスを見み出いだしたのかは不明だがな。とにかく学園都市というあまりにも巨大な錘おもりに対抗するため、『グレムリン』はオティヌスを徹てつ底てい的てきに強化しようと考えているだろう。……平たく言えば、オティヌスがわがままを叶かなえるための組織になってしまっていると考えて問題ない」

「魔神ってのは、何でもできるんだろ？　周りに頼たよる必要なんてあるのか」

「何でもできてしまうから問題が発生している、と言うべきかね」

　同類を憐あわれむように、オッレルスは皮肉げな笑みを浮かべる。

「無限の可能性なんてキャッチコピーは良く聞くが、それはプラスに広がる可能性の他に、マイナスに広がる可能性も同じ分だけ抱えてしまう事を意味している訳だしな」

「？」

「実際に『無限の可能性』を信じる年とし頃ごろには難しいかな？　例えばコイントスをしよう。表が出る確率と裏が出る確率は半々だ。これが『無限の可能性』の正体。何か一つの行動を起こすたびに、成功と失敗の可能性を両方抱えてしまう存在。たとえどれだけ鍛たん練れんを積んだところで、子供のケンカでさえも五〇％の確率で敗北してしまう存在。それが魔神ってヤツだ」

　五〇％というのは大きい。

　ロシアンルーレットであれば、本物の弾丸を三発も入れてからゲームを始めるのだから。

「時代の勝者たる学園都市相手に『何か大きな事』をしたがっている『グレムリン』やオティヌスとしては、このメチャクチャな確率を修正したいと思っている訳だ。手に入れた力を、手に入れたままに万全で振るうために。一〇〇％の勝利を手に入れるために。そのためには、いくつかの調整がいる。そういった下準備をしているのが、ハワイ諸島やバゲージシティでの騒そう乱らんという形で表に出てきているという訳だ」

「……あれが、ほんの準備運動に過ぎなかっただって？」

「ま、オティヌスというのは北欧神話の主神オーディンの別の読み方だからな。その神話の通りになぞっているんだろう。その神の性質を象徴する霊装を用意する事で、その神の性質自体を再調整しようとしている。……北欧神話は武器の神話だ。神の力は武器の力として表現される。となると、オティヌスが求めているものを予測するのはそう難しい事じゃない」

　オッレルスは適当な調子で続ける。

　世界の行方ゆくえに直結するほどの情報を、さらりと言う。

「神しん槍そうグングニル。主神オーディンの主神としての武力を象徴する霊れい装そう。おそらく、こいつを完全な形で組み上げるために、世界中にちょっかいを出しているんだろうな」

　ハワイ諸島の活火山のエネルギーを利用した『炉ろ』の建造。

　北欧神話の伝説的な武具を作る技術を持った黒小人ドヴエルグ。

　かつて神しん槍そうグングニルを部分的にでも鍛たん造ぞうする事に成功したワルキューレ、ブリュンヒルド＝エイクトベルの頭の中から図面を盗難。

「……とはいえ、現状の地球上にある技術だけでは神槍グングニルを完全な形で完成させられるはずはなかった訳だが、バゲージシティの一件でその条件も崩れた」

「？」

「全体論の超能力者の開発。この地球には存在しない技術だ。仮にあれが組み上がれば、今までなかった可能性に手を伸ばす事ができるようになる。神槍グングニルの、最後のピースが揃そろってしまうって訳だな」

　その槍やりの完成と同時に、『グレムリン』は、それを束ねる魔ま神じんオティヌスは、全世界に向けて明確なアクションを起こす。

　これまでの大規模な騒そう乱らんが、単なる準備運動と呼ばれるほどの何かを。

　常に五〇％のリスクに縛しばられ続けたその力を、何に怯おびえる事もなく存分に振るう形で。

　確かに、そんな事になってしまえば大問題だ。

　魔神というものの恐ろしさを上かみ条じようは正しく理解できていない。オティヌスには自分の右手を握り潰つぶされたが、それをされてなお、あの魔神の底は見えない。が、そんな上条にも明確に分かる。ハワイ諸島やバゲージシティでまざまざと見せつけられた『グレムリン』の性質が、全世界へと広がっていくと思えば良い。それはおそらく、『グレムリン』以外の全すべての人が望んでいない絶望の変化だ。

　しかし。

　そう思う一方で。

「……、」

　上条当とう麻まは自分の右手に目をやった。

　魔神オティヌスの狙ねらいが、常に五〇％になってしまう自分自身の可能性を再調整する事だとすれば、それは神槍グングニルとかいう霊れい装そうがなくても実現できるのではないか？　と思うのだ。

　そう。

　この幻想殺しイマジンブレイカーで。

　あらゆる魔ま術じゆつを打ち消すこの右手は、可能性の話で言えば〇％の固定化と言っても過言ではないだろう。より大きな力を求め、一〇〇％の可能性を求める魔神オティヌスとは逆の道を進むかもしれないが、『丸っきり正反対』なら、それはそれで使い道はあるはずだ。

　例えば、選んだ道が常に間違いだという結果が出たとしよう。

　だったら、常にその反対の道を選び続ければ成功の道を邁まい進しんできるはずだ。

　常に失敗する、という事が『確定』してしまえば、いくらでも応用できる。魔ま神じんオティヌスが縛しばられているのは、それが真の均きん衡こうである五〇％だからだ。結果が出たとしても、そこから応用に結び付けられない。だから停てい滞たいしてしまう。

　成功するにしても失敗するにしても、どちらか片方に大きく舵かじを切る事ができれば、今後の方針を決める事ぐらいはできる。

　だとすれば。

　やはりこの右手の存在は、『グレムリン』にとって価値のあるものにはなってしまわないのか？

「その点は問題ないよ」

　質問すると、オッレルスは簡単に答えた。

「そもそも、幻想殺しイマジンブレイカーという存在は魔神オティヌスの思想とは相あい容いれない。たとえ有意義だと分かったとしても、それを利用しようと考えるとは思えないな」

「どういう事だ……？」

「質問に質問で返すようで心苦しいんだけどね」

　丸っきり表情を変えずにオッレルスは言う。

「根本的な話をしても良いかな。君は自分が振るっている幻想殺しイマジンブレイカーの正体を知っているのか？」
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　一一月になると、寒さのせいかオープンカフェの客足は悪くなる。

　何かしらの祭りの準備なのか、あちこち騒さわがしい学園都市の雑ざつ踏とうの中に、明確な『異物』が居座っていた。ぽっかりと人のいなくなったオープンカフェのテーブルに、細かいルールを理解していない人間特有の浮いた感じを匂におわせているが、当人達に気にしている様子はない。

　一人目はマリアン＝スリンゲナイヤー。

　長い銀髪の三つ編み。赤いフレームの眼鏡をかけた褐かつ色しよくの肌の少女。地肌の上に直接オーバーオールを着た、露ろ出しゆつ度どの高い格好をしているのが、一一月にはやや不釣り合いだった。とはいえ、彼女はこの格好で東欧、北極圏のバゲージシティを闊かつ歩ぽしていた。今も寒さに震ふるえるような素そ振ぶりは見せない。

　二人目は『投擲の槌ミヨルニル』。

　そもそも人間としての最低限の形を失った、全長一メートル強の黒いドラム缶といった様相の少女（？）だ。これこそ普通の街並みでは絶対に溶け込む事のない存在だろうが、不幸中の幸いか、学園都市にはドラム缶型の清掃ロボットや警備ロボットが溢あふれ返っている。そのお仲間と思われているようで、特に騒ぎになる事はなかった。

　そして三人目。

　線の細い色白の少年だった。腰まである長い金髪と相まって、どこか少女的な印象を与えてくる。着ている服装は黄色と黒を基調にした、ぴったりした上着とズボン、そして肩にはストール。この三人の中では、まだしもまともな雰ふん囲い気きをまとっているが……実際には真逆だった。

　トール。

　雷神などと評される、『グレムリン』の中でも特に直接的な戦せん闘とう行為を専門に担当する、生きつ粋すいの戦争代理人である。

　純粋な個人としての力でもって戦争という状況を実現する、破格の力を持った存在。

　……なのだが、

「うにゃー……。だーめだぁ、やる気出ないんですけどー……」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは全体的に力を抜いて、テーブルの上に突っ伏していた。そのすぐ傍そばでは黒いドラム缶状の『投擲の槌ミヨルニル』がガタゴトと揺れて心配と懸け念ねんを存分に表現していた。

　世を広く混乱させる『グレムリン』正規メンバーだが、その枠組みの中に入ってしまえばどうという事もない、とトールは思う。彼らはその規模の割に、意外なほど上下関係を気にしない。もっとも、枠の中に入るまでが問題ではあるが。

（……まあ、マリアンの不調の原因は、木き原はら加か群ぐんの死亡なんだろうが）

　トールは適当に推測する。魔ま神じんオティヌスは今も木原加群を操り人形としているようだが、人形は所しよ詮せん人形。そこには生前の残ざん滓ししか存在せず、生前そのものの状態を保てるはずがない。

　とはいえ。

　仮かり初そめでも木原加群の『匂におい』がなければ、マリアン＝スリンゲナイヤーの自じ暴ぼう自じ棄きは留とどまる事を知らなかっただろう、とも予想できるのだが。

　正直に言って、ただでさえ不安定な性質を持つマリアンがこんな状態になって、自分の近くをうろついているという状況は、トールとしても面おも白しろくはなかった。いつ目の前の景色がサイケデリックに彩いろどられるか分かったものではない。

　トールは戦争が得意だ。

　直接戦闘専門を突き詰めた結果、それが戦争という形にまで発展してしまうほどに。

　ただし。

　だからと言って、別に流血沙ざ汰たで興こう奮ふんする変態という訳ではない。スプラッター映画は苦手だしお化け屋や敷しきに入りたいとは思えない。

　なので、行動を起こす前に釘くぎを刺しておく。

「おい、今回は『予防攻こう撃げき』は禁止だぞ」

「うあーい……」

「戦闘の下ごしらえとして、とりあえずストックを確保しておきましょうみたいな感じの人体改造は禁止だと言っているんだ。分かってんのか？」

「……うあーいー……」

　敵地のど真ん中で、とんでもない生なま返へん事じだけが何回も続く。

　真っ黒なドラム缶状の少女（？）が、さらにガタゴトと揺れる。
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　幻想殺しイマジンブレイカーの正体。

　オッレルスはそう言った。という事は、当然ながら彼はそれを知っているのか。

　それよりも。

　上かみ条じよう当とう麻まの右手に宿っているものの正体は、科学サイドに属するものではなかったのか？

「君も、その手に宿っている力が学園都市製の能力開発技術によって生み出されたものではない事ぐらい分かっているだろう」

　オッレルスは簡単に言う。

「もちろん、学園都市の外には天然モノとでも言うべき特異な能力者達、いわゆる『原石』というものも存在する。……が、君がその一員であるという根こん拠きよは特に何もない。学園都市の外で生じた『異能の力』を持った何か。そういう表現をすれば、君の立ち位置はかなりグレーな所にあるとは思わないかな？」

「……、」

「君という存在を自分達の解釈でまとめた集団が、たまたま科学サイドに属する学園都市だったというだけさ。だから君自身も科学的な解釈で自分自身を説明できると思い込んだ。……例えばの話をしよう。幼少期の君が魔ま術じゆつサイドのイギリス清教に拾われていたら、君はおそらく自分自身を魔術サイドの常識で説明し、魔術サイドの一員であると思い込んだだろうね」

「結局、これは何なんだ……？」

　上条は自分の右手を、握って、開いた。

　改めて、言い直すように、彼は質問する。

「俺は一体何なんだ？」

「本来、それは君自身が結論づけるべきだろうが、私という立ち位置からの解釈を説明させてもらうと、だ」

　単なる科学でも、単なる魔術でもない。

『グレムリン』を束ねるトップ、魔ま神じんオティヌスの対ついとなる者。

　魔神になるはずだった男、オッレルスから見た解釈。

「君は、というか、君の右手に宿っているその力は、全すべての魔術師達の怯おびえと願いが集約したものだと言っても良い」

「何だって？」

「魔ま術じゆつを究きわめた者は魔ま神じんとなる。が、何でもできる魔神と言っても恐怖は消えない。それは先ほど言った『五〇％の制約』だけじゃない。根本的に、真っ当な思考をした人間が大きな力を持てば、誰だれでも思ってしまう恐怖心だ」

　それを誰よりも実感しているのだろうが、オッレルスの表情に変化はない。

　そこまで進んでしまった人間の心情は、もはや常人には想像が追い着かないものなのか。

「かつて左方のテッラという男がいた。右方のフィアンマと同じ『神の右席』という組織に属していた特殊な魔ま術じゆつ師しだ。系統で言えば、彼が一番幻想殺しイマジンブレイカーの正体を知るために『近かった』人材だろう。……あるいは、右方のフィアンマよりも。『「神の子」を人の手で処刑する』という力関係の矛む盾じゆんについて研究し、その結果『光の処刑』という独自の術式を構築していたぐらいだからな」

「？」

「その幻想殺しイマジンブレイカーも、時代や神話のターニングポイントにこそ効果を発揮するという事さ」

　それが魔神の恐怖とどう繫つながるのか。

　オッレルスは言う。

「魔神は世界を思った通りに歪ゆがめる。そして歪めるのは構わないが、元に戻せるとは限らない。水道から出てくる水を全部オレンジジュースにしたい、みたいな子供のワガママが全部通ってしまう世界だ。歪めるだけ歪めた結果、何か大きな弊へい害がいが生まれる危険性はある。それを元に戻そうとしても、もう、歪めてしまった後では何が元の世界だったのかも分からなくなってしまう懸け念ねんさえある。魔神が治めるその場所は、一メートルの長さが伸び縮みし、一グラムの重さが増減するような世界だからな」

「それが怯おびえだとして、願いっていうのは何なんだ？」

「そんな世界は怖いだろう？　思い通りのワガママを振りかざすとしても、何か保険が欲しいだろう？　平たく言えば、世界を元に戻すためのバックアップ、基準点とでも言うべきか。その右手は、国際キログラム原器みたいなものかな？　世界を歪めるだけ歪めて、一メートルの長さも一グラムの重さも思い出せなくなったとしても、君の右手はあらゆる魔術を打ち消すのだから、基準点はなくならない。君の右手の長さを、重さを、温度を、それぞれ計測していく事で、全すべてを歪め過ぎた者は、元あった世界がどんなものだったのかを思い出せる。それは命いのち綱づなとなり、あまりにも方向性を曲げ過ぎてしまった世界を、いつでも元に戻す事ができるようになる」

　それが願い。

　保険があれば好き放題に暴れられる。

　遠えん慮りよも容よう赦しやも必要なく、己の欲望を好きなだけ撒まき散らせる。

　そういう意味での、『変える者』が一方的に思い描く、あまりにも身勝手な願い。

「かつて、それと良く似た力は時代のあちこちに顔を出した。武器の形となって英えい傑けつ達の手に渡り、壁画の形となって触ふれた者の悪病を払うと噂うわさされ、洞どう窟くつの形となって試練の装置として機能した。……今、君の手に宿っているものがそれらと地続きの『一つの力』なのか、その願いは失われるたびに別の形に組み上げられて自然発生する『複数の力』なのかは知らない。予測は立てられるが実験はしていないものでね。ただ、確かにこう言える。君のその右手は、『世界の基準点』として機能する、とね」

　となると、とオッレルスは言葉を区切った。

　その上で、

「科学サイドの学園都市が勝利した、この世界を極限まで歪ゆがめてしまおうと考える魔ま神じんオティヌスからすれば、そんなバックアップは利用価値がないどころか、最大の邪じや魔ま者ものでしかないだろう。たとえ自分達が時代を変えたとしても、それを修正するための材料が残っていたとしたら、そんなものは願いではなく恐怖だ。だから魔神オティヌスは幻想殺しイマジンブレイカーを求めない。……元より、命いのち綱づなを断って前進する事しか考えていない連中だ。保険なんて言葉は、『グレムリン』にとっては悪の誘ゆう惑わく程度の価値しかないだろう。全すべてを打ち消す幻想殺しイマジンブレイカーはその最たるものだ」
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　夕方になっていた。普ふ段だんであれば下校時刻になっているはずだが、『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間である今はその制約もない。上かみ条じよう当とう麻まが一時的に校内から解放されていたのは、リフレッシュのためのわずかな自由時間を与えられたからだった。

「……まいったな」

　寮りようには今もインデックスがいるはずだが、すぐにそちらに帰れる状況ではなさそうだった。『一端覧祭』の準備の方もそうだが、オッレルスがここへやってきた目的を看破し、自分達の安全を確信できるまで、寄り道をしている余裕はなさそうだった。

　これだけ警備厳重な学園都市だ。

　これまでも何度か魔ま術じゆつ師しが潜せん入にゆうしてきた事はあったが、それも簡単な事ではなかっただろう。相応のコストとリスクを負わなければ、この街には入ってこられない。では、オッレルスにとってのメリットは何だ？　まさか、上条の疑問に答えるためだけではないだろう。

　すでに肌を刺すような冷気は忍び寄ってきている。

　クラスの喧けん騒そうから遠ざかったせいもあるのか、上条の胸には何かしらの喪そう失しつ感かんがあった。改めて思い出すような。魔神になるはずだったオッレルスと、その先を行く魔神オティヌス。そして『グレムリン』。この何気ない平へい穏おんな日々は、いつまで続くのか。上かみ条じようの側から『グレムリン』へ向かうのか、『グレムリン』の方が学園都市にやってくるのか。いずれにしても、今ここに流れている空気は永遠には続かない。それを、ふと意識したのだ。

　ハワイ諸島の混乱を。

　バゲージシティの地じ獄ごくを。

　あれは世界のどこかで起こっている事ではなく、この学園都市と地続きで続いている事態なのだ。まして、時代の勝者たる学園都市へ異議を唱える事が『グレムリン』の目的だとすると、この街は世界の騒そう乱らんの中心地となる可能性すら否定できなくなる。

　あそこまでの暴力の塊かたまりから、何を、どこまで守りきれるのか？

　その質問に、上条は明確に答える事ができない。一方で、それが日本の高校生程度の戦力には相応なのかもしれないものの、回答を投げ出せるような場所にいないのも明白だった。『グレムリン』は、魔ま神じんオティヌスは、彼の右手に宿る幻想殺しイマジンブレイカーを危険視しているのだから。

　もはや激戦は避さけられない。

　後はそれを、いつ、どこで、どのように始めるのか、というだけだ。

「……、」

　この場所が、『一いち端はな覧らん祭さい』の準備で浮かれたムードに包まれた街並みが、バゲージシティのように変へん貌ぼうする有あり様さまを想像して、上条は率直に身み震ぶるいする。

　明白な敗北。

　間に合わなかった事態。

　いいや、仮に間に合ったとしても、全すべてが終わる前に到着できたとしても、自分に何ができたのかを思い浮かべる事すら難しかった、最悪の騒乱。

　この街を、あんな結果に結びつける訳にはいかない。

　上条当とう麻まは強く、深く、そう思う。

　その時だった。

「御み坂さか……？」

　ふと、人混みの中に知り合いの顔を見つけて、上条は思わず呟つぶやいた。名門、常盤ときわ台だい中学の制服を着た、茶色い髪をショートヘアにした少女。今はその上から高級そうなコートをまとっている。彼女も彼女で『一端覧祭』の準備のために買い出しにでも出てきたのだろうか。

　学園都市の第三位。

　発電系では最強に属する、超電磁砲レールガンの異名を持つ少女。

　そんな彼女と、ふと目が合う。

　美み琴ことの方も上条に気がつくと、こちらに向かって近づいてきた。

　上条は片手を挙げて、

「御坂。お前の方も『一端覧祭』の準……」

　最後まで言う暇ひまはなかった。




　ごんっっっ!!!!!!　と。

　容よう赦しやも遠えん慮りよもなく、いきなり御み坂さか美み琴ことのゲンコツが上かみ条じようの頭の上に落ちたからだ。




　本気の一発だった。

　上条の視界が一いつ瞬しゆんだが確実に明滅し、思わず涙目で屈かがみ込みそうになる。対して、美琴の方は鼻から息を吐はくと、

「……アンタ、ハワイ諸島で人様の事を置いてきぼりにしたくせに、随ずい分ぶんとフレンドリーに話しかけてくるもんよねえ？」

「あ、あうぐー……」

「どぉーぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉいう理屈で借金がチャラになったと思い込んでいたか知らないけど、私、むっちゃくちゃキレてるから。今ならボコボコにしてその辺のゴミ箱に詰め込みかねないぐらいキレてるから」

「……す、すまんかったです」

「足りねぇーっ!!　ぜんっぜん足りないわーっ!!」

「いや上条さんだって今回ばかりは全面的に悪かったと思っているのよ？」

「とか何とか言って、どうせ心ん中じゃ『でも、あの後あったあの事件をこいつに見せなくて良かった』とか思ってんでしょ？　一人でヒロイックに納得しちゃってんでしょ？」

「……、」

「否定しろや!!　懲こりろよ！　つーか単純な武力だけで考えれば私の方がアンタよりも上なんだってば！　頼たよれ!!　力を貸すっつってんだから手伝わせろ!!」

　ぎゃあぎゃあと叫ぶ美琴を眺めて、上条はこう思う。

　仮に『グレムリン』が学園都市へ侵攻してくる事があったら、その時は御坂美琴の手を借りるだろうか。

　ハワイ諸島はどうにか乗り切った。

　しかしバゲージシティではどうにもならないほどの大だい打だ撃げきを受けた。

『だから』力を借りるのか、『だから』巻き込ませないのか。

　この辺りで、自分のスタンスを明確に決めておくべきなのかもしれない、と彼は思う。

「なあ御坂」

「何よ？」

「ハワイ諸島であった事は覚えているよな？」

「……アンタにいきなりポイ捨てされた時の事？　それも海外で」

「真剣な話だ。あの時、さんざん大暴れしたのが『ほんの始まり』と思うような連中が学園都市にやってきたとしたら、お前は自分の友達を矢や面おもてに立たせる事が本当に正しいと思うか？」

「……ふうん」

「正直に言うよ。俺は今矛む盾じゆんしてる。借りられる手は全部借りたいけど、でもあんな怪物達に知り合いを巻き込ませるぐらいなら、全部一人で抱えた方が楽だって思ってる」

「ずるい質問ね」

　美み琴ことはそう評した。

　直後の出来事だった。




「でも、今頃そんな事で悩んでいるようじゃ、致命的に遅すぎるぜ？」




　目の前の少女の声こわ色いろが、唐とう突とつに変化した。

　そして美琴の右手の先せん端たんが眩まばゆい光を発する。今さらながら、上かみ条じようは先ほどまでの出来事の中に、妙な違和感が紛まぎれていた事に気づかされた。

　一番最初のゲンコツ。

　とりあえず反射的に前髪から高圧電流を発するような御坂美琴が、何で能力に頼らずに腕力を使ったのだ？

「こい、つ……っ!!」

「まだ追い着かねえのか？　周回遅れになっちまうぜ」

　ブオッッッ!!!!!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。バットを思い切り振るうような、空気を押しのける轟音。だが脅きよう威いの本質はそこではない。美琴（？）の右手で瞬またたいている、恐ろしく眩い閃せん光こうの方だ。

（……アーク放電？　溶接や溶断に使うようなバーナーか!?）

　上条の視界が大きくブレた。

　腰を低く落とし、上半身を下方へ落とした上条の頭上を、横よこ殴なぐりの溶断ブレードが通過していく。背後にあった風力発電のプロペラが、カメラのフラッシュのような閃光の炸裂と共に容よう赦しやなく切断されていく。

「へえすごい。いつの間にか防御一辺倒じゃなくて選択する余裕まで手に入れたか。右手で押さえつけてりゃ、動きの止まったところで手詰まりだったのに」

　断面は一つではない。

　料理下べ手たが大根を切ったように、長い柱は複数の塊かたまりに切断される。理由は単純で、美琴の右手の五本指からそれぞれ数メートルほどのアーク溶断ブレードが伸びていたからだ。

　彼女の能力でもできるだろう。

　だが、彼女の近接格かく闘とうは『砂鉄の剣』に頼たよっていた気がする。何というか、できるできない以前の問題として、主義や趣しゆ味みに合わないような感じがするのだ。

「て、め……っ!!」

　激げつ昂こうする上かみ条じようの顔へ、御み坂さか美み琴ことの顔をした誰だれかは左手を突き入れようとする。そちらの手からも五本のアーク溶断ブレードが飛び出しつつあった。腕自体がパイルバンカーとなったように、射出と突き出しがワンアクションで実行される。

　上条は首を振ってブレードを回かい避ひしつつ、その左手首に右みぎ拳こぶしを飛ばす。

　すくい上げるような一いち撃げきを受けて、御坂美琴の左腕が真上へ跳ね上がる。開いた空間へねじ込むように上条は一歩前に進むと、美琴の首を右手一本で摑つかみ、近くにあったベンチへ背中から強引に叩たたきつける。

　押さえ込んだまま、上条は叫ぶ。

「美琴じゃないな！　誰だ!?」

　ビシリ、という音が聞こえた。

　摑んだ首を中心に、御坂美琴の形をした誰かの肌が割れていく。ぎょっとする上条の目の前で、亀き裂れつはどんどん広がっていく。その全身に、というのは正確ではない。着ているコートや髪飾りなども含めて、『御坂美琴という形をした何か』全体がひび割れていく。

「分かっているはずだぜ」

　無数の亀裂が走り、一部が欠けた唇くちびるを動かして、誰かは語る。

　直後に、崩ほう壊かいは許容量を超えた。

　御坂美琴の像は粉々に砕け散り、その中から、長い金髪に白い肌の、女性的な印象を持つ少年が全身をさらけ出した。

　彼は喉のどを押さえつけられたまま、うっすらと笑ってこう告げた。




「『グレムリン』の直接戦せん闘とう担当、雷神トールとでも自己紹介しておこうかね。……お察しの通り、俺達はもうこの街に入り込んでいるんだよ」








行間　一









　……優しい神しん父ぷ様は仰おつしやられました。




「この娘に焼けた石を持たせましょう。もしも我らの主がこの娘の潔白を証明し、その身をお守りくださるというのでしたら、決して火傷やけどは負わないはずです。逆に言えば、これで火傷を負うようなら、この娘は魔ま女じよという事になる」




　……優しい神父様は仰られました。




「この娘を水の底に沈めましょう。もしも我らの主がこの娘の潔白を証明し、その身をお守りくださるというのでしたら、水の中であっても苦しむ事はないでしょう。逆に言えば、これで空気を求めて水の上まで上がってくるようなら、この娘は魔女という事になる」




　……優しい神父様は仰られました。




「この娘を大きな鳥とり籠かごに入れて塔とうから吊つるしましょう。もしも我らの主がこの娘の潔白を証明し、その身をお守りくださるというのでしたら、一月吊るしても飢えに苦しむ事はないでしょう。逆に言えば、これで飢えに苛さいなまれるようなら、この娘は魔女という事になる」




　……優しい神父様は仰られました。




　……優しい神父様は仰られました。




　……優しい神父様は仰られました。




　優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。優しい神父様は仰られました。




「あ、ああ。ァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　優しい神しん父ぷ様は私を見ると、両目を大きく見開いてぺたりと座り込んでしまわれました。あら、なんという事でしょう？　私、そんなにおかしな格好をしているのかしら。はしたない事をしているつもりはないのですけど。

「な、なん、何でっ、何でだっ？　何でぇ!!」

　小さな街の中心にある、石いし畳だたみの広場もざわついています。おかしいですね。皆さん、何をそんなに不思議がっているのでしょう。

　優しい神父様は、首を傾かしげる私の顔を指差して、何かを喚わめき散らしています。

　でも、言葉が途切れ途切れで良く聞こえません。

「お、おまっ、お前、フロイライン＝クロイトゥーネ……お前、はぁ!?」

「はあ。私がどうかしたのでしょうか？」

「お前、お前はぁ!!　どうして、どうしてあれだけの所業を押し付けられておいて、おいてえ!!　何な故ぜ生きていられる？　お前の肌はどうしてそんなに輝かがやいている!?　どうして、どうして、どうして、どうして!!」

　何をおかしな事を。

　私は首を傾げたまま、思わず笑みをこぼしてしまいます。

「あら、優しい神父様。あなたがその口で仰おつしやられたのではないですか」

「は、へ？」

「私の身が潔白であれば、我らの主がお守りくださると」

「……っっっ!!」

　優しい神父様は、胸元に下げた十字架を痛いほど握り締しめているようでした。そこから赤い液体がこぼれ、やがて、小さな金属はあまりの力で歪ゆがんでしまいます。

「お前のような……お前のような、怪物が、語るのか、我らの主を!!　手足を縛しばって湖に放り込んでも、塔とうの先せん端たんに縛り付けて雷に打たせても、炎で丸焼きにしても！　こうして笑っているお前のような、魔女がぁ!!」

「さあ、優しい優しい神父様」

　両手を広げ、全すべてを受け止め、友人を迎え入れる寛かん容ようさで私はこうお尋ねします。




「私に課せられる試練はもう底をついたのでしょうか。ええと、確認をしたいのですが……あらゆる神しん明めい裁判で傷をつけられなかった場合、私はどのような扱いを受けるのでしょう？」








第二章　本当の敵は誰なのか　Secret_Promise.









　　　　１




　近所のハンバーガーショップにて、『グレムリン』の戦せん闘とう部門、雷神トールと二人で晩ご飯。

「……何これ？」

「何これって新発売のサルサバーガーセットだぜ？　うえっ、個性を強く出そうとし過ぎて味がメチャクチャ濃いなこれ。ていうか辛からい!!　なんだかんだでベストセラーのラージバーガーがなくならない理由が良く分かる」

「そうじゃないよ馬ば鹿かじゃないの!!　俺達っ！　超っ!!　て・き・ど・う・し!!　顔を突き合わせてのんびりご飯を食べている構図がおかし過ぎるっっっ!!」

「何だ何だ。ちょっと話をしようぜっていうのがそんなにおかしいかよ？　『グレムリン』なんて関係なしによ、もしも俺の背丈が小さくてしかし巨乳の保護欲丸出し女の子だったら対応違っていたんじゃねえの？」

「舐なめているのかね？」

「そのために配はい慮りよしたじゃねえか。お前の知ってる女の子の形に外見を整えてよ」

「あれ、どういう理屈な訳？」

「魔ま術じゆつについて詳しく語ったって理解できねえだろ。まああれだ。北欧神話じゃ自分の武器を奪われた雷神が、盗ぬすっ人とをおびき出すために美び貌ぼうの女神フレイヤに化ける話があってな。そこらへんの伝承を基に変装術式を組み上げたって訳だ。その関係で女の子にしかなれねえがな」

「……何でハワイ諸島であった俺と御み坂さかのやり取り知ってんの？」

「ていうか、お前達の一ひと悶もん着ちやくがあった時、まだアメリカ中のカメラを利用した『F.C.E.』の監かん視し網もうって動いていたんだよ。つまり『グレムリン』側にだだ洩もれ。思うんだけど、御坂ちゃんって乙女おとめだよね」

「いやァァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　俺の青春がァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　頭を抱えて絶叫する上条に、雷神トールは朗ほがらかに笑いながら、

「気にすんなよ。この程度でいちいち恥はずかしがるような人生は過ごしてねえだろ」

「なんという暴言！　さてはケンカがしたいんだな!?」

「間違っちゃいねえよ」

　雷神トールは腰の辺りまである金髪を軽く揺らして頷うなずきながら、

「ただよ、ハワイ諸島とかバゲージシティとか、ああいう種類のケンカは正直に言って俺の趣味じゃねえんだ。面おも白しろくない。そういうくくりで何でもかんでも判断しているって事は、俺もやっぱり悪人なんだろうけどな」

「……、」

「食えよ、黙だまってないでさ。どうせ俺の奢おごりじゃねえんだ。自分で払った分は自分で食わねえと損をするだけだぞ？」

　雷神トールは辛からいのが苦手なのか、サルサバーガーにかぶりついては、炭酸飲料やサラダなんかに向かって舌を休ませているようだった。……苦手だと分かっていても新発売という単語の誘ゆう惑わくには勝てなかったのだろうか？

　上かみ条じようは赤いソースが指につかないように、ハンバーガーの包み紙を摑つかみながら、

「……で、話ってのは何なんだ？　宣戦布告でもしにきたのか？」

「それができりゃあ話は簡単なんだけどさあ。物事ってのは黙っていても複雑に絡からまっていっちまう。ま、本題に入る前にまずはそいつを解いていかなくちゃならねえと思ってな」

「何が言いたいんだ？」

「オッレルス」

　雷神トールは一つの名前を呼んだ。

　上条にとっても無関係ではいられない名前だ。

「上から目線で色々吹き込まれたろ？　そんでもって、これから起こるであろうクライシスを思い浮かべてナーバスになってる。違うか？」

「……吹き込まれた？　あいつが噓うそでもついていたって言うのか？」

「でも、誰だれかの思惑でまた戦わされるんじゃねえかって懸け念ねんが渦を巻いている。ハワイ諸島のレイヴィニア＝バードウェイや、バゲージシティの木き原はら加か群ぐんの時のように」

「……、」

「睨にらむなよ。俺達が元凶だっていうのも分かってる。たださあ。俺達『グレムリン』が黒幕だからと言って、それに敵対しているオッレルスが完全な善や正義を担になっているだなんて、本気で思ってんのか？　ていうか、そもそもさ。本当の意味での善や正義って、暴力で人を傷つけて物事を一方的に解決するような連中の事は指さねえだろ？」

　それはオッレルスの事だけでなく、上条がこれまで取ってきた全すべての選せん択たく肢しを否定するような意見だった。

　そして、上条としても、おそらく間違ってはいないと思っている。

　例えば月つく詠よみ小こ萌もえ。

　例えば打ち止めラストオーダー。

　例えば親おや船ふね最も中なか。

　本当の意味での善人とは、真の意味での正義とは、きっと、窮きゆう地ちにおいても『戦わない』という選せん択たく肢しを選ぶ事ができ、その選択によって敵対者さえも救い出せるような人間を指すのだろう。

　問題が起きれば思わず拳こぶしを握りしめてしまう上かみ条じようにとっては、ずっとずっと先にある領域だ。

「それじゃあオッレルスの話をしようか。俺達『グレムリン』と同じく、何かっつーと暴力に頼たよりたがるオッレルスってヤツの話を」

　ナゲットにケチャップをつけながら雷神トールは告げる。

「あいつは一人で学園都市にやってきているんじゃない」

「何だって？」

「聖人のシルビア、元『神の右席』の実質トップだった右方のフィアンマ、ワルキューレのブリュンヒルド＝エイクトベル、そして魔ま術じゆつ結社『明け色の陽ひ射ざし』のボス、レイヴィニア＝バードウェイ。どいつもこいつも『グレムリン』に負けず劣らずの怪物揃ぞろいだ。ただの魔術師なんてレベルじゃねえ。……ま、俺達の動きを察知して、学園都市での作戦を食い止めるためにかき集めてきたんだろうけどな」

　レイヴィニア＝バードウェイ。

　その名を聞いて、上条の胸が不ぶ気き味みにざわつく。

　魔術結社『明け色の陽射し』のボス。ハワイ諸島では事態解決のために動いた上条達を騙だまし、学園都市と協力機関との間に大きな亀き裂れつを入れて、バゲージシティ騒そう乱らんの原因の一いつ端たんを作った女。

　しかし、今はそこに拘こう泥でいしている場合ではない。

「……それがどうしたっていうんだ？　お前達みたいなのから学園都市の人達を守ってくれるって事じゃないのか？」

「だったら、何で戦場を学園都市の中に設定しているんだよ」

　雷神トールは呆あきれたように指摘した。

　彼はナゲットを口の中に放り込みながら、

「本気で俺達『グレムリン』から学園都市を守りたいって言うなら、俺達が学園都市に潜もぐり込む前にケリをつけなくちゃならねえだろうが。簡単に言えば、学園都市の中じゃなくて、その外側、周りに防衛線を張り巡らせるのが妥だ当とうな判断だ。日本に入ってくるまでの海上なり、関東一円の山岳なりな」

　ケチャップと油のついた指先を舐なめ、雷神トールは声を若じやつ干かん低くして続けた。

「……なのに、あれだけの大戦力を学園都市の中に配備する？　『グレムリン』の脅きよう威いも分かっているのに？　もう、『グレムリン』が入ってくる事については織り込み済みじゃねえか。俺にはさ、どぉーもわざと学園都市を巻き込ませる構図を作りたがっているように見えるんだがね。お前はどう思う？　これが平和主義者のやる事か？」

「……、」

「『グレムリン』には『グレムリン』の目的があるように、オッレルス側にもオッレルス側の目的がある。そのために学園都市を使ってる。それがこの構図の正体だろ。実際に効力があるかどうかは別として、街の中で暴れれば学園都市の防衛戦力が『グレムリン』に回される訳だしな。それで俺を殺せるとは思えねえが、科学サイドとオッレルス側の多面同時攻こう撃げきに備えなくちゃならねえから、その分だけ警戒しなくちゃならなくなるって寸法だ」

『グレムリン』は、所属している魔ま術じゆつ師しの一人一人が怪物のような力を使う。

　しかし、最も恐ろしいのはそこではない。

　それほどの力を、組織的に振るってくる所だろう。

「つまり、『いつものパターン』から外れた展開にする事で、『グレムリン』の連携を阻そ害がいしよう……それだけで、オッレルス側はこの場所を選んだっていうのか？」

「仮説だがね」

　上かみ条じようは、食べかけのハンバーガーを、包み紙ごとトレイに置いた。

　食欲が一気になくなる話だった。

　己の目的のために、敢あえて学園都市を戦火で包み込もうとしている。

　それが事実だとすれば、これまで浮かべていた相関図がガラリと変わる話だ。

「……オッレルスの狙ねらいが何なのかは分かっているのか？」

「さあ。つか、結局のところ、オッレルスとオティヌス、二人の間の対立だろ。どっちも『魔ま神じん』の領域にどっぷり浸つかっている怪物だ。ただの正規メンバー程度にその真意が分かるかどうかは不明だね」

「それだけで信じろって言うのか!?　明確な敵からの言葉を!!」

「信じろなんて言ってねえよ馬ば鹿か。一面的な情報を頼たより過ぎるなっつってんだ。オッレルスから色々聞いたろ。だったら今度は俺達の側の主張を聞け。そんで色んな情報を集めた上で、アンタはアンタなりの答えを導き出せば良い。操り人形から抜け出すための方法は、自分の頭で考える事だ。そのためにはできるだけ多くの判断材料があった方が良い。違うのかよ？」

「……だとしても、お前の狙いは何なんだ？　俺がどういう道を進んだって、敵対関係にあるのは変わらないんだぞ」

「敵同士になって戦うっつってもよ、勝負事ってのは綺き麗れいにお膳ぜん立だてして心置きなくやるべきだろうがよ。正直に言って、お前の周りは悲ひ惨さんだ。どいつもこいつも自分の利益のために、その右手の力を猿さる回まわしみてえに誘ゆう導どうしたいと躍やつ起きになってやがる。そんな状態で殴なぐり合ったってつまらねえよ。お前の意見はどこにあるんだ？」

　もはや消化試合、といった感じでサルサバーガーと格かく闘とうしつつ、雷神トールは続ける。

「ただね、オッレルスにゃあ異様な点がいくつか散見している。元々の性質なのか、魔神に近づくとそうなっちまうのかは知らねえが」

「……？」

「あいつは基本的に博愛だ。目の前で困っているヤツのためならどんな力でも振るう。が、そのせいで周りが見えなくなっちまうみてえなんだよな。平たく言えば、見知らぬ子供一人助けるために、一〇〇万人の軍勢を皆殺しにしちまうような人間なんだ。今のオッレルスが何を救おうと自己設定しているのかは不明だが、それが『学園都市以外の何か』だった場合、そいつを助けるために学園都市は利用しちゃっても良いやって判断している可能性はある」

　この少年がどこまで本当の事を言っているかは不明だ。

　が、確かに、上かみ条じようはオッレルスという人となりを理解していないのも事実だった。バゲージシティでは彼に助けられたが、だからと言って、オッレルスが全すべてにおいて裏表のない完かん璧ぺきな味方とは限らないのだ。

　魔ま術じゆつ結社『明け色の陽ひ射ざし』。

　そのボスの、レイヴィニア＝バードウェイがそうだったように。

　上条は、慎しん重ちように質問する。

「……仮に『グレムリン』がろくでもない連中だとして、それに対抗するオッレルス側もまともじゃないとして。それを得意げに説明するお前はどこに立っているつもりなんだ？」

「簡単だよ」

　雷神トールは適当な調子で、

「『グレムリン』は何かが欲しくて学園都市までやってきた。オッレルスはそれを止めるために学園都市までやってきた。……だったら、ウジウジウジウジしち面めん倒どう臭くせえ動きをしやがる二つの組織に泡を噴かせる面おも白しろい方法がある。そう思わねえか？」

「？」

「争奪戦の景品にんげんを、俺達二人で助けちまう事だよ」
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　フレメア＝セイヴェルン、お口の改造手術完了。

「お、おお。おおおおおおおおお……」

　治ち療りようの結果か麻ま酔すいが少し残っているのか、口内の違和感に呻うめき声を上げるフレメア。歯科医院を出た所で、彼女は逃亡阻そ止しのため付き添っていた浜はま面づら、滝たき壺つぼの二人に向けてこんな事を言った。

「大体何か食べたい！」

「あれだけ泣き叫んでおいて、懲こりている様子が何一つ見当たらない、だと!?」

　歩道を歩く彼ら三人の周囲も、『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間のためか、浮足立ったムードに包まれていた。基本的に『文化祭』の塊かたまりなので出店などは学校の敷しき地ち内でまとめられるはずなのだが、『準備期間中の学生をターゲットにした安売りの屋台』などが路上に大きく展開されており、何だかお祭りの雰ふん囲い気きが予想外な方向に成長しているような気がしないでもない。

　ピンクのジャージを着た滝たき壺つぼ理り后こうは、ぼんやりとした視線を辺りに漂わせたまま、

「……はまづら、これからどうするの？」

「やる事ないし帰る。とりあえずフレメアを寮りように送ってからな」

　なんのかんの言いながら浜はま面づらと滝壺は同じ部屋で同どう棲せいしているのだった。そしてついでに言えば麦むぎ野の沈しず利りや絹きぬ旗はた最さい愛あいといった『アイテム』のメンツまでも勢せい揃ぞろいなのだった。ルームシェアと言えば聞こえは良いが、浜面としては色々と窮きゆう屈くつな事この上ない。流石さすがに彼女達の前で滝壺といちゃつくほど人目を気にしない浜面ではないので、何かっつーと時刻表ミステリーのような計算をして滝壺理后に接近しなくてはならないのである（そしてそういう時に限って滝壺は梱こん包ぽう材ざいのプチプチを潰つぶすのに夢中で浜面の事など見ていなかったりする）。

「はまづら、帰る前に洗剤を買っておかないと」

「そーね」

「だから銀行でお金を下ろして」

「そっすね」

「コンビニのＡＴＭだと手数料がかかるから、銀行のＡＴＭがサービスを終わらせる前に」

「……全体的に色気がねえなぁー」

「はまづら」

　と、ジャージ少女が浜面の服を小さく摑つかんでくいくいと引っ張った。

　彼は眉まゆをひそめて、

「？」

「フレメアがいない」

　バッッッ!!!!!!　と慌あわてて浜面が周囲を見回したが、すでにフレメア＝セイヴェルンはどこにもおらず。

　ただ、雑ざつ踏とうの中からソプラノボイスが耳に入ってくる。

「にゃあにゃあーっ!!　大体三〇種の果物を包んだ一口フルーツマシュマロとか書いてあるし！　全部出るまで食べまくる!!」

「あのクソガキ!!　奥歯の詰め物が怖くはねえのか!?」

　叫ぶ浜面、少女の口内の平和を守るために行動開始。

　これ以上、道路工事用の機材を持った真っ黒なヤツに張り切らせる訳にはいかないのだった。
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　あらかたハンバーガーセットを食べ終えた所で、雷神トールは何な故ぜかホットコーヒーとチーズケーキを追加注文してきた。

「……ところでよー、ファストフードのコーヒーってどう思う？　許せる？」

「不満があるなら頼たのむなよ……。ていうか俺は缶コーヒーにも不満はない人間だ」

　げっそりした顔で答える上かみ条じよう。

　雷神トールはなんだかんだで美う味まそうに安物のコーヒーを口に含みながら、

「どこまで話したっけ？」

「魔ま神じんオティヌス率いる『グレムリン』と魔神一歩手前のオッレルス率いるバケモン集団が争奪戦をしようとしている『何か』を、俺達で先に手に入れちまおうって辺りだ」

　上条は指についた油を紙ナプキンで拭ふき取りながら、

「具体的に何なんだ、それ？」

「オティヌスが欲しがっているのは『人』だ」

　雷神トールは簡単に答える。

「魔ま術じゆつにも科学にも染まっていねえ、つまりどっちにも転がせる『人』。それでいて、体の方には相当高い負荷をかけるから、並の人間ならショック死するような改造にも平気で受け入れられる、極きわめて高い耐久性を持った『人』って事になる」

「……何なんだ、そりゃ？」

「さあな。正直に言って、俺達にも分からねえ。中世最大の珍ちん騒そう動どう、魔ま女じよ狩がりの記録の中にこっそり紛まぎれている人名らしいが。怪しい者は皆殺しにしろ、妬ねたましい気に食わないヤツもついでに皆殺しにしろでお馴な染じみの聖職者サマ達が、あまりにも頑丈過ぎて殺す事を諦めたっていう、世にも珍めずらしい事例だな」

「……、」

　雷神トールの言っている事が、今この場とどう繫つながっているのかいまいち想像できない。

　どんな記録があろうが、それは何百年も前の話ではないか。

　挙げ句、日本の科学の総本山、学園都市と関かかわりがあるとも思えない。

　その事を尋ねると、雷神トールはあっさりと答えた。

「まだ終わってねえんだ」

「……何だって？」

「火で炙あぶっても巨大な錘おもりで押し潰つぶしてもニコニコ笑っていやがったあの女は、時間の流れなんてもんでも衰おとろえる事を知らなかったらしい。つまりは地続き。数百年前の記録に出てきた人間だからっつっても、それで断絶した訳じゃねえ。今もどこかでニコニコ笑ってやがると推測するべきだ」

「今も……まだ……生きている……？」

「そういう事。ま、あれが単純に頑丈なだけの人間とも思えねえけど。正体は何であれ、その核とか本質とかは絶対別の所にある。やたら頑丈なのはその特性の『一側面』程度のもんだろ」

　雷神トールはプラスチックのフォークでチーズケーキを切り分けようとし、べじょっと潰つぶしてしまいながら、

「ついでに言わせてもらえば、そいつは十じつ中ちゆう八はつ九く、この学園都市にいる」

「どうして？　魔ま女じよ狩がりとかいうのに記録が残っているなら、魔ま術じゆつサイドの関係者って事じゃないのか？」

「たまたま当時の社会を席せつ巻けんしていた魔女狩りに引っかかっちまっただけで、彼女の本質がどっちのサイドに居着いているものなのかは不明だ。ひょっとしたら、どっちにも属さねえのかもしれねえけど」

　潰れたチーズケーキにフォークを突き刺し、しかし口に運ぶ前に皿の上へポトリと落ちたのを見て、雷神トールはもう指で摘つまんで直接口へ放り込む。

「だがまあ、学園都市が『あいつ』を確保したのは、何かしらの科学的な研究に使おうって考えているからじゃねえだろう。……だとしたら、もっと分かりやすい研究成果が表に出ているはずだからな」

「じゃあ何なんだ？」

「苦肉の策」

　指先を舐なめながら、雷神トールは薄うすく笑う。

「何しろ、どういう理屈があるかはさておいて、どんな手を使ったって殺せねえのは悪あく趣しゆ味みな宗教裁判で証明されている人間だ。仮にあれが、学園都市のトップの『思惑』に反する存在だからといって、暗殺してハイおしまいとはいかねえ。あれがニコニコ笑って世界を歩き回るだけでトップ様の『思惑』は壊こわれてしまう。だがさっきも言った通り殺して世界から排除する事もできねえ。困ったトップ様はどうやって事態を収拾すると思う？」

「殺して口封じはできない。でもその辺を自由に歩き回られても困る。学園都市の中にいるらしいけど誰だれもそんな話は聞いた事がない」

　上かみ条じようは少し考えてから、

「……まさか、頑丈な牢ろう獄ごくにでも閉じ込めているっていうのか？」

「その通り」

　甘いケーキを食べた後だからか、コーヒーを一口含んだ雷神トールの顔が険しくなる。

「何やったって殺せない相手を世界から隔かく離りするには、行動力を奪っちまうのが手っ取り早い。おそらく『あいつ』は、この学園都市の中でも最も堅けん牢ろうな建物の中に隔離されてんだろ。……そのせいで、余計に事態がややこしくなっちまってんだがな」

　最も堅牢な場所。

　上条は眉まゆをひそめ、わずかに考える。

　広大な地下街が広がっている第二二学区のシェルターだろうか。あるいは、機密の多い第二学区や第二三学区辺りか……。

　しかし雷神トールは首を横に振った。

　彼は言う。

「一番分かりやすいのがあるだろうが」

「？」

「窓のないビル」

　あっさりと。

　雷神トールは学園都市の『心臓』の名を口に出した。




「学園都市統とう括かつ理事長アレイスターの居城とされる、この街でも最大の要よう塞さい。そこにあの女……フロイライン＝クロイトゥーネは幽ゆう閉へいされている」




　　　　４




『暗くら闇やみの五月計画』というプロジェクトがあった。

　学園都市の中でも暗い部分に属していた研究機関が実施したものだ。学園都市最強の超レ能ベ力ル者５である一方通行アクセラレータの思考パターンを解析し、その一部分を『能力者へ外から植えつける事』で、その力を底上げしようとした、というのが大まかな概がい要ようである。

　成功者と呼べる数は少なかった。

　今もまだ生存している者となるとさらに少ない。

　……のだが。

「つーかよォ」

「……超ムカついてんだから話しかけないでくださいよ」

『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間で浮かれる夕暮れの学園都市を、二人の少女が歩いていた。どちらも悪夢のようなプロジェクトの生存者で、そして空気中の窒ちつ素そを操る大レ能ベ力ル者４である。

　片方は絹きぬ旗はた最さい愛あい。

　もこもこしたニットのワンピースを着た、一二歳ぐらいの少女である。髪は茶色のボブ。能力の詳細については『窒素装甲オフエンスアーマー』と呼ばれる防御に特化したもので、全身を数センチ程度の凝ぎよう縮しゆくした窒素の装甲で覆おおい、向かってくる攻こう撃げきをほぼ自動的に受け止める性質を持つ。狙そ撃げき銃じゆう程度なら直撃しても問題ないほどだった。

　片方は黒くろ夜よる海うみ鳥どり。

　黒革を使ったパンクなズボンとタンクトップに、フードのついた白いコートを頭に引っ掛けている一二歳ぐらいの少女。髪は黒いロングヘアだが、耳の横だけ黄色く染めている。能力の詳細については『窒素爆槍ボンバーランス』と呼ばれる攻撃に特化したもので、掌てのひらの先から数メートル程度の窒素の槍やりを生み出す……といったものだが、彼女は能力者であると同時にサイボーグでもあるので、『機械の腕』を追加装備させる事で、『槍やりの数』はいくらでも増やす事ができるといった特徴も持つ。

　共に学園都市暗部の人間。

　単なる被害者の枠には収まらない、凶悪な性質を持った少女達だった。

　よって、かつて同じプロジェクトに巻き込まれた者同士、仲良くやっていきましょう、みたいな思考回路は存在しない。

　むしろ、どこかでグラスが落ちたら、それを合図に互いの喉のどを狙ねらって両者の腕が交差しかねないほどのギスギスムードが常に漂っている。

　黒くろ夜よるの方が唇くちびるを歪ゆがめて、

「……私が言うのも何なんだけど、お前って何してる訳？　立ち位置が全然分かんないんだけど。フレメア＝セイヴェルンを守るっつーお題目だけなら、私を殺してその辺に埋うめた方が手っ取り早いんじゃない？」

「機会があれば超殺しますよ。私は浜はま面づらと違って必要以上の超慣れ合いをするつもりはないのでそこらへんはご安心を」

「その浜面ってのも何なの？　今回の『これ』だってそいつの命令なんだろ。何でシカトしない訳？　あの怪物の思考回路を植え付けられた私達は、そもそも誰だれかの命令があれば迷わず踏ふみ倒すようにできてるもんだと思ってたけど」

「そりゃ怪物の『攻こう撃げき性せい』を超移植されたあなただけの話でしょう。『防御性』に特化した私には超知った事じゃありません。それから別に浜面が命令している訳でもないです。上下関係以外の繫つながりを作れなかったあなたには超イメージできないでしょうけどね」

「つーかどこに向かってんの？」

　黒夜が訝いぶかしげに尋ねると、そこで初めて絹きぬ旗はた最さい愛あいはニヤリと笑った。

　ただし、それは『笑顔』というものが一般的に持っている、優しさや思いやりとは無縁の表情だ。暗い喜び、とでも言えば分かるだろうか？

　そして彼女はこう答えた。

「フレメア＝セイヴェルンと超同じ所ですよ」

「あん？」

「じゃんじゃじゃーん!!　第七学区でも最も恐ろしい超歯医者さん、通称『勇者の洞どう窟くつ』でーす!!」

　ガタガタン!!　という音が響ひびいた。

　黒夜が思わず後ろへ下がろうとし、絹旗がその胸ぐらを摑つかんで止めに入った音だ。

　絹旗最愛は全力の笑顔を浮かべて、

「……隠していたって超意味はありません。浜面は自分の仲間のちょっとした変化には超敏感なヤツですからね。あなたが奥歯の嚙かみ合わせを超気にしている事などとっくに分かっているのです」

「仲間ってのは何なんだ!?　仲間ってのは!!」

「私としても超引っかかる所があるのでご安心を。だから一番腕が立って一番近所のちびっこ達に恐れられている歯医者さんに超わざわざ連れてきたんですよ」

「……っ!!」

「あれー？　天下の『新入生』代表、黒くろ夜よる海うみ鳥どりちゃんは歯医者さんが超怖いのかなー？　痛かったら手を挙げてくださいねーと超言われてホントに手を挙げちゃうような泣き虫ちゃんなのかなー？」

「わ、わたっ!!　私はサイボーグだぞ!!　肉体のパーツに不備があれば人工物と交換するのが信条だ!!　だからわざわざ非効率的に奥歯を削る必要なんてない!!　何なら丸ごと組み替えてしまえば済む話なんだからこんなの全く意味はない訳で……っ!!」

「はいはい良いから超入りますよ。あなたの保険証は私が超持ってきましたのでご心配なく」

「……いい加減にしろコラ。それ以上舐なめた口利きいてると歯の一本どころか全身くまなくバラバラにするぞ」

　黒夜海鳥は細く息を吐はいて、その掌てのひらから鋼板すらも切断する窒ちつ素その槍やりを生み出そうとしたが……。

「？」

「超何も出ないでしょう？」

「な、何だ!?　何が起きている……っ!?」

「んー。あなたの能力って機械の腕に超依存している訳じゃないですか。ですから浜はま面づらがサイボーグの内部にある端たん子しにガムを超貼はり付けて接触不良を誘ゆう発はつさせたらしいです。『腕』さえなければあなたは能力を超使えない。はっはっは、これで超無害な一般市民の一丁上がりってヤツですねえ？」

「聞き捨てならねェ!!　人が寝てる間に何してやがるンだ!?　つーか虫歯なんかよりも体内の異物の方がよっぽど危険じゃねェのかよ!!」

「はあっはっはー、超何を言おうが学園都市暗部は弱肉強食です。超そんな訳でさっさと歯医者さんに行きましょうか暫ざん定てい無レ能べ力ル者０。抵抗は無意味だ超諦あきらめろ」

　本格的に涙目になった黒夜海鳥を引きずる形で、絹旗最愛は歯科医院の扉をくぐる。
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　窓のないビル。

　学園都市統とう括かつ理事長アレイスターの居城。

　フロイライン＝クロイトゥーネと呼ばれる女性はそこに幽ゆう閉へいされているらしい。そして、『グレムリン』は何かしらの目的を持って彼女を手に入れようとし、オッレルス側はそれを阻そ止しするためなら何でもする覚悟を決めているようだった。

　当然、『窓のないビル』は堅けん牢ろうで知られているが、あれだけの連中にその常識は通じるか。

　フロイライン＝クロイトゥーネにとって重要なのは『堅牢だが居場所を知られている状況』ではなく、『そもそも居場所さえ誰だれにも分からなくさせる状況』と考えるべきだろう。

　言うのは簡単だ。

　だが。

　それはつまり。

「学園都市でも最も難攻不落の要よう塞さいを、俺達の手でこじ開けて潜せん入にゆうする。誰よりも早く」

　雷神トールは冷め始めたコーヒーを口に含んでから、続きを言う。

「これが最善だ。魔ま神じんオティヌス率いる『グレムリン』も、当然ながらフロイライン＝クロイトゥーネの確保に向けて動いている。『窓のないビル』をどうにかしなくちゃならねえのも分かってる。……が、あいつらは小細工抜きだ。どうやってもぶっ壊こわせねえって評判のビルを、真っ向からの暴力で叩たたき壊そうとしていやがる」

「……、」

「『グレムリン』はフロイライン＝クロイトゥーネを手に入れるためなら核でも壊せないビルをへし折ろうとするだろうし、オッレルスは彼女が『グレムリン』に渡らなけりゃそれで良い訳だろ？　そもそもビルに入らねえで外から呪のろい殺す可能性だってゼロじゃねえ」

「彼女を殺す事はできないんじゃなかったのか？」

「真っ当な歴史の定説じゃな。オッレルス級の怪物にその辺が通用すんのか？　俺にも摑つかめていねえフロイライン＝クロイトゥーネの仕組みがバレていりゃあ、そこから殺す方法を算出する事もできるかもしれねえ訳だしな。もうフロイライン＝クロイトゥーネの喉のど元もとには、二本の刃が突きつけられているって考えるべきだぜ」

　片や核でも壊せないとされるビルを破は壊かいする大火力を持つかもしれない『グレムリン』。

　片や頑丈過ぎて処刑を諦あきらめたとされる女性を殺す魔ま術じゆつを備えるかもしれないオッレルス側。

　いずれにしても怪物。

　どちらも桁けたが違い過ぎる。

　しかし。

　一方で。

「……そんな事が、本当にできるのか？」

「何が」

「窓のないビル。難攻不落って話だろ。俺達なんかに何とかできるのか？」

「まぁーな。何しろ名前の通り、根本的に出入口がねえ。ビルの壁は全方位からの核攻撃に耐えるほどの強度だし、各種のインフラはその内部で独立、循じゆん環かんしていやがる。どうしても入用な人や物は空間移動テレポート系能力者の手を借りるようだが、テメェのアキレス腱けんを気軽に放置しておくとは思えねえわな」

「だったら」

「とはいえ、所しよ詮せんは人の作ったシステムだぜ。人間は月面にだって降りられる生き物なんだ。方法は、考えてある。後は俺とアンタが決断するだけで良い。どうする？」

「……、」

「言っておくが、俺はアンタの味方じゃねえ。当然ながらこっちにもこっちの『思惑』ってヤツがある。だからこいつは裏切るかもしれねえなんて意味のない疑問は抱いだくな。そんなの、最後は裏切るに決まってる。その上で俺はアンタを誘さそっているんだぜ。……お前も適当な所で俺を使い捨てろ、それで平等だってな」

　雷神トールは紙コップを揺らし、中の黒い液体で渦を描きながら言う。

「……それに、誰だれがどんな『思惑』を抱いていようが、フロイライン＝クロイトゥーネ自体には何の罪もねえ。これだけは明白だ。どっかの誰かの意に反するからって、魔ま女じよ狩がりなんつー娯楽じみた拷ごう問もんにつき合わされたり、どこにも出口のねえ暗い部屋ん中に閉じ込められ続けるなんて間違ってる。そうは思わねえのか？　……俺が俺の『思惑』に従うように、アンタはアンタで、フロイライン＝クロイトゥーネを安全に確保した時点で俺を裏切れば良い。簡単な事だろ？」

「……、」

「沈ちん黙もくはなしだ。答えはイエスかノーか」

　雷神トールは薄うすく笑いながら、こう尋ねてくる。

「お前はどっちだ？」
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　学園都市に魔ま神じんオティヌス率いる『グレムリン』と、オッレルス率いる怪物集団が入り込んでいる。

　彼ら双方の目的は難攻不落の『窓のないビル』の一角に幽ゆう閉へいされている女性、フロイライン＝クロイトゥーネ。

　バゲージシティの中であれだけの騒さわぎを起こした『グレムリン』が、『頑丈だから』という理由でフロイライン＝クロイトゥーネを手に入れようとしている以上、それが為なされればどんな目に遭あう事か。

　それでいて、『グレムリン』の陰いん謀ぼうを阻そ止しできれば大成功と考えるオッレルス側に全すべてを預けてしまえば、やはりフロイライン＝クロイトゥーネにとって好ましい結末とはならないかもしれない。

　彼らはじきに動く。

　時間はない。

「……、」

　限られた情報を基に、上かみ条じようは必死に考える。

　この場において、誰だれの味方をするのが最善か。

　オッレルスにしても雷神トールにしても、そして今までフロイライン＝クロイトゥーネの情報を隠し続けてきた『学園都市の常識』にしても……彼らはおそらく自分自身の本音や利害を包み隠さず開示している訳ではない。各おの々おのから得られた情報を基に、物事の背景で一直線に通っているはずの『本当の事実』は何であるかを、どうにかして推測しようとする。

　その上で。

　彼は、結論付ける。

「……駄だ目めだ」

「何が？」

「お前が話した情報は、裏付けとなるものが何もない。フロイライン＝クロイトゥーネって人が『窓のないビル』に幽ゆう閉へいされているなら確かに問題だけど、本当に彼女がそこにいるのかどうかさえも、確証となるものは何もないんだ」

「……、」

「そもそも、お前が『グレムリン』を裏切ってフロイライン＝クロイトゥーネを助けようって思う所がもう信じられない。だって、理由は？　元々『グレムリン』に在ざい籍せきしていたんなら組織共通の利害はあったはずだし、あれだけの組織を裏切れば、当然酷ひどい目に遭あうのは目に見えている。それなのに、お前が『グレムリン』に背そむいて俺へ声をかけてきたのは何な故ぜなんだ？」

「……、」

「お前の言う通り、オッレルスがただの善人じゃないってのには賛成だ。でも、だからと言ってお前が味方か？　どういう理屈で？　そんな風に考えるよりは、フロイライン＝クロイトゥーネの話も『窓のないビル』への襲しゆう撃げきの話も全部噓うそで、俺には見えていない『思惑』のために、俺の行動をどこかへ誘ゆう導どうさせようと考えているって睨にらんだ方がまだしも……」

「はぁ───ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　遮さえぎるように。

　雷神トールは片手で前髪をかき上げると、細く細く長い長い長いため息をついた。

　上条が眉まゆをひそめた所で、付け足すように雷神トールは語る。

「……そりゃまあ、ハワイ諸島からバゲージシティまでのくだりを鑑かんがみりゃ、お前がそうやって人の意見を疑ってかかるのも頷うなずけるわ。同情、憐あわれみの部分も含めてな」

　ただし、と彼は言う。

　冷めたコーヒーの残りを飲み干し、紙コップを軽く握り潰つぶしてから、




「つーか、何だか小さくなっちまったなあ、俺の敵ってヤツは」




　直後の出来事だった。

　一いつ瞬しゆん、上かみ条じよう当とう麻まの視界がブレた。

　紙コップを適当に放り捨てた雷神トールが上条の髪をわし摑づかみにし、合成樹脂製のテーブルへ思い切り顔面を叩たたきつけたのだと気づいたのは、鼻を中心に顔全体へ激痛の波紋が広がった後の事だった。

　ゴグン!!　というくぐもった音が、後から聞こえた気がした。

　夕飯時にはまだ早く、ちょっとした休憩気分で禁煙席に集まっていた学生達が、思わずといった調子で悲鳴を搾しぼり出すのが分かる。

　だが雷神トールは気に留めない。

　上条の髪を摑んだまま座席から立ち上がると、腰をひねるような横回転の力を加え、突然の激痛に混乱する彼を適当に放り投げた。

　均一なデザインのテーブルを二つ三つ吹き飛ばす形で、上条は強引に床を転がされる。

　直接巻き込まれた学生達が悲鳴を発して慌あわてて遠ざかる。少し離はなれた場所、いわゆる安全圏にいる男女はジュースなどが跳ねそうになり舌打ちしようとしたが、雷神トールの顔を見てその喉のどが干ひ上あがった。

　せいぜい、路上のケンカ程度の暴力しか触ふれた事のない彼らにとっては仕方のない事なのかもしれない。

　雷神トールが取り扱う暴力は、殺人のさらに先にあるものだ。

「ま、お前がそこまでしけてんなら俺一人でやっても良いけどさ」

「がっ、げ、う……っ!?」

「つーかよお」

　周りがどう思っていようが、雷神トール自身にとっては『まだ』冷めた調子と言えるレベルの表情を浮かべ、怯おびえる野や次じ馬うまを無視してゆっくりと上条へ近づいていくと、

「噓うそ？　思惑？　知らねえよそんなもん。フロイライン＝クロイトゥーネって女の子が幽ゆう閉へいされている。それだけで助けに行けよ。裏にあるものとか誰だれかの狙ねらいとか、そんなもん関係ねえんだよ!!　暗い部屋に閉じ込められて理り不ふ尽じんな扱いを受けている女の子がいるって時点で、もう助けに行けよ！　それが俺が想定していた『素晴らしい敵』ってヤツじゃねえのか!?　あァ!?」

　ショックから回復して上条が起き上がる前に、その腹へと蹴けりを叩き込む雷神トール。上条の口から空気が吐はき出されるのも気にせず、雷神トールは二発、三発と爪つま先さきを食い込ませていく。

　止める者はいなかった。

　どころか、逃げ出す者さえ。真っ先に誰だれかが出口に向かえば、雷神トールの癇かんに障さわれば、そいつがとばっちりを受ける。だから一番は嫌いやだ。その場の全員がそう思っているようだった。

「ハワイ諸島やバゲージシティじゃ他人の『思惑』ってのに振り回されたかもしれねえ。で？　それが今苦しめられているフロイライン＝クロイトゥーネとどう関かかわってやがる？　テメェのその惨みじめな経験は！　あの女を笑顔で見捨てる理由になんのか!?　本気でそう思ってんならもう救いようがねえぜ。テメェが今までプロの世界で何となく許されてきたのは、最終的に成功しようが失敗しようが、徹てつ頭とう徹てつ尾び誰かを助けようと思って行動してきたからだ。それすらなくなっちまったら、テメェの拳こぶしは単なるワガママの道具にしかなりゃしねえんだ!!　分かってんのか!?」

　ぼすっ、と、蹴けりを叩たたき込む音がくぐもった。

　違う。雷神トールの爪先は上かみ条じようの腹には突き刺さっていない。その直前で、上条の両腕によって防がれている。

「……うる、せえよ」

　地の底から響ひびくような声で、上条当とう麻まはこう呟つぶやく。

「……一番の元凶が、『グレムリン』が、何を上から目線で吼ほえてんだ。レイヴィニア＝バードウェイの『思惑』どころの話じゃねえ。そもそも!!　テメェらみてえな『グレムリン』が!!　あっちこっちで好き放題に暴れ回らなきゃ誰も困らなかったんじゃねえのか!?　ハワイ諸島も、バゲージシティも、今回のフロイライン＝クロイトゥーネだって!!」

「っからよお……」

　雷神トールは一度、防がれた右足を軽く上に上げた。上条に摑つかまれるのを防ぐ素そ振ぶり。しかし実際には、わずかに上げた足を使って、容よう赦しやなく横倒しになった上条の脇わき腹ばらを踏ふみ潰つぶす。

　ゴグシャア!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

「げっ、ぶっ!?　ご、ォ、ォォォおおおおおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「こっちはその『グレムリン』からはみ出してでも、魔ま神じんオティヌスどもの大暴走を止めようっつったんじゃねえか!!　ハワイ諸島の内ない紛ふん？　バゲージシティの崩ほう壊かい？　あんなもん、『グレムリン』に所属する全員が望んでいたとでも思ってんのか!?」

「がっ……ごふ……」

「オティヌスの野郎、人を蚊か帳やの外に追いやってコソコソコソコソ何やってっかと思えば、クソつまらねえ弱い者いじめに精を出しやがって。ああそうだよ、こっちにゃご大層な『思惑』なんかありゃしねえ。気に入らねえからぶっ壊す。それで『グレムリン』を裏切ろうっつってんだ!!」

　一ひと際きわ大きく右足を振り、サッカーボールを遠くへ飛ばすようなモーションで上かみ条じようの腹を思い切り蹴け飛とばす雷神トール。

　一メートルも二メートルも転がされる上条に向けて、雷神トールはこう尋ねる。

「で、ご大層に語ってやがったテメェには何がある？　人様の意見をさんざん否定するだけ否定して、疑うだけ疑って、何が残ってやがるんだ。……悲劇に酔よってんのか、賢くなったふりでもしてんのか知らねえけどさ。今のテメェは何にも輝いてねえよ。それならまだ、騙だまされるだけ騙された上で、それでも泣いている女の子に手を差し伸べる事だけは成し遂とげていた頃ころの方がマシじゃねえのか」

「……ハワイ諸島で、どれだけの人が危険にさらされたと思ってる？　バゲージシティは？」

　呟つぶやくように、上条は言った。

　崩れたテーブルを摑つかみ、彼はゆっくりと起き上がる。

「答えは俺も知らねえ、だ。数えきれないぐらいの人達が巻き込まれた。俺の選択一つでそいつは増えたり減ったりしたかもしれねえんだ!!　単なる数字の話じゃねえ、実際に生きている人達の命がだぞ！　慎しん重ちようになる事の何が悪い!!」

「本当にその逡しゆん巡じゆんは最善を目指すためのものなのかよ？」

　バヂィ!!　という鋭い音が炸さく裂れつした。

　雷神トールの指先に、何か青白い閃せん光こうが輝かがやいていた。

　その名を示すもの。

　分厚い鋼板を断ち切る、アーク溶断にも似た灼しやく熱ねつの雷光。

「もしも選ぶのが怖いってだけなら」

　雷神トールは語る。

「もしも選んだ結果を受け止めなくちゃならねえのが怖いってだけなら」

　雷神トールは歩み寄る。




「そんな理由で人を見捨てられるお前は、もはや正真正銘の悪党だよ」




　横よこ殴なぐりの一いち撃げきだった。

　剣ほどの大きさにまで膨ふくらんだ青白い閃光は、情け容よう赦しやなく上条の首へと叩たたき込まれる。その閃光が爆発的に広がった。飛び散る光は無む秩ちつ序じよに薙なぎ倒されていた合成樹脂製のテーブルをチーズのように溶かし、散乱するハンバーガーの包み紙などを発火させる。

　しかし。

　一〇センチ以上の鋼板を金魚すくいの紙のように引き裂さくアーク溶断を受けても、上条当とう麻まの首は斬きり落とされなかった。

　原因はその右手。

　上かみ条じよう当とう麻まの幻想殺しイマジンブレイカーが、雷神トールが放った閃せん光こうの刃を吹き散らしていたのだ。

「舐なめるな」

　荒い息を吐はきながら、彼は明確に言う。
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「……こっちだって、端はなから『思惑』なんか持ってねえ!!」




　続けて雷神トールの指先に青白い閃光が生まれそうになった所で、上条は飛びかかってその右手首を強引に摑つかんだ。鋼板を引き裂さく刃は途中で消える。

　上条はそれを待たない。

　雷神トールの意識がそちらに向いた一いつ瞬しゆんを突いて、その腹へ思い切り膝ひざ蹴げりを叩たたき込む。

「ぐっ……が!!」

「黙だまって聞いてりゃ好き勝手に吼ほえやがって。俺はな、俺が勝手にやった事を、俺の知らねえ場所で誰だれかが振りかざすのが気に食わねえって言ってんだ!!」

　雷神トールが突き込まれた膝を起点にくの字に折れかけた所で、上条は後ろに引いた自分の額を、雷神トールの頭に叩き込む。

　鈍い音が炸さく裂れつした。

「ケンカを止めた。泣いてる女の子を助けた。こっちはそれだけで十分だってのに、周りがわーわー言うおかげで別の結果を導き出そうとしやがる!!　一足す一は二になりゃ誰だれも悩まねえのに、それをどうやったらマイナス五だのマイナス一〇だのになりやがるんだ!!　そんなんでホントにフロイライン＝クロイトゥーネとかいうのを助けられんのか!?　助けた事になんのか!?　どうなんだ!!」

　魔ま術じゆつ師しの頭がぐらついたのを確認し、上かみ条じようは雷神トールの右手首から手を放し、拳こぶしを握りしめて鼻っ柱を狙ねらう。

　が、これは雷神トールに左腕で防がれた。

　同時にトールの足が上条の軸足を払おうとするが、彼は逆に雷神の足を強く踏ふみつける。

「俺は！　もう!!　助けたつもりが逆に苦しめてたなんて結末を誰にも押し付けたくねえんだ!!　だから、実際に動く前に準備をさせろっつうのが分からねえのか!!」

「吐はきやがったな……」

　雷神トールがポツリと呟つぶやいた。

　その両手が、上条の襟えり首くびを強く摑つかんだ。

　体全体が持ち上げられる。

　両足が床から浮く。

「だから実際にゃ動かねえのか。ご大層なお題目がないから？　知り合いじゃねえから？　顔を知らねえから？　自分に関かかわる事じゃねえから？　……違うね上条当とう麻ま。テメェは今、自分で答えを言ったぜ。テメェがどの段階で悩んでいるかってな。さっさとそいつに気づきやがれ馬ば鹿か野郎!!」

　背中から、勢い良く床へ叩たたきつけられた。

　冗談抜きに上条の呼吸が一いつ瞬しゆん止まる。

　さらに雷神トールの拳こぶしが上条の顔面に二発、三発と落ちる。

　それでも上条は身をひねり、何発目になるかも分からない雷神トールの拳をかろうじて回かい避ひした。

　その後はメチャクチャだった。

　基本的にはどちらかが馬乗りになって動きを封じようとしていたように思える。しかし、そういったごく単純な狙いさえも、途中からあやふやになっていった。殴なぐり、殴り返され、また殴る。その繰くり返しに複雑な思考が抉えぐり取られていく。

　何がきっかけだったのかは不明だ。

　ともあれ、上条と雷神トールはふとしたタイミングで殴り合うのをやめた。上条の視界は右の三分の一ほどがぼやけていた。雷神トールの方がどうなのかは知らない。ただ、『グレムリン』の正規メンバーだというのなら、このファストフード店を丸ごと吹き飛ばすぐらいの魔術はいくつも使えたはずだろう。彼は敢あえてそれをしなかった。何かしらの意図を持って。

　雷神トールは荒い息を吐はきながら、改めて尋ねる。

「助ける気はあるんだな？」

「本当にその子が苦しめられているのなら」

　多くの野や次じ馬うまが遠巻きにこちらを眺める中、上かみ条じようはそれらを一切無視して答えた。

「ただし、レイヴィニア＝バードウェイだの木き原はら加か群ぐんだのみたいに、俺を上う手まく使って自分の利益を獲得しようとしているなら、覚悟しろ。俺は、お前の計画をご破算にしてでもフロイライン＝クロイトゥーネを助け出す」

　雷神トールはその言葉を聞いて、薄うすく笑った。

「なら勝手にしろ」

「？」

「俺は俺で今夜動く。お前はお前で自由に選択して、フロイライン＝クロイトゥーネを助けるために最善を尽くせ。その結果、協力する事になろうが敵対する事になろうが、そんなのは知った事じゃねえ。……フロイライン＝クロイトゥーネのためになれば過程がどうなろうが関係ねえ訳だしな」

　雷神トールはまだ立っているテーブルの上に手を置くと、青白い閃せん光こうを使って紙ナプキンに何かを書き込んでいく。『焦こがす』形で記した文字列を上条に一度だけ見せると、雷神トールはそれを適当に放り投げる。紙ナプキンは、その文字列を中心に勝手に発火し、燃え広がり、情報を残さず消していく。

　彼は上条に背を向けて、静かに告げた。

「俺はそこにいる。協力するにしても敵対するにしても、今の情報を有効に使う事だ」








行間　二









　古来、西欧において、処刑とは民衆最大の娯楽だった。

　何しろバスケットボールやテレビゲームが一般に普及しているような時代ではない。書しよ籍せきはあったものの、文字の読み書きができない人も珍めずらしくない。音楽や演劇の鑑かん賞しようなど言うに及ばず。『民衆』と呼ばれる大多数の人達にとっては、あまり縁のない話だったのだ。

　そんな中、街の広場で行われる公開処刑は、彼らの感情を否いや応おうなく揺さぶり、平へい坦たんな生活リズムに善悪問わず多大な刺激を与える一大エンターテイメントとして機能していた（……もちろん、表向きは処刑人を忌き避ひするような風習はあったのだが）。

　彼らは『それ』を眺めるだけではない。

　積極的に参加する場合もある。

　例を一つ挙げよう。

　さらし刑という刑けい罰ばつがある。斧おので首を落としたり、巨大な歯車のオブジェで手足を砕いて片結びにするようなものと比べれば、比較的『救いようがある』とされる分類の刑罰だ。

　内容は簡単で、罰を受けるべき人物を広場の中央に立たせ、手足を縛しばって一定期間放置する、というだけのもの。いわゆる『恥はじ』を与える刑罰であり、罪の重さによってはより強い『恥』を与えるため、衣服を裂さかれたり、顔に豚の面などを取り付けられたりもする。

　このさらし刑、一見すると直接的な暴力は発生しない風に見える。

　事実、処刑人は手足を縛って放置する以外に何もしない。

　が、それを見ている民衆が何をしようが、処刑人は止めに入らない、という暗あん黙もくの了解があるのも事実だった。刺激に飢えた『善良な隣りん人じん』は、そうした身動きの取れない罪人に対して石を投げ、棒で殴なぐり、各おの々おのの家から持ち寄った糞ふん尿にようを浴びせかけては大いに『正義感を満たして』刑罰を楽しんだとされている。

　挙げ句。

　悪名高い魔ま女じよ狩がりを紐ひも解とくまでもなく、当時の犯罪捜査能力は相当に杜ず撰さんなものだった。そして当然、彼らもそんな内情など理解していた。表向きは『お上かみの意向には逆らえない』風を装よそおい、実際には『悪人ではなく、悪人という事にしてしまいたい隣人』へ制裁を加える暗い喜びを満たしていたものと推測される。

　そんな時代の話だ。

　罪状も伝説も好き放題に後付けできた時代の話。

　富豪の肩にぶつかった誰だれかが『稀き代だいの大だい盗とう賊ぞく』として首を刎はねられ、夫の浮気を糾きゆう弾だんしようとした妻が『悪あく魔まに憑つかれて暴力的になった』と決め付けられ、切り落とされた首が瞬まばたきをした、血を撒まき散らされた地面から女性の形をした奇怪な植物が生えてきた、などという話が平気で流る布ふされるどころか、政府の公式な記録の中に記されるほどに情報の確度が怪しかった時代の話。

　だからだろうか。

　彼女にまつわる『伝説』も、有う象ぞう無む象ぞうの中に埋うもれてしまっていた。




　フロイライン＝クロイトゥーネ。

　魔ま女じよ狩がりにおける重要なファクターである『拷ごう問もんによる自白』の原型となったとされる神しん明めい裁判を、三〇八回ほど繰くり返したとされる女性。




　火の中に長時間放り込んで強く熱した岩を両手で持たされても。

　手足を縛しばって泉の中に沈められても。

　塔とうの先せん端たんにくくりつけられて落雷を浴びせられても。

　一ヶ月以上、水も食しよく糧りようも与えずに牢ろうの中に放置されても。

　……命を落とさなかったどころか、ろくに顔色を変える事もなかったその女性の正体やトリックなどを、当時の『伝説』では結論付ける事はできなかったようだった。

　神明裁判の大まかな仕組みは、容疑者に『試練』を与える事で、容疑者が有罪なら神様は見捨てるから肉体が傷つき、無罪なら神様が助けてくれるから肉体は傷つかない、といったものだ。

　のちに『神様を試すような仕組みは良くない』として、ストレートに自白を促す拷問へと変化していく訳なのだが、少なくとも、フロイライン＝クロイトゥーネの頃ころは神明裁判が効果を挙げていた。

　つまり。

　皮肉にも、当時の歪ゆがんだ司法の場では、こう結論づけなくてはならなかったようだ。




　フロイライン＝クロイトゥーネに傷はつかなかった。

　故ゆえに、彼女の正体は善良で潔白な、ただの人間である、と。
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　夕暮れというより夜に近い時間帯。御み坂さか美み琴ことは第七学区にある、とある共学の高校へと足を運んでいた。

「……ここがあの馬ば鹿かの通っている高校……」

『一いち端はな覧らん祭さい』は体験入学やオープンキャンパスにも似た性質を持つ。が、学生達のローカルルールでは『小こ奇ぎ麗れいに飾り付けられた当日』よりも『作業に追われてなりふり構っていられなくなっている準備期間』の方が、その学校の本性が見えると評判だった。他校の学生を公式に招くような仕組みはないが、『こっそり見学』はもはや暗あん黙もくの了解なのである。

　……とはいえ、そうした見学者に見せかけた産業スパイなどの危険性もあるため、いわゆる名門校と呼ばれるレベルになると徹てつ底てい的てきに監視を強化したりもするのだが。

　それでもって、『どれぐらい警戒されているか』によって、さらに学校のセキュリティ体制なんかを体当たりで調査する記者魂だましい溢あふれるダーティな新聞部の連中なんかも横行する訳で、何だか色々な事情がこんがらがっているのである。

　しかし、

（あれ？　意外に誰だれも注意してこない……？）

　校門近くでキョロキョロと周囲を見回す挙動不審少女御坂美琴だったが、あちこちで屋台の木材や工具箱なんかを運んでいる生徒達は彼女の事なんて見ていない。

　これが『学まなび舎やの園その』だったら、柵さくの周囲でカメラを首にぶら下げているだけで警備の連中がすっ飛んでくるはずなのだが……。

　恐る恐る、といった調子で開きっ放しの校門から学校の敷しき地ち内ないへ踏ふみ込む。

　ぶっちゃけ、施設のレベルで言えば『学舎の園』や常盤ときわ台だい中学の方が格段に上なのだが、そうした学術的グレードの話を無視して、中学生が高校の敷地へ踏み込むというのは、それなりの異世界感に包まれるものだ。

　微妙に足元がふわふわするのを感じながら、彼女はさらにあちこちを観察する。

『一端覧祭』の準備期間中という事もあって、日曜大工の親しん戚せきみたいな道具をたくさん抱えた生徒達が行き交っている。が、彼らは皆一様に同じ制服を着ていた。つまり、美琴のような『こっそり見学』組はいないようなのだった。

（う───うーむ……───他にも見学組がどっさりいれば───その中に紛まぎれる事もできたんだけどなあ）

　美み琴ことがそんな事を考えた直後だった。

「あれ？　こんな所で一体何してるのですー？」

　突然、ソプラノボイスで真後ろから声を掛けられた。

　驚おどろいた美琴が振り返ると、身長一三五センチくらいの女の子が立っていた。美琴と同じ見学組だろうか？　しかし何な故ぜか脇わきには学校の教師が使うような出しゆつ席せき簿ぼが挟んである。

　女の子は美琴の服装を上から下までジロジロと見て、

「ん……？　これって常盤ときわ台だい中学の制服じゃないですか!?　という事はまさか非正規の見学組さんなのですか！　駄だ目めですよーもー警備員アンチスキルに見つかったら大目玉なのですよ!!」

「はぁー……良かった」

「へ？　あの」

「あなたも見学組でしょ。いやー、流石さすがに一人っきりだと場違い感半はん端ぱじゃなかったし、でも黒くろ子こ辺りを連れてくる訳にもいかないし」

「ちょ、ちょっと待ってください!!　違うのですよ、先生は先生であってですね!!」

「それにしても……まだ小学生でしょ？　高校の体験入学は早くないかなー？」

「純じゆん粋すいな善意によってコケにされているのですよ!?」
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　道中で出会った女の子（？）と一いつ緒しよに学校のあちこちを見学していく美琴。常盤台中学のような秩ちつ序じよや規則性は感じられないが、この雑多な感じはお嬢じよう様さま学校に通う美琴からすればかなり新鮮に思える。

「常盤ときわ台だいと比べると生徒の自治やローカルルールが拡大されている印象ね。……ていうか、教師も校則も優先順位が低いのにどうやって規律が保たれているのかしら？」

「ひ、低くはありません!!　先生はちゃんとお仕事しているのですよ!!」

「（……しっかし、そもそもあの馬ば鹿かは一体どこに？　クラスってどこなのかしら）」

「？？？　ゴニョゴニョ何を言っているのです？」

「な、何でもない!!　気にしないでねーお嬢じようちゃん」

　美み琴ことは慌あわてて片手を振りながらそんな風に発言自体を否定する。

　と、その時だった。

　昇降口の方から、長い黒髪に殺意を抱いだくほど豊満なバストを備えた女子生徒が飛び出してきた。彼女は携帯電話を握っていて、誰だれかと通話しているようだった。

「ちくしょう!!　あいつ泊まり組だって言っていたのにやっぱり逃げやがった!!　姫ひめ神がみさん、上かみ条じよう当とう麻まの野郎がどこ行ったか知らない!?」

　突然出てきた人名に、美琴の方がピクリと震ふるえる。

　しかし状況は美琴の予測を軽く超えた。

　誰かと電話している巨乳少女は、続けてこう言ったのだ。

「え……あいつ警備員アンチスキルに捕まったって!?」
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　そんな訳で現行犯逮捕なのだった。

　警備員アンチスキルの詰め所で手て錠じようを外された上条当麻は、パイプ椅い子すに座ったまま絶叫する。

「えええーっ!?　そ、そりゃあ確かにファストフード店で大だい乱らん闘とうはあったかもしれないけど、でも今こんな事している場合じゃないのにーっ!!」

「こんな事とは何だこんな事とは。幸い、目もく撃げき証言などから主に君の方が一方的に危害を加えられていた事は証明できそうだがね、そもそも『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間だからといって学生の本分が変わる訳ではなく、つまり羽は目めを外してもらっては困るという事でね……」

　窓には鉄てつ格ごう子し、壁の一面はマジックミラーというガッツリ取調室な感じの部屋に放り込まれ、中年オジサンの警備員アンチスキルからくどくどお小言をいただく上条。雷神トールの野郎、それで誰にも文句を言わせず颯さつ爽そうと立ち去ったんだな……と、気づいた所で後の祭りである。

　最終的には、『うっ!?　傷口の奥にいもち病が……っ!!』という名演技によって（偽ぎ証しよう罪ざいの恐れあり）警備員アンチスキルの詰め所を脱出する上条。意外に時間が経たっていたのか、外はすっかり夜になっていた。

『一端覧祭』の準備期間という事もあってか、普ふ段だんの最終下校時刻を無視して今も多くの学生達が街を行き交っている。

（……寮りようで放ったらかしのインデックスは危険度マックスだろうし、学校での準備を放ったらかしだから吹ふき寄よせの危険度もマックスだろうし……）

　しかし、『グレムリン』やオッレルス勢力が、学園都市の心臓部である『窓のないビル』を破は壊かいするしないで揉もめ事を起こそうとしているのだ。引きずり出されたフロイライン＝クロイトゥーネがどちらの手に渡るにしても、その後どうなるかはかなり怪しい。申し訳ないが、そちらを優先させるしかないだろう。

　その上で、まず重要なのが、

「何だ。結局こっちに来たのかよ」

　紙ナプキンに記されていた情報を基に目的地を定めると、雷神トールは上かみ条じようの顔を見つけてそんな事を言ってきた。

　第七学区。

　街の景色に埋うもれてしまいそうな、どこにでもある廃ビルの一角である。

　上条は素そっ気けない調子で、

「適当な所で裏切るよ」

「それで良い」

　雷神トールは口笛でも吹きそうな調子で答える。

　上条は周囲を見回し、眉まゆをひそめて、

「……ていうか、そこらじゅうにゴロゴロ転がっているのは一体何なんだ？」

　日曜大工に使うような道具類が、あちこちに置いてある。

　雷神トールは簡単に答えた。

「難攻不落の『窓のないビル』を攻略するために必要な物を揃そろえてる。なんつーか、そこらじゅうでお祭りの準備をしているみたいだからさ。かっぱらってくるのは難しくなかったぞ」

　……今さら一般的な社会のルールなど説明しても無む駄だなのだろう。上条はため息をつくと、雷神トールに向けてこう尋ねた。

「で、相手は核ミサイルも通用しないっていう『窓のないビル』だろ。根本的に出入口がない。どうやって中に潜もぐり込んでフロイライン＝クロイトゥーネと接触するつもりなんだ？」

「詳しい説明の前にやる事がある。一度しか言わねえぞ？」
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　麦むぎ野の沈しず利り。

　学園都市第四位の超レ能ベ力ル者５。『原子崩しメルトダウナー』と呼ばれるその能力は、常に粒子か波形かどちらかの形で表れるはずの『電子』を、どちらにも歪ゆがめずに純じゆん粋すいな形で固定したまま放出する効果を持つ。粒機波形高速砲と呼ばれるこの攻こう撃げき手段は、イージス艦かんを輪切りにするほどの破は壊かい力りよくを秘める。

　元来の人格が凶暴だからこそこんな能力を手に入れる事になったのか、こんな能力を持ってしまったから人格が凶暴になってしまったのか。鶏にわとりと卵の話の答えは出ないが、現状の麦むぎ野の沈しず利りが『第四位の超能力レベル５に相応ふさわしい』人格をしている事は間違いない。

　平たく言えば、料理や洗せん濯たくなどの家事とは無縁の少女である。

　……のだが。

「んあー……何だこりゃ？　いつ頼たのんだもんだ？　ここんとこケーキだビスケットだ頼みまくってて分かんないな」

　数人の少年少女達とルームシェアしているマンションの一室で、麦野は一抱えほどもある段ボール箱を見て眉まゆをひそめる。

　中にあるのは小麦粉のような粉末の入った透明な袋や、シリコンでできたヘラなどの調理器具、オーブンレンジで使うような銀色の型枠、そしてノート程度のサイズのマニュアルなど。

　彼女は計量に使うものと思おぼしき銀色のスプーンを、左手でくるくる回しながら、箱の中を覗のぞき込む。

　音楽ホールのような無音の空間なら、指先の動きに合わせて蚊かの鳴くような機械音が混じっている事に気づいた者もいるかもしれない。

　死し闘とう。日本の女子学生にはあまりにも不釣り合いな単語ではあるが、麦野沈利はそうした戦いを何度か繰くり広げている。その過程で彼女は片目と片腕を失っていた。こうしている今は端たん整せいな顔立ちをしているように見えるが、義眼と特殊メイクで当時の火傷やけどは完全に修復し、左腕も肩の所から機能性重視の義ぎ肢しに交換してあった。

　そこで問題となるのが定期的な誤差修正メンテナンス。

　機械のパーツを使い続ける宿命としてどうしても発生してしまう『生身と機械の数値のズレ』を調整するため、麦野は指先の細かい動きをテストするための、適度な運動を求められている訳である。

　そのための『教材』が、通信販売などでありがちな手作りお菓子セットなのだった。

　文字を書く、箸はしを握るなど指先の動きを試す方法は他にもあるのだが、一種類の動きだけでなく様々なパターンを短時間で網もう羅らするとなると、料理が最も適切なのである。

「まあ何でも良いか。私は私のノルマを果たすだけだ」

　いつどこで注文したのか分からない段ボール箱を麦野は抱えて台所へ。可能な限り左手を使うように留意しながら、ノート大のマニュアルをパラパラとめくっていく。このリハビリが巡り巡って、ホットチョコレートと共にフレメア＝セイヴェルンの奥歯を窮きゆう地ちに立たせた事を彼女は知らない。

「……なになに？　濃度〇・九パーセントの食塩水を用意。箱詰めされている器具は一度煮しや沸ふつで消毒する事……」

　そこらの通販のものと比べると、どうにも衛生関連の注意書きが多いような気がする。とはいえ、麦むぎ野のとしては義ぎ肢しの調子を確かめられれば問題はない。マニュアルに従って透明な袋から白い粉をボウルに移し、食塩水と混ぜて泡立てる。できたものを銀色の型に流し込んで蓋ふたをし、オーブンレンジに放り込む。

「四〇〇度で一五分。その間に別の項目を……」

　ピンポン玉より一回り小さいぐらいの容器を二つ取り出し、透明なゼラチンのようなものを流し込んでから冷蔵庫の中に入れる。黄色と白を混ぜたような、粘ついた液体をジューサーの中に流し込んでさらに攪かく拌はんさせていく。

　腕の調子に問題はなさそうだった。

　オーブンレンジのタイマーが電子音を発したので、麦野は扉を開けて鉄板ごと中身を取り出す。濡ぬれたタオルを使って銀色の型枠を摑つかみ、細長い万年筆のケースを開けるように、パカッと横から大きく開け放つ。

「ん？」

　そこで麦野はわずかに眉まゆをひそめた。

　もっとも、普通の女の子なら悲鳴を発して、持っていた物を落としていたかもしれない。

「……何だこりゃ。人骨か？」

　人間の太ふと股ももの骨のように見えなくもないパーツを軽く振りながら、麦野は『それ』の正体について口に出す。

　折り目をつけていたはずのマニュアルが、勝手にめくれていく。

　新たに開いたページにはこう書かれていた。




『上記で完成させた部品を浴室に運ぶ事。消毒した浴よく槽そうの中を濃度〇・九パーセントの食塩水で満たし、全すべてのパーツを人体解剖図に従って配置し、部品の接続が完了するまで四五分間放置する事』




　そして。

　ジューサーでかき混ぜていたクリーム色の粘ついた液体は脂肪となり、冷蔵庫で冷やしていたピンポン玉より一回り小さな球体の中身は眼球に、圧あつ力りよく鍋なべで蒸していたのは肝かん臓ぞう、キッチンペーパーに水気を吸い込ませていたのは胃袋、生パスタみたいなのは血管や神経となった。他の『料理の素材』も大体そんな感じで人体の部品になっていった。

　ザバァ!!　と水を割る音と共に、浴槽の底から裸身の少女が起き上がる。

　彼女は己の両手へ無表情に目をやり、わずかに首を傾けた。

　フランス語で呟つぶやく。

「……想定していたよりサイズが小さい。分量通りに作らなかったね」

　脱衣所の壁に寄りかかり、腕を組んでいた麦むぎ野のはそのフランス語を理解した上で、無視して日本語で声をかける。

「アンタ一体何なんだ？」

「サンドリヨン」
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　ふわふわした金髪に白い肌の少女は、麦野が投げてきたバスタオルを受け取ると、それで体の表面を濡ぬらす濃度〇・九パーセントの食塩水を拭ふき取り、体に巻いてから浴室を出る。

「マリアン＝スリンゲナイヤーのヤツに人間テーブルにされたり、オッレルスとかいうのに人間に戻されたりした恩恵でね。私は私を組み立て直せるようになったの」

「？」

　日本語に変換する上で訳を間違えたかと麦野は思ったが、どうも違うようだった。

「『グレムリン』本隊の動きが活発化している。学園都市の中でも何かを起こすつもりらしい。私達を裏切った『グレムリン』にダメージを与える最も効率の良い方法は、ハワイ諸島で活動していた連中とコンタクトを取る事だと推測したのよ」

　通販の教材のように見えた段ボール箱を、サンドリヨンと名乗ったバスタオル少女が摑つかむ。何層かに分かれている段ボールを、まるでサンドイッチやハンバーガーを分解するように大きくはがして、めくってしまう。

　中から出てきたのは、薄うすくて大きな紙だった。

　洋服を作る時の型紙にも似ている。

　麦むぎ野のはそろそろイライラしてきたような調子で、

「……ドレスの設計図か？」

「もう一仕事お願いしよう」

　サンドリヨンは振り返らずに告げた。

「料理の次は洋裁。暇ひま人じんには良い花はな嫁よめ修業になるでしょ」




　ついにブチ切れた麦野沈しず利りが、何の前まえ触ぶれもなくマンションの一角を吹き飛ばす。

　バスタオル少女は型紙を摑つかんだまま、ベランダから大きく飛び降りていく。




　　　　４




　目的地は第七学区中央。

『窓のないビル』は一般には公開されていないし常に厳重な警備態勢によって守られている。が、その周囲一帯が更さら地ちになっているという訳でもなかった。あくまでも街の中。周囲にはショッピングモールやホテルなんかも建っている。

　雷神トールに説明を受けた上かみ条じようが向かうべきは、『窓のないビル』の近くにある立体駐車場。

　ただし、

『ここで警備員アンチスキルとかもっと面めん倒どう臭くさい連中に見つかって追い駆け回されたら何も始まらねえ。いったん別れて現地集合にしようぜ』

　との事だった。

　とはいえ、上条は雷神トールが立てている計画の詳細を知らない。仮にトールの方が捕まってしまったら、上条だけ残っていても何もできないのだが、

『そん時はどうにかして連絡をつけるよ。後はテメェ一人でちゃんとやれ』

　……だったら最初っから教えてほしいものである。

　上条は第七学区で生活しているのだが、『窓のないビル』の周辺は馴な染じみがなかった。様々な商業施設があるにはあるのだが、わざわざ寮りようから離はなれたここまで生活物資を購入しに行く理由は特にない。もっと近場で同じものは手に入る。

「小こ奇ぎ麗れいっていうか、殺風景っていうか」

　周囲を見回し、上条は思わず呟つぶやいた。

　生活や娯楽を満たすための店てん舗ぽが一通り並んでいて、一見すると何の変哲もないように見える。が、看板や電飾などの色しき彩さいには統一した傾向があり、簡単に言えば目が疲れない配置になっていた。

　……簡単そうに聞こえるかもしれないが、私有地一つ一つに何を作るかは本来個人の自由であり、このように一面が統一されるのは珍めずらしい。そこには個人の事情を押し流すほどの、行政の強い力が必要不可欠になるのだ。

　この場合は明確だ。

　学園都市統とう括かつ理事長。

　表に見える配色なんていうのは氷山の一角で、本当のところは建物の位置や高さ、それによって生じる人の流れなんかも完かん璧ぺきに制御されているのかもしれない。サラッと見た程度では分からないやり方で。

「立体駐車場、立体駐車場……」

　携帯電話のＧＰＳ地図でも使えば簡単に見つかるのだろうが、これからやる事を考えると、第三者に位置を特定されかねないサービスをみすみす使う気は起こらない。

　よって、行き交う人達の注目を派手に浴びない程度にあちこちの看板へ目をやりながら徒歩で移動を続ける上かみ条じよう。

　そこで、ふと背後から声がかかった。

「この野郎っ!!　こんな所にいやがった!!」

「？」

　少女の声だった。

　怪け訝げんそうな顔で上条が振り返ると、能力開発の名門、常盤ときわ台だい中学の制服を着た、茶色い髪をショートヘアにした少女が突っ立っていた。

　御み坂さか美み琴こと。

　……厳密には、そのように見える人物だ。

　彼女は上条の顔を確認すると、ずかずかと接近してきて、

「アンタ『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間中だってのに何で学校にいない訳？　ていうか警備員アンチスキルに捕まったって話を聞いたんだけど何やらかした!?　そもそもハワイ諸島から一体全体どこをどう経由して学園都市に帰ってきたのよ!?」

　はあ、と上条はため息をついた。

　そして首を横に振り、

「トール。その冗談はもう見飽きたぞ」

「は？　とーる？？？」

「よせって！　今そういうのやってる場合じゃないだろ。そもそもバラバラに移動して現地集合って言ったのはトールじゃないか!!」

「いや、ちょ、一つ一つ説明してほしいんだけど、一体何が……？」

　困惑する少女だったが、上条の方は気にしない。

　その右手を無造作に伸ばし、人を押しのけるような強さで掌てのひらを使って少女の上半身に触ふれる。

　より正確には、少女の胸の中央を。

「な、なん、な───っっっ!?」
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「はいはい幻想をぶち殺す。ゲンコロゲンコロ」

「訳の分からない略し方をした挙げ句、アンタ一体どこを触さわりやがった!!」

「俺だってこんなの触りたくねえよ!!」

「こんなの……ッッッ!!!???」

「無む駄だに感触までリアルにしてんなって。どういう仕組みなんだそれ」

「こ、こ、これはパッドなんかじゃない!!」

　様々な感情がグチャグチャになったような顔で、全身隅から隅まで真っ赤にした美み琴ことは小刻みに震ふるえながらもその場で硬直していた。

　上かみ条じようは気にせず離はなれる。

「遊んでる暇ひまがあるなら大だい丈じよう夫ぶそうだけど、ちゃんと合流地点に来いよトール。お前がいなくちゃ話にならないんだからな」







　そして立体駐車場までやってきた上条当とう麻まを発見し、一足先に来ていた雷神トールは片手を挙げた。

「よう、遅かったな。尾行でも気にしてたのか？」

「……お前の冗談に付き合わされてたんだ。ていうか何でお前の方が早く到着してる訳？」

「あん？」

　怪け訝げんな顔をする雷神トールだったが、上かみ条じようは気づいていない。




　　　　５




　上条当とう麻まは片手で双眼鏡を握っていた。

　第七学区の中心にある『窓のないビル』。その巨大な建物を眺める事ができる立体駐車場からだ。

　ここで雷神トールと合流したのだが、トールの方は上条がやってくるのを見届けると、再びどこかへ行ってしまった。どうやら彼は彼で、何かを準備する必要があったらしい。

　学園都市統とう括かつ理事長の居城とされる『窓のないビル』だが、それ自体は街並みの中に屹きつ立りつしていた。辺りにはホテルやショッピングモールなどが立ち並んでいる。上条がいるのは立体駐車場の五階で、車両の落下事故防止用のガードレールに体を預けている状態である。

　そんな彼の真後ろを、小型の保冷車が通り過ぎていき、スロープを降りていく。

　脳裏に雷神トールの言葉がよぎる。

『異名の通り、「窓のないビル」はどこをどう探したって出入口がねえ。完全に密閉されてやがる。人間サイズどころか、液体や気体も通さない。Ｘ線もマイクロウェーブも駄だ目め。まるで銀河宇宙軍ぐん艦かんが縦に突き刺さってるみてえだな』

　ならどうするのか。

　答えは簡単である。

『だから、あのビルからフロイライン＝クロイトゥーネを救出するには、建物の壁に風かざ穴あなを空あけるしかねえ。これが大前提となる』

　再び上条の真後ろを小型の保冷車が通り過ぎていった。一台だけではない。同じ車両が何台も何台も、スロープへ向かっていく。

『これから俺とお前でやるのは、結局のところ、ここに集約される。ありとあらゆる作業は、難攻不落の「窓のないビル」の装甲を破は壊かいする事だけに費やされる訳だ。これを忘れんなよ』

　上条は双眼鏡を覗のぞき込みながら、空いた手で携帯電話を取り出す。

　彼が眺めているのは、地上に降りた最初の保冷車だ。

　教えられた番号を入力し、雷神トールとの回線を繫つなげる。

「最初の保冷車が位置についたぞ」

『当たり前だ。俺がカメラとコントローラ使って操縦してんだから。お前に頼たのんだのはそっちじゃねえよ。周りの状況はどうなってやがる？』

「……『窓のないビル』の周りには誰だれもいない。お前の予想通りだ」

『なら結構。……一応、決行までそのまま観察してろ。運転席のカメラだと首振りの角度に限界があってな。誰かに上から眺めてもらう必要があった訳だ』

「ていうか、あれ、何が積んであるの？」

『すぐに分かる。それより警戒を怠おこたるなよ。あと一〇分もすれば、保冷車が全部配置に就く』

　双眼鏡を振ってみれば、確かに、同じ車種の保冷車が『窓のないビル』の周囲あちこちで停車していくのが分かった。

　雷神トールが懸け念ねんするような、人の影はない。

　街を歩く一般人もそうだが、『窓のないビル』には周囲を警戒する専門の警備員アンチスキルなどは用意していないようだった。

「……こうして改めて見ると、意外と無防備なんだな」

『それだけ装甲自体が頑丈だって事だ。そもそも出入口がねえんだからな。警備の人員を配置しようにも、どこを守りゃ良いのか分かんねえだろ』

　雷神トールは気軽な調子で答えた。

『何より、だ。警備の人員なんて配置したら、そいつらが裏切ったり、そいつらに成りすまして接近する隙すきを与える事にもなるんだしよ』

「俺達とは関係ないけど、地じ盤ばん自体をぶっ壊こわしてビルを倒しちゃおうって考える輩やからなんかの対策はしなくて良いのか？」

『図面は非公開だが、地下一五メートル辺りにある「窓のないビル」の基部は相当な範囲に広がっている。周囲三キロ程度が丸ごと基部になっている感じかね。さらに太い柱が何本も地下深くまで埋うめ込まれているから、あのビルが倒れる事はありえねえよ。ま、核地雷を埋める程度じゃ無理だろうな』

　五、六台の小型保冷車が『窓のないビル』の周りで完全に停車した。

『配置完了。そっちは？』

「変化なし。誰もいないよ」

『了解。じゃあ手っ取り早く始めるか』

「何を？」

　疑問に答える声はなかった。

　代わりに行動で示された。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　突然、『窓のないビル』の周囲に配置した全すべての保冷車が内側から大爆発を起こしたのだ。




「っ!?」

　遠く離はなれていた上かみ条じようの体が思わずひっくり返るほどの衝しよう撃げきだった。手元から双眼鏡と携帯電話が離れ、立体駐車場の床の上を滑すべっていく。上条は黒煙がもうもうと立ち込める地上へ目をやり、尻しりもちをついたまま後ずさり、自分の携帯電話を再び摑つかみ取る。

「何やらかしやがった!?」

『見て分かんねえのか。爆破だよ。後味悪い事はしたくなかったからな。一般人を巻き込むのは避さけたかった訳だ』

「ふざけんな……」

　上条は双眼鏡を摑み、よろよろと立ち上がって、地上の様子を確認する。

「こんな事に何の意味がある!?　『窓のないビル』は核攻撃にも耐えるって説明したのはお前だろ！　結局、巻き込まれたのは何も知らずにビルの周りにお店を展開していた人達だけだ。あれだけの爆発を起こせば、窓ガラスぐらいなら砕けちまうぞ!!」

『やべー、しまったな。そっちについての対策を怠おこたった。怪け我が人にん出ちまったかな』

　雷神トールは保冷車を遠えん隔かく操縦するためのカメラを使って周囲の情報を手に入れていたはずだ。この爆破と同時にカメラは失われたため、今の状況は摑んでいないのだろう。

　だから怒いかりに任せて宣告する。

「予想通りの展開だよ。あの保冷車に何を積んでいたかは知らないが、核でも傷をつけられない『窓のないビル』の装甲なんか破れるはずがない。お前の計画は失敗だ!!」

『「演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス」な、装甲板の名前。……でもってこっちも予想通りで大助かりだ。これで第一段階は無事にクリアした事になる』

「何だって？」

『何でも良いから戻って来い。フロイライン＝クロイトゥーネを救出するための作戦は順調に進んでいるから心配するな。そうそう、携帯電話に地図を送っておいた。帰るならその順路の通りにしろ。でないと追跡を受ける。そうなったら俺はお前と合流しない。分かったか？』
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　呪じゆ文もんを唱えた。

　雲くも川かわ芹せり亜あは復活した！

「お、どうしたどうした。お祭りムードに誘さそわれてひきこもりが出てきたの？」

　夜の歩道でそう呟つぶやいたのは黄色と黒の、蜂はちとか踏ふみ切きりみたいな配色のイカれたメイド服を着た少女、雲川鞠まり亜あだった。こちらも他の生徒達同様に『一いち端はな覧らん祭さい』の準備なのか、生鮮食品の入った段ボール箱を抱えている。

　ちなみに彼女は芹亜の妹である。

　野や暮ぼったい制服を着た姉の方はと言えば、そんな妹の言葉にろくな感情の振幅も見せず、自分の黒髪を鬱うつ陶とうしそうに片手でいじくり回しながら、

「……いやまだ本調子じゃないんだけど。そろそろ出番だって周りがうるさくて」

「それは主に『一いち端はな覧らん祭さい』のあっちこっちの学校で行われるミスコンの事かな？　ショッキング水着担当の事なのか？　Ｇめ！　また発育しやがって!!」

「ミスコンなんて出ないけど。ふああ……私はそもそも裏方だから目立つのそんなに得意じゃない。それにどうせあのムカつく第五位辺りが能力使って票を操作するから意味ないだろうし」

「……得意ではなくてもそんなに目立つとか、一体どんだけオーラを蓄たくわえているんだ的な」

　妹の鞠まり亜あのテンションについていけないとばかりに、姉の芹せり亜あは眠たそうに目元をごしごしと擦こすりながら、

「そりゃまあ……主に胸囲の違いだとしか」

「すごく気だるげなのに上から目線で！　Ｇめ、宝くじが当たると人が変わってしまうのと同じように、やはり必要以上に持ち過ぎた者は高こう慢まんになるのが世の常なのか……」

「でも私、貧乳が堂々と胸を張って巨乳を見下すような時代になったら、世の中の大切なネジが外れてしまったと判断するけど」

「ここで豆知識。ブラのなかったギリシャ時代には貧乳がステータスになっていた事を教えてあげよう。巨乳は垂れるから美しくないってな」

「もうこの時代には通じないと思うけど。あと貧乳が美徳とはいえミロのビーナスを見る限り、紀元前だって最低限のサイズは確保されていたんじゃあ……？　何にしても、『んふう、私ぐらいのサイズになると、なかなか選べる水着がなくって困ってしまうわ』ぐらい言えた方が良いんじゃないのか？」

「それ言った事あるよ。主に逆方向の理由でだが」

「へぇーそー」

　雲くも川かわ芹亜が憂ゆう鬱うつなのは、愛用している携帯端たん末まつのメールボックスを見たくない、というのが大きい。どうせまた学園都市の面めん倒どう臭くさい案件がしこたま山積みにされている事だろう。

　……というか、こうしている今もメールが着信した事を知らせるランプがピカピカ点滅しっ放しなのだが。またもや厄やつ介かいな事件でも抱えているのだろうか、この街は。

（……ま、正式に業務復帰したとは一回も宣言していないんだし、知った事ではないけど）

　彼女の本来の『業務』は、統とう括かつ理事会の一人として君臨する老人のブレインとして、そうした難問の解決策を考案、提示する事である……のだが、正直に言ってそれほど楽しいお仕事でもない。少なくとも、頼たのんでもいないのにサービスでデカ盛りにされても喜べなかった。

　なので、彼女は現実的な問題から全力で目を逸そらしつつ、

「妹よ。じゃあお前が鼻血を出すほど大好きな木き原はら加か群ぐんの話をするけど」

「だ、出さないぞ。私にも節度はあるんだ!!」

「……あの木き原はら加か群ぐんが貧乳至上主義でＢ以上は乳として認めないとか、ドン!!　という効果音と共に宣言したらお前はどう思う？」

「……、」

　雲くも川かわ芹せり亜あは、かの恩師が『落第防止スチユーデントキーパー』として活かつ躍やくしていた時代を思い浮かべつつ、

「……そ、その認められ方は嬉うれしくないな。プライドを傷つけられ過ぎて、人間不信に陥おちいりそうだ」

「まあそういう事だけど。努力せよ若人わこうど」

「……努力とか言われても、正直、迷信以上の手段を私は知らないんだが」

「安心しろ。まだ開花していないだけで、お前には少年漫画的な秘めたる資質があるけど。このように」

「こらあ!!　Ｇめ、何を見せつけてドヤ顔をしているのか!!」

　妹の激げつ昂こうなど軽く受け流せないようでは姉として機能できない。

　口に手を当て、大きなあくびをし、目元に浮かんだ涙をごしごしと拭ぬぐいながら、ふと思い出したように雲川芹亜は妹にこう尋ねる。

「……ところで少々真剣に質問するんだけど、東欧で上かみ条じよう当とう麻まにメロメロにされたってマジ？　だとすればこれ以降はドロドロの昼ドラタイムになる訳だけど」

「ふ、風評被害だ!!　どこから出てきたんだそんな噂うわさ!!」
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　合流場所は『窓のないビル』の近くにあるショッピングモールの敷しき地ち内ないだった。建物の中ではなく、外にある自販機の並ぶコーナーだ。

　夜の景色が赤い明滅に彩いろどられているのは、あちこちに消防車がやってきているからだ。このショッピングモールにある防火設備も貸し出されているのか、壁についたポンプ用のバルブに、太い消火ホースが取り付けられている。

　野や次じ馬うまに紛まぎれる形で、自販機に寄りかかって缶コーヒーに口をつけていた雷神トールは、上条当麻の顔を見つけると薄うすく笑った。

「この国にはまともなコーヒーはないのかね」

「……文句があるなら買わなきゃ良いだろ」

　上条はうんざりした調子で、

「それより説明しろ。ご大層な真ま似ねした割に、『窓のないビル』には傷一つつかなかった。それをお前は成功と呼んだ。一体何を考えて……」

　言いかけた上条の言葉を遮さえぎるように、雷神トールは人差し指を自分の唇くちびるに当てた。

　そのまま小声で言う。

「歩きながら話そう。計画についてきちんと説明できなかったのにも訳がある」

「……、」

　野や次じ馬うまの人混みから離はなれるように、上かみ条じようと雷神トールは歩き出す。

「……そもそも、だ。学園都市の上層部は、この街の隅々で起きている事を隅々まで観察できるような監かん視し網もうを作っているはずなんだ。そんな状況で計画を一から説明する訳にもいかねえだろ」

「それって、人工衛星とか警備ロボットとかの話か？」

「この街でいくつのプロジェクトが並行運用されているかは知らねえが、それだけじゃ死角を埋うめる事はできねえだろ。そんなのとはもっと別の、一般には公開できねえようなえげつないテクノロジーを使った監視網があるんだとは思う」

　実際には、その監視網は学園都市中に散布された情報収集用ナノデバイス『滞空回線アンダーライン』なのだが、その事実を知っているのは一方通行アクセラレータや土つち御み門かど元もと春はるといったごく少数の人間だけだろう。

　でもって、と雷神トールは付け足し、

「テクノロジーが何であれ、そんなもんに常時振り回されるのを嫌きらっているのは俺達だけじゃあねえ訳だ。……例えばこんな風に」

　言うだけ言うと、雷神トールは陸橋の下にある鉄の扉を開けた。おそらく清掃用具などを収めるためのスペースなのだろうが、何な故ぜかその先にはもう一枚扉があり、扉の奥には無機質な直線通路が伸びていた。

　明滅する蛍光灯が照らし出す、薄うす暗ぐらい通路を眺め、上条は眉まゆをひそめる。

「……何だこりゃ？」

「『新入生』。厳密にはその母体となった暗部機関の秘密基地って感じかな。後ろ暗い事をやるためには、それ専用の基き盤ばん整備が必要になる。ここもその一つ。学園都市の監視網から逃れた空白の死角だ。にしても、『窓のないビル』の地下基部の真上にこんなもん造るとはな」

　もっとも、『新入生』がここを使うために用意していた下準備は省いている。今まで監視されていた上条達の反応が『突然消えた』ように監視網には映るため、すぐにここへ調査要員が派遣される事だろう。

　使えるのは今から数十分の間だけだ。

「……何で魔ま術じゆつサイドのお前達が、学園都市に住んでいる俺にも分からない仕組みを熟知しているんだ？」

「『新入生』は俺達『グレムリン』の仮想敵だったからな。敵については調べるもんだ。それに、俺達にはおあつらえ向きの『窓口』もあった」

「？」

「ベルシ。木き原はら加か群ぐんとして、学園都市で活動していた元研究者だよ」

　長い通路を歩きながら、雷神トールは告げる。

　ベルシ。

　木き原はら加か群ぐん。

　バゲージシティでの騒そう乱らんの中心となった人物だ。上かみ条じよう当とう麻まはその『後始末』をするため、彼に導かれる形でバゲージシティへと向かっていったのだ。

　雷神トールはニヤニヤと笑いながら、

「さっき保冷車をいくつか吹っ飛ばしたのだって、ベルシの助けを借りるためだったんだ」

「何を言っているんだ？　あいつは死んだんじゃ……」

「ベルシの長年の目的は、木原病びよう理りという研究者に対する復ふく讐しゆうの成じよう就じゆだった」

　雷神トールは遮さえぎるように言う。

「そして想定していたのはバゲージシティの戦せん闘とうだけじゃない。学園都市の中で対決する事も見越しておいて、ベルシは街を出る前にいくつかの小細工を施ほどこしている。平たく言えばバックドアってヤツか？」

「……、」

「ここだ。入れよ」

　まるで自分の家のように言いながら、雷神トールは直線通路の途中にあった鉄の扉を開けた。中は小部屋で、家具などは一切ない。壁かべ際ぎわに家庭用のコンセントとネット回線用のジャックが設置されているだけだった。

　雷神トールは懐ふところから取り出した携帯端たん末まつを壁のジャックとケーブルで接続しながら、

「『窓のないビル』を覆おおう装甲板は核の直ちよく撃げきにも耐える性能を持つ。でも、この『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』は別に単純に硬いって訳じゃねえ。硬過ぎる素材で高層ビルなんか建てたって、地じ震しんなんかが起きりゃ揺れを逃がせなくなって亀き裂れつが入っちまうもんだからな」

「じゃあどうやって？」

「あれは電磁波だか紫外線だかで向かってくる衝しよう撃げき波はのパターンを計測して、最適な振動を行う可動式の装甲板なんだ。波に波をぶつけて相そう殺さいするようなもんかね。だから単純な力勝負に意味はねえ。もちろん、各種の薬品や高温低温なんかの対策も別にあるんだろうが」

　雷神トールはネットワークに繫つながった携帯端末上で、何かを操作している。上条が覗のぞき込んでも、無数の数列がスクロールしているだけの画面の意味は理解できなかった。明らかに一般ユーザー向けの画面構成ではない。

「ただ一方で、『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』自体の硬度はそれほどじゃねえ。インテリな部分が稼か働どうしなくなれば、真正面からの爆破で風かざ穴あなを空あけられるだろう」

「でも、『窓のないビル』の電力は全すべて内部で賄まかなわれているんじゃなかったのか？」

「そう。つー訳で停電作戦は実行できねえ」

　雷神トールはあっさりと認めて、

「だから方針を改めた。保冷車をいくつか爆破したのもそのためだ。平たく言えば、『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』が衝しよう撃げきを相そう殺さいする時のデータをいくつか集めて、機械の『癖くせ』みたいなものを計測するのが目的だった。あの保冷車、どれもこれも同じに見えたかもしれねえが、実は爆風の強さや向きは一つ一つ違うものだったんだぜ」

「……その『癖』が分かるとどうなる？」

「装甲板では逃がし切れない衝撃波のパターンを演算する。後はそのパターン通りの攻撃を加えれば、核でも壊こわせないビルに風かざ穴あなを空あけられるって寸法さ」

「家のパソコンでできるような計算とは思えないけど」

「だからもっと大きなコンピュータに任せる」

　雷神トールは無数の数列が高速でスクロールしていく携帯端たん末まつを軽く振りながら、

「ベルシ……木き原はら加か群ぐんのバックドアの話したろ？　あいつはいくつかの研究施設のスパコンにフリーパスのＩＤを設定している。そいつに予測演算させるよ。ま、これもこの秘密基地と同じで、一度使っちまえばすぐに封ふう鎖さされる程度のもんでしかないがね」

　およそ一五分ほどで演算結果は表示された。

　核兵器でも破は壊かいできない『窓のないビル』の装甲板、難攻不落の『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』を打ち破るための方程式。

　それを手に入れた上かみ条じよう当とう麻まと雷神トールは、次のフェイズに移行する。
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　学園都市の暗部組織『新入生』の母体となった研究施設跡地の中を潜くぐり抜け、上条達は学園都市の中を進んでいく。

　彼らの手には、電動工具をぎっしりと詰めたバッグがあった。トールが盗んだものだ。

「統とう括かつ理事長はおそらく『独自の監かん視し網もう』と『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』の精度に依存しきっているんだろう。裏切りの可能性がない分、下へ手たに人を置くより信しん頼らいできる訳だしな。だが、世の中には完かん璧ぺきなシステムなんて存在しねえ。このまま『窓のないビル』の至近まで気づかれずに進む事ができれば、ヤツの警備システムに致命的な傷を与える事ができる」

「……、」

「ん？　心配すんなよ。目的を間違える事はねえさ。フロイライン＝クロイトゥーネの救出だ。そもそもさ、『窓のないビル』から彼女を引っ張り出せばおしまいじゃねえんだ。むしろ、『グレムリン』の本隊だのオッレルス側だのの魔ま術じゆつ師しから完全に雲隠れさせる方が面めん倒どうそうだ。こんな所で寄り道してたら四方八方からタコ殴なぐりにされるのがオチだぜ。正直に言うと惜しいが、欲を張っていられる状況でもねえんだよ」

　上条と雷神トールの二人は、壁に設置された梯はし子ごの前で立ち止まった。

　上かみ条じようが真上を見上げると、丸い形をした出口が見える。

「マンホール？」

「外は『窓のないビル』の壁のすぐ近くだ。……ただし、一度顔を出したら統とう括かつ理事長の監かん視し網もうに再び引っ掛かる。そろそろ木き原はら加か群ぐんのバックドアについても調べが進められている頃ころだ。スパコンを使って俺が何を演算させたかが判明すりゃあ、統括理事長はなりふり構わず俺達を妨ぼう害がいしようとするだろう」

「自由行動の猶ゆう予よはどれぐらいだと考えているんだ？」

「一〇分か二〇分。が、これだけあれば問題ねえ。噂うわさの『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』に風かざ穴あなを空あけられる」

　上条は電動工具の詰まったバッグの、ずしりとした重さを再確認する。

　梯はし子ごを上ってマンホールの蓋ふたを開けてしまえば、もう後戻りはできない。

　それを理解した上で、なお進む。

「行くか」

「そう来なくっちゃあな」

　フロイライン＝クロイトゥーネが上条当とう麻まにとってどんな関係があるのか。

　そんな事は問題ない。

　そもそもにおいて。

　彼らが歩んできた道は、誰だれかに感謝をされるためではなく。

　助けたいから助けるという、それだけの事だったのだから。
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　今夜は水みず炊たきなのだった。

「……鶏とり肉にくという素材で最大限の贅ぜい沢たく感かんを出すならやっぱりお鍋なべにするしかないのよね」

　と、カセットコンロの小型ボンベを手の中でくるくる回しながら呟つぶやいたのは芳よし川かわ桔き梗きようだ。専門は薬学や遺伝子工学などのクローン技術関連で、過去には軍用の量産能力者レデイオノイズ計画などにも一枚嚙かんでいた女性である。

　教職員向けのマンションで暮らしている彼女だが、この部屋は芳川の名義で借りている訳ではない。顔見知りの警備員アンチスキルの部屋に転がり込んでいる訳である。

　非常に残念な事に、芳川桔梗は現在無職なのだ。

　ちなみにこの部屋には、芳川桔梗の他にも何人か居い候そうろうが詰め込まれている。

　例えば、ソファの上で飛び跳ねながらヌンチャク状のワイヤレスコントローラを振り回している打ち止めラストオーダーと呼ばれる見た目一〇歳程度の少女。

「ふおおおおおお!!　白雪姫は渡さんぞーってミサカはミサカは宣言してみたり!!　王子様に渡せば幸せになれる保証なんて実はどこにもなかったのだー的なーってミサカはミサカは……っ!!!!!!」

「ほーらー、ご飯だぞー」

「今ミサカは良い所なの！　ってミサカはミサカは抗議してみる！　ネットワークゲームはコミュニケーションが大事なんだからキリの悪い所で勝手にログアウトはできないのだ!!　ってミサカはミサカは基本を説明してみたり!!」

「……ていうか、フレンド一覧のアカウントがミサカミサカミサカで埋うめ尽くされているんだけど。これって壮大な一人プレイなんじゃないのかしら？」

　軍用量産能力者とその司令塔という立ち位置を思い浮かべ、元研究者芳よし川かわ桔き梗きようは首を傾かしげる。

　……あとメルヘンな画風や可愛かわいらしい星やハートのエフェクトに惑わされがちになるが、よくよく見てみれば七人の小人が斧おのや鍬くわなどの農機具系で白馬の王子様をフルボッコしているようにも思える。このゲーム、農民の反乱でもモチーフにしているのだろうか？

「ねえ」

　芳川は、打ち止めラストオーダーが暴れているソファとは直角に位置する別のソファに寝転がっている、白い髪に赤い瞳ひとみの超レ能ベ力ル者５へ声をかける。

　一方通行アクセラレータ。

　近くに置かれた現代的なデザインの杖つえや、首筋にあるチョーカー型の電極などが示す通り万全の状態ではないが、それを加味してもまだ学園都市第一位の座に君臨する最強の存在である。

　しかし同時に、

「あの子の扱い方に苦く慮りよしているわ。保護者さん何とかして」

「……知るかよ。そのガキは俺達が勝手に食い始めりゃテーブルの方に寄ってくる。下へ手たに持ち上げたり命令したりしねェで、置いてきぼり感を演出すりゃ良いだろ」

「お詳しい事で」

「ぶン殴なぐって欲しいのか？」

　一方通行アクセラレータの睨にらみを無視して、芳川桔梗はボンベをカセットコンロの中にはめ込み、金具を操作して完全に固定する。試しに点火用のレバーを二、三回ひねり、青い炎の輪ができるのを確認していく。

　ちなみにもう一人、居い候そうろうとして番外個体ミサカワーストと呼ばれる女の子（目つきの悪い巨乳）もいるのだが、夜遊び大好き不良少女が夕飯時に帰ってきていないのはままある事ではあった。

　第一位は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめて、

「家主はどこ行きやがったンだ？」

「愛あい穂ほなら巡回強化ウィークで夜の街を駆けずり回っているでしょうよ。『一いち端はな覧らん祭さい』絡がらみで完全下校時刻の制限が一時的に撤てつ廃ぱいされているからね」

「……で、オマエは何やってる訳？」

「花はな嫁よめ修業!!　と言いたい所だけど、今はもう共働きで家事も分担っていうのが基本よね」

「できるに越した事ァねェだろ」

「君に言われてもなあ」

　芳よし川かわは呆あきれたように言いながら、

「とはいえ、こっちもいつまでもこのままではいられない事ぐらいは自覚しているわよ。子供の社会と違って大人の社会はブランクがとてつもないマイナス効果を生み出す訳だしね」

「仕事先でも見つかったのか？」

「正確にはその下準備」

　芳川は床に置かれていた、Ａ４ぐらいの大きな封筒を摑つかんで軽く振る。

「理系大学の特別講師にご招待。臨時枠だけどね。ここで小金を稼かせぎながら、私自身がもう一度大学に入り直すための準備を整える事にするわ」

「何でまた？」

「私のなりたい教職員は遺伝子関係のスペシャリストとは違うものだから。私の資質では学校の担任クラスにはなれないでしょうけど、『落第防止スチユーデントキーパー』の方ならハードルは多少低いみたいだし。……あれ、正規の教員免許を持った人間だけじゃなくて、企業役員なんかの民間人からの雇用も受け入れているようなのよね。……あら？」

　と、ここで芳川桔き梗きようの動きが止まった。

　鍋なべの準備を進めていた彼女は、あちこちを見回し、それからやたらと高機能なキッチンの方へと移動し、棚をごそごそと漁あさり、

「……薬味の細ネギがないわね。まあ、なくても水みず炊たきは食べられるけ」

「はいっっっ!!!!!!」

　爆音が炸さく裂れつした。

　白馬の王子様を七人がかりで袋ふくろ叩だたきにし、王冠やマントなんかを分ぶん捕どって一息ついた打ち止めラストオーダーの言葉だった。

「ならミサカが今から買ってくる!!　ってミサカはミサカは宣言してみたり!!」

「……保護者さん、あとよろしく」

「俺に振ってくるンじゃねェ……」

　打ち止めラストオーダーはお使いが楽しいと言うような分かりやすい人格設定を施ほどこされた人形ではない。どう考えたって夜の学園都市、それも『一いち端はな覧らん祭さい』の準備で異世界感満載になった街へ繰くり出したいに決まっている。

「だって一番その子の手た綱づなを握っているのはあなたでしょう？　正直、私ぐらいの歳としになると発想直結式のその思考回路にはついていけなくなる時があるわ」

「握ってねェよふざけンな。その言い分だと俺までガキの仲間入りしてンじゃねェか」

「さあさあお財布をミサカに渡すのです！　ってミサカはミサカは掌てのひらを差し出してみたり!!」

「んー。それなら逆に手た綱づなを握られているという事なのかしら。まあどちらにしても一番密接に繫つながった存在であるのに間違いはないとは思うけど」

「……オマエ、時折破滅願望が見えているよォな気がするンだが、舐なめた口を利きいた代だい償しようについては考えてンだろォな？」

「ミーサーカーがーっ!!」

「そう言えば『一いち端はな覧らん祭さい』どうするの？　やっぱりその子と一いつ緒しよに見て回る？」

「やっぱりとか意味分かンねェし」

「……、」

　そこらのサイレンよりもうるさい打ち止めラストオーダーの叫び声が、気がつけば消失していた事にようやく自覚する一方通行アクセラレータと芳よし川かわ桔き梗きよう。

　改めて振り返ってみればソファの上には誰だれもおらず、玄関の扉は床に落ちた靴くつべらが引っかかった状態で半開きになっており、そしていくつか並べられた靴の中から、一ひと際きわ小さいものがワンセットなくなっていた。

　芳川桔梗は片手を腰に当て、もう片方の手の人差し指でこめかみを軽く触さわり、片目を瞑つぶって、小さく息を吐はいた。

　そして言う。

「お願い保護者さん」

「ふざけンな!!」
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　マンホールの蓋ふたを開ける。

　まずは電動工具の詰まったバッグを地上へ押し上げ、それから上かみ条じよう当とう麻まは夜の路上へと身を乗り出す。

　下から雷神トールが叫ぶ。

「急げ！　一〇分から二〇分ぐらいしか猶ゆう予よはねえぞ!!」

　場所は『窓のないビル』のすぐ傍そばだった。雷神トールがマンホールから這はい出てくるより先に、上条は歩道を走って『窓のないビル』の壁に張り付く。赤の太いペンを使って装甲板『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』に大きな円を描いていく。

　核兵器も通用しない、という話だったのでダイヤモンドのように硬いものをイメージしていたが、実際に太いペンの先せん端たんで触ふれてみると、まるで分厚いゴム板のような感触だった。衝しよう撃げきを弾はじき返すのではなく、逃がしたり分散したりする事を旨むねとしているからだろうか？

　あるいは。

『弾力がある』ように思えるのは、『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』の中を走る相そう殺さい用の波のおかげなだけで、実際にはダイヤモンドのように硬い材質なのか？

（……薬品や高温への対策は別にとか言ってたけど、まさかナノデバイスでも塗ってあるんじゃないだろうな）

　上かみ条じようは後ろを振り返って叫ぶ。

「マークした!!」

「掘くつ削さく機きを！　木き原はら加か群ぐんのバックドアで算出した衝しよう撃げきパターンはすでに入力してある!!」

　バッグの中に詰まっていた電動工具を雷神トールは組み立て終えていた。形は機関銃に近いが、銃口の代わりに巨大な杭くいが取り付けられていた。一回の『刺し突とつ』で風かざ穴あなを空あけるのではなく、数百回数千回の『連打』で壁を破る工具らしい。

　掘削機を摑つかんだ上条は、雷神トールから投げ渡されたリチウムイオンバッテリーをマガジンのように機関部の下から差し込む。

　同じように掘削機を構える雷神トールは、

「自分で描いたラインに沿う形で杭を押し付けろ。後は引き金を引け。それで掘削機が作動する。亀き裂れつが入ってもそのまま突き込め。根元まで刺さったら引っこ抜いて、ライン上の少し離はなれた別の場所にもう一度突き刺す。分かったか!?」

　大おお雑ざつ把ぱに、上条と雷神トールは時計の文も字じ盤ばんで言うと三時と九時の位置に掘削機の先端を押し付け、ややバネの硬い引き金を人差し指で引く。

　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ!!　と。

　ストックによって何度も何度も肩を叩たたく鈍痛が炸さく裂れつする中、難攻不落と称された『窓のないビル』の装甲板へと、太い杭の先せん端たんがめり込んでいく。

　歴史的な瞬しゆん間かんと言っても過言ではない出来事だ。

　学園都市最強の超レ能ベ力ル者５、一方通行アクセラレータにもできなかった破は壊かいである。

「刺さった!!」

「だがペースが遅い!!　このままじゃ所定の時間内に風穴を空けられるかどうか分かんねえぞ!!」

　その上、思ったよりも音が大きい。

　先ほど、雷神トール自身が複数の保冷車を爆破してデータを採取した直後である。消防の人間はまだ周囲で作業をしているはずだ。

「こんなのじゃ気づかれる!!　事情を知らない消防なんかにバレて妨ぼう害がいを受けたら一〇分二〇分なんてあっという間に過ぎてしまうぞ!!」

「消防の人間は自前のサイレンで耳を覆ってる。そうそう簡単には気づかれねえさ!!　それより問題なのは、思ったよりもこの装甲板がお利口さんだったって事だ。くそ、理論値を算出したはずなのにここまで硬いかよ……っ!!」

　ガギュン!!　という歯車が割れるような音が炸さく裂れつした。

　雷神トールは舌打ちすると、掘くつ削さく機きを止めて装甲板から引っこ抜く。太い杭くいは半ばからへし折れていた。

「スパイクを交換する!!　お前はそのまま続けてろ。これ以上のロスは許容できねえ!!」

「スペアパーツはあるのか!?」

「どこがぶっ壊こわれても良いように、もう一機丸ごと組み立てられるようにな。ただ、逆に言えばスパイクはこれで在庫切れだ。お前の方はへし折るなよ!!」

　予定が予定通りに進まない事、さらに予定になかったアクシデントが重なった事で、上かみ条じようの中の不安が急速に増加していく。

　こんな調子で終わるのか。

　学園都市のトップ、統とう括かつ理事長の居城。それを守る装甲板『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』にたった二人で挑むのは根本的な所から間違えていたのではないか。

　しかし、そうは思っても、立ち止まったり背中を見せて逃げ出したところで、何か事態が好転する訳ではない。

　窮きゆう地ちを脱するためには、ひたすら前進するしかないのは自明の理だ。

　まるでギャンブルで負けがこんだ者の理論のように思えなくもないが、賢くスマートに考えた所で他の答えが出てきたりはしない。

　自らの不安を踏ふみ倒し、上条はさらに掘削機を突き入れる。

　自分で描いた巨大な円を時計の文も字じ盤ばんに見立てると、三時と四時に風かざ穴あなを空あけ、五時の所へ掘削機の先せん端たんを埋うめ込んだ直後の出来事だった。

「……何だ？」

　最初、上条は自分が摑つかんでいる掘削機に異常が起きたのではないかと考えた。ドガガガガガガ!!　という巨大な炸裂音の中に、何か妙な音が混じり始めたからだ。

「トール！　何かおかしい。こっちも故障かもしれない!!　お前の方の掘削機はまだ直せないのか!?」

　雷神トールの方から返事はない。

　上条は『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』に向かいながら、もう一度叫ぶ。

「トール!!」

　流石さすがにおかしいと思った上条は、背後を振り返った。

　路上で折れたスパイクの交換を行っていたはずの雷神トールだったが、彼は壊れた掘削機を抱えて屈かがみ込んだまま、頭上を見上げていた。薄うすく口を開け、両目を大きく見開いて。まるで夜空の闇やみの向こうにいる『何か』を凝ぎよう視ししようとしているかのように。

　いや。

　しようとしているのではない。

　雷神トールは、本当に夜空から向かってくる『何か』を警戒している。これまであった全すべての大前提を覆くつがえして、『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』の突破という目的さえ忘却して。

「……まずい」

「何がだ!!　こっちの掘くつ削さく機きに何か変な音が混じってる！　俺は掘削機の中身については素人しろうとだ。そのスパイク交換したらこっちに回せ!!　お前は俺が持ってる掘削機の機関部を調べて……っ!!」

「違う!!　掘削機の動作不良じゃねえ!!　それは空気を叩たたく音だ。学園都市の無人兵器群が近づいてきてやがる!!」

　上かみ条じようは思わず掘削機の引き金から指を離はなした。

　肩を叩く衝しよう撃げきは止まり、掘削機の放つ莫ばく大だいな雑音も消えた。

　にも拘かかわらず、掘削機に負けず劣らずの爆音が接近してきているのが分かる。明らかに、掘削機とは独立した音源だ。

　夜空に赤と緑のランプが躍おどるが、雷神トールには光点以外の『何か』の詳細が分かるらしい。

「……『六枚羽』とか呼ばれていたモデルの廉れん価か版ばんか。ストレートなネーミングなら『四枚羽』ってトコか？　無む駄だを削そいだ分、機動性はさらに向上していそうに見えるが……」

「つまり何なんだ!?」

「無人操縦の攻撃ヘリ。音おん響きよう兵器で人間を折り畳たたんでから機銃やミサイルを降らせる極ごく悪あく仕様ってヤツだろうさ!!」

　光点の数から見て、一機だけではないだろう。でもって、たとえ一機向かってくるだけでも、上条にとっては死刑宣告も同然だ。彼はそういう『異能の力が一切関かかわっていない暴力』の前には無力なのである。

「あれはあくまで『無人』なんだよな!?　つまり人は乗っていない。トール！　お前の魔ま術じゆつで何とかできないのか!?」

「やれる事はやれるがじゃれている時間がねえんだ!!　グレムリンだオッレルスだに察知されたくねえしな。『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』を突破できねえ事には何も繫つながらねえ。ロスが長引けば長引くだけ、加速度的に状況は悪くなる。あんなもんいちいち相手にしていられねえって訳だ!!」

　黙だまって撃うち抜かれる訳にはいかないし、向かってくる敵に対処している時間もない。

　いよいよ退路が消えてきた。

　このままではフロイライン＝クロイトゥーネを救出する事もできず、上条達も粉々にされてしまう。『せめてもの救い』すら用意されていない、最悪の結末に一直線で進んでしまう。

「トール。例のヘリを片付けられないなら一度下がるしかない」

「それじゃフロイライン＝クロイトゥーネを引っ張り出す手段が失われちまう！　『新入生』が使っていた地下施設はもう使えねえし、『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』の死角となっていた衝しよう撃げきパターンも防御プログラムをセキュリティパッチで穴あな埋うめされればそれまでだ!!　二度と使えなくなる!!」

「お前の立てた計画は失敗だった！　ここで俺達がやられたらフロイライン＝クロイトゥーネを助けようと思う人間がいなくなっちまう!!」

「『グレムリン』やオッレルスがフロイライン＝クロイトゥーネ確保のために動き出せば、もう俺達に介入する隙すきはなくなる。どっちに確保されたって彼女はろくな目に遭あわねえぞ!!」

「くそっ!!」

　上かみ条じようは吐はき捨て、もう一度掘くつ削さく機きの引き金を引く。

　だが、どう考えても間に合わない。

　状況は刻一刻と変化しているのに、こちらにはそれに対応するだけの手札がない。今の上条達は、必死に貯め込んでいた貯金だけで食い繫つないでいる状態だ。状況の変化が一定値を超えてしまえば、その変化に耐えられずコースアウトしてしまう。

　と。

　その時だった。

　上条が摑つかんでいる掘削機の方から、今度こそ妙な音が響ひびいた。硬い金属に亀き裂れつが走るような音だ。

　雷神トールと同じく、スパイクを傷つけたかと思った。

　だが違う。




　ビシィ!!!!!!　と。

『窓のないビル』の壁面自体に巨大な亀裂が走ったのだ。

　上条が赤い太いペンで描いた大きな円よりもさらに外側、さらに大きく。

　どこまでも破は壊かいが広がっていく。




　一辺が一〇メートル以上の正方形だった。

　明らかに人為が加わったその亀裂に沿う形に、難攻不落の『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』が破断されていく。支えを失った巨大な壁が、上条の方に向かって倒れかかってくる。

「な、にが……っ!?」

　掘削機を手放し、上条は慌あわてて横へと転がるように避さける。分厚い壁の残ざん骸がいは突き刺さったままの無ぶ骨こつな掘削機をへし折り、押し潰つぶし、徹てつ底てい的てきに破壊してしまう。残骸が地面に激突すると、粉ふん塵じんが噴き上がった。『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』は破壊不能というのが定説だが、この粉塵は路上のアスファルトの方だろうか。

（……あの亀裂は俺達の掘削機のせいじゃない。明らかにスペックを超えている。なら、一体何が原因で？　そもそも、木き原はら加か群ぐんのバックドアを使って演算した衝撃パターン以外は、たとえ核かく攻こう撃げきだって相そう殺さいするって話じゃなかったのか!?）

　掘くつ削さく機き以外に外部から衝しよう撃げきが加わっていたはずがない。

　そして、老ろう朽きゆう化かや金属疲労みたいなもので自然に亀き裂れつが走るほど甘い防備でもないだろう。

　となると。

　この人為的な破は壊かいの正体は、外側からではないという事になるのか？

　だとすれば。

　どこから？

「……、」

　雷神トールは、粉ふん塵じんの奥を凝ぎよう視ししていた。

『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』に風かざ穴あなの空あいた、『窓のないビル』の薄うす暗ぐらい内部。

　その奥に、誰だれかがいる。

　誰が？

　上かみ条じようと雷神トールの目の前で、その何者かは足音を鳴らした。革かわ靴ぐつやブーツのように硬質なものではない。ぺたぺたと、ガラステーブルに掌てのひらを押し付けるような音に近い。ひょっとしたら、相手は裸足はだしなのかもしれない。

　粉塵の漂う外気に、何者かの肌が触ふれる。

　外へと出る。

　女性にしてはかなり背が高い。二メートル近くはある。足首近くまである長い銀髪で、頭部も俯うつむいているため、表情は若じやつ干かん見えにくくなっている。薄い合成繊せん維いでできたワンピースに似た装しよう束ぞくをまとっていたが、あまり見た目に頓とん着ちやくしていないらしい。下着が思いきり透けてしまっているが、彼女の目線にそうしたものを気にしている様子はない。白い肌の質感は一〇代の少女のそれに似ていたが、実際の所は良く分からなかった。

　根本的な所で、どこか同じ人間には見えないのだ。

　分かりやすい角つのや翼つばさが生えている訳ではない。どこが違うのかと聞かれても明確には答えられない。だが、口で説明しづらい所が明確に違う。一〇代の少女がサウナの中にいても、そのつやつやの肌を見たって誰も不思議には思わないだろう。だが古代のピラミッドの中からそんな少女が発見されたら大問題だ。そういう、彼女自身に何の落ち度もないのに、彼女の周囲に漂っている何かが明確にズレているような、そんな気がするのだ。

（誰、だ……？）

　上条は心の中で思う。

　それから、何な故ぜ言葉に出さないのか、自分の言動に疑問を抱いだく。

　まるで、檻おりを抜け出した肉にく食しよく獣じゆうと真正面から向かい合っているような気分だと、後になってから思い知らされる。何も分かっていない内に刺激を与えたくない、とでも言うべきか……。

（『窓のないビル』から出てきたって事は、まさか、こいつが……学園都市のトップ？　統とう括かつ理事長とかいうヤツか……？）

　しかし、そんな上かみ条じよう当とう麻まの予測は外れた。

　一〇分から二〇分という制限時間についても、間近に迫る無人攻こう撃げきヘリの存在についても、すっかり忘れていた雷神トールが、茫ぼう然ぜんとしたまま呟つぶやいたのだ。

「……フロイ、ライン＝クロ……イトゥーネ……？」
















　直後だった。

　そう呼ばれた何者かは、銀の髪の隙すき間まから雷神トールへ軽く目をやった。

　彼女は小さく首を傾かしげ、何かしらの疑問を消化しようとしているようにも見えた。

　が。




　ゴボン!!　と。

　雷神トールの口から妙な音が漏もれ、赤黒い液体と共に彼は路上へ崩れ落ちた。




　何が起きたのか、傍はたで見ていた上かみ条じようには理解できなかった。

　しかし、正体不明の攻こう撃げきとはいえ、不意打ちの一撃とはいえ、バゲージシティをあれだけ席せつ巻けんした『グレムリン』の、正規戦せん闘とう用ようの雷神トールが、ものの一発で。

　路上に倒れた雷神トールは手足を動かそうとしているようだが、そこが限界のようだった。指先を微かすかに震ふるわせる程度が精一杯で、それはまるで、千ち切ぎれかけた脚を必死に動かす昆虫のように見えた。

「トール!!」

　上条は思わず叫び、そちらに駆け寄ろうとした。

　だが無理だ。

　フロイライン＝クロイトゥーネの注目を、わずかでも集める事。それだけですでに致命的だったのかもしれない。

　今度は雷神トールと違って、彼女は上条の方へ目をやる事すらなかった。

　グボン!!　と。

　口というよりポンプ状の肺から妙にくぐもった音が炸さく裂れつしたと思った直後、上条当とう麻まの視界はぐるりと回った。








行間　三









　危機管理ファイル特別条項四四三一一一九号。

　フロイライン＝クロイトゥーネの保全上における注意事項について。




　学園都市、ひいては世界全体に関かかわる『プラン』の障害となる同人物が世界に与える影えい響きようを最小に食い止めるのが本業務の主目的となるが、同人物はその性質上殺害する事は難しい。そこで我々は同人物を箱の中の猫とする事で、箱の外に対する影響力を可能な限り希き釈しやくする方針を採とる事にした。

　その上で特に注意すべき事を明記する。

　同人物を動かす原動力となるものは、思想ではなく好奇心だ。よって、我々は同人物に外への興味を持たせてはならない。何をやっても死なない同人物は一度何かに興味を持ってしまえば、後は自分の肉体がどれだけ破は壊かいされようとも目的の物品、状況、場所、人物に向かって一直線に進んでしまう。

『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』に囲まれた難攻不落の箱ではあるが、同人物の性質を鑑かんがみると、これですら牢ろうとしては危うい。

　最も効果的な手法は、完全な闇やみ、完全な静せい寂じやくを提供する事で、同人物のあらゆる興味を消失させる事にこそあるだろう。

　同人物に好き嫌きらいの概がい念ねんはない。

　それが好意であれ悪意であれ、向けられたものには全すべて興味を示す。

　箱の中に封じた同人物は、それ故ゆえに、些さ細さいな光、波、音であったとしても、感知した途と端たんに強い興味を抱いだいてしまう事だろう。一いち撃げき二撃の散発的な事例ならともかく、一分以上の連続した刺激は特に危険で致命的と言える。

　我々は、些末な変化も与えてはならない。

　一度でも同人物が稼か働どうしてしまえば、それは高速思考の中で『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』を打ち破る方法を構築する事だろう。

　そして。『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』を打ち破るほどの手段を手に入れた同人物は、並大抵の方法で殺したり行動不能に陥おちいらせる事はできない。

　盾たてと矛ほこを手に入れた同人物が学園都市に放たれる事は、第一級警報コードレツドに相当するリスクと捉とらえるべきだろう。








第四章　異形から見た平穏　Release_Monster.
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　何かが爆発する音が、上かみ条じよう当とう麻まの耳を捉とらえた。

　意識は不安定に明滅していたが、その爆発音を命いのち綱づなにし、急速に浮かび上がってくる。

「……なん、だ……？」

「気づいたか？」

　雷神トールがこちらの顔を覗のぞき込んでいた。彼も上条同様に血を吐はいていたはずだが、上条よりは症状は軽かったらしい。

　場所はまだ『窓のないビル』の至近のまま。砕けて大きな穴を空あけた『演算型・カリキユレイト＝衝撃拡散性複合素材フオートレス』もそのままである。行動開始後、一〇分から二〇分が限界だという話だったが、あの条件はどうなったのか。

　その答えは、雷神トールが口に出した。

「無人攻こう撃げきヘリの『四枚羽』なら全部落ちた。あのフロイライン＝クロイトゥーネが、まるで子供が興味を持った昆虫の羽を毟っていくようにぶっ壊こわしやがったんだ。俺達の方に追撃の手が伸びてねえのは、多分優先順位が大きく変わったからだ」

「……そもそも、何が起きたんだ」

「分かんねえ」

　上条はゆっくりと身を起こす。

　倒れる直前、体の内側で何かが起きたようだったが……。

　雷神トールは吐き捨てるように、

「体の中にあった異物を高圧電流でぶっ壊したら体の制御が元に戻った。臓器の拒絶反応に近かったな。ひょっとしたら、肉眼じゃ確認できねえサイズの体組織を俺達の内部に突っ込まれたのかもしれねえな」

「彼女が『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』をぶっ壊したのは？」

「悠ゆう長ちように現場検証している訳じゃねえんだ。……ただ、やってる事は大して変わらねえのかも。ようは、ミクロな体組織をターゲットの内側に潜もぐり込ませて破は壊かい活動を引き起こす。ターゲットが生体の場合は拒絶反応で、無機物の場合は内側から膨ぼう張ちようして引き裂さく形でな。凍結で水道管を破は裂れつさせるようなもんだ」

「……、」

「ただし、そもそもフロイライン＝クロイトゥーネが何を操っているのか、その根幹の部分はまるで理解できねえ」

「え？　だって、体組織を操るんだろ。それに何やっても死なないって評判なんだ。だったら、自分の肉体を普通の人間とは違うレベルで操る能力者みたいなものなんじゃあ……？」

「何やっても死なない、なんてのが言葉通りの意味だとは思っちゃいねえよ。そこには絶対に何かがある。……かと言って、別にトリックがあるからお粗末なものだなんて考えてもいねえがな。多分、フロイライン＝クロイトゥーネの正体は、単純に死なないなんてレベルには留まらねえ。何かとんでもねえ法則に根付いたものじゃねえかと思う」

　あれがフロイライン＝クロイトゥーネ。

　特に準備も計画も必要なく、難攻不落の『窓のないビル』の装甲を突き崩し、上かみ条じよう当とう麻まや雷神トールを昏こん倒とうさせ、学園都市の防衛兵器群さえ粉砕していく存在。

「……守る必要なんてあるのか、って思ったか？」

　雷神トールが、嘲あざけるように言う。

「保護欲をかき立てる弱さがなけりゃ助けねえか？　特別な過去や事情を説明されなきゃ助けねえか？　感情移入できる可愛かわいらしさがなけりゃ助けねえか？　良く話し合って仲良しこよしのお友達にならなきゃ助けねえか？　……おいおい上条さんよ。上条当麻っていうのはそういう生き物だったっけ？」

「そうだな」

　上条は未いまだに肋ろつ骨こつの内側が軋きしんだような痛みを訴える中、吐はき捨てるように言った。

「そんな理由で助けるかどうか決めるんだったら、ぐじぐじ悩んでいる暇ひまでさっさとフロイライン＝クロイトゥーネの友達になれば良い。あいつの目が、こっちを向いているかどうかなんて関係ない」

　考えるべき事は色々ある。

　しかしその思考を遮しや断だんするように、上条の目線は、『窓のないビル』へと吸い込まれていた。

　より正確には、難攻不落とされたその装甲に空あいた巨大な穴と、その奥にある暗くら闇やみに。

　それは誘ゆう惑わくだ。

　上条自身も何によって誘さそい込まれているかは分からないが、あの穴の中には『何か』がある。

「欲をかくなよ」

　そう告げた雷神トールの視線も、同じように巨大な穴に向けられていた。

「……これは明らかに寄り道だ。本道から外れてる。穴の奥に何があるかは知らねえが、どうせ外壁をぶち破った程度で白日の下にさらされるようなもんじゃねえ。この誘いは、ブラフだ。迂う闊かつに踏ふみ込めばそのまま捕食されちまうぜ」

「分かってる……」

　この時、上条とトールの間には二つの道があったのだろう。

　フロイライン＝クロイトゥーネを追うため、『窓のないビル』の外へ目を向けるか。

　学園都市、あるいはもっと大きな意味での世界の謎なぞを探るため、『窓のないビル』の中へ目を向けるか。

　幸い……と呼ぶべきか、彼らには元々明確な目的があった。

「最優先はフロイライン＝クロイトゥーネだ。彼女を追い駆けよう」

「良かったよ。お前が昔話に出てくるような哀あわれな被害者にならなくて」

　雷神トールがどこかホッとしているのは、単に上かみ条じようが『闇やみ』に吞のまれるのを防げたから、というだけではないだろう。

　彼も、一人だったら誘ゆう惑わくに勝てたかどうか自信がなかったからだ。

　踏ふみ込めば、ほぼ確実に死亡するか、それより悲ひ惨さんな末路が待っていると分かっていても。

「……フロイライン＝クロイトゥーネはどっちに消えた？」

「今も爆音が響ひびいている方だろうよ」

「『グレムリン』やオッレルス側はいつ気づくと思う？」

「今も状況の変化に気づいていねえとしたら相当の馬ば鹿かだ」

　なら、やらなくてはならない事は一つ。

　速すみやかにフロイライン＝クロイトゥーネを確保する事だ。
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　そしてフロイライン＝クロイトゥーネは体育座りでたこ焼きの屋台の様子を眺めていた。

『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間という事で、完全下校時刻が過ぎた後も学生向けの飲食店は賑にぎわっていた。通常の店てん舗ぽの他に路上にも多くの屋台が並んでおり、商品の原価にそぐわない、意外に高額……というお祭りムード特有の商売が繰くり広げられている。

　学園都市は住人の八割が学生なので、屋台で働いているのも高校生ぐらいのバイトだった。

　……というか、本来であれば彼も『一端覧祭』で、自分の学校の準備をしなくてはならないはずの身分である。そんな訳で、クラスメイトにバレると結構面めん倒どう臭くさい立場なのだった。俗に『裏切り者』と呼ばれる『一端覧祭』特有のポジションである。

　千枚通しのような先せん端たんの尖とがった道具で、鉄板上の丸い食べ物がくるくると高速回転していく様がフロイライン＝クロイトゥーネの興味をえらく刺激するのか、先ほどから彼女の目は屋台に釘くぎづけ状態だった。

　一方のバイト学生としては、

（……そういえばたこ焼きってクリームとかチョコレートとか中に入れてるの見た事ないなあ。たい焼きみたいな革命はいらぬという事なのか……って、な、何だこいつ!?）

　たこ焼きというのは身近なようでいて、よくよく調べてみると意外に先入観や思い込みでイメージを補正している事が多い謎なぞの食べ物だ。バイト学生自身、この千枚通しみたいな道具（彼にはその名前も分からなかった）を一つだけ使って焼いている途中のたこ焼きを回しているものだとしばらく勘かん違ちがいしていたが、厨ちゆう房ぼうが見えるチェーン店で観察していて、実際には二本使うものだと初めて気づいた。

　同様に、保存に適したコンビニ売りのものとごっちゃになっているのか、中までがっつり火が通っているものを思い浮かべていたのも、危うく大失敗に繫つながるところだった。

　こちらをじーっと観察しているフロイライン＝クロイトゥーネを当然のように不ぶ気き味みに思うバイト学生だが、鉄板のたこ焼きは現在進行形で完成に近づいているので手を休める事はできない。しかしそれ以外にも、手慣れた作業を継続する事で精神の安定を図る効果を無意識の内に求めているのかもしれなかった。

（……な、何だ？　腹が減っているのか？？？　でも商品だから無む暗やみにあげる訳にもいかないしなあ）

　一個二個なら与えても商売の上でそれほどの打だ撃げきを受ける訳ではない。が、その様子を別の誰だれかに目撃されて『俺も俺も』と人が集まってくると大問題になるのである。

　そんな事を考えていたバイト学生だったが、やがて自分の推測が間違っている事に気づく。

　路上でうずくまったままのフロイライン＝クロイトゥーネの両手が、微かすかに動いていた。それがたこ焼きを回す自分の手の動きを真ま似ねている事に、バイト学生はようやく思い至る。最初の方こそ拙つたない動きだったが、徐々にその仕草に芯しんが通っていく。彼女の手には何も握られていないのに、パントマイムのように柔らかく曲線を描く指先は専門の道具を手にしているような錯さつ覚かくさえ感じさせてくる。

（ていうか何なんだろう。格好もおかしいし……寒くねえのか？？？　『一いち端はな覧らん祭さい』の出し物の衣装の仮かり縫ぬいでもやってたのかもしれんけど）

　と、その時だった。

「おい!!　そこの!!」

　太い男の叫び声が聞こえた。

　バイト学生はびくっと肩を震ふるわせて、振り向いた先でもう一度大きく身を震わせた。相手は完全装備の警備員アンチスキルだったのだ。それも四人一組。そこらのコンビニ強ごう盗とうぐらいなら十数秒で片をつけられる戦力である。

　一いつ瞬しゆん、『一端覧祭』準備期間中にバイトに精を出している『裏切り者』状態が何かの条例に抵触したのかと思った学生だったが、それもすぐに勘違いだと分かる。彼らは路上でうずくまっているフロイライン＝クロイトゥーネを取り囲んだのだ。

　警備員アンチスキル達は無線機を取り出して、どこかと連絡をしている。

「該当人物を確認。今、こちらで拘こう束そくした」

『……、』

「は？　それは私達の管かん轄かつではない。そちらに護送する理由は？　説明できないでは従えない！　相手はすでに無人攻こう撃げきヘリを四機も食い潰つぶしているんだ。護送の距きよ離りはできるだけ短い方が安全だ!!」

『……、』

「待てよ。待ってくれ。良いか、そもそも通常の手続きなら私達の支部へ運ぶのが順当なんだ。何な故ぜ、私達が説明を求められるのか教えてくれ。納得ができなければ私達は通常の手続きに従うだけだ」

　元から体育教師がスーパー進化したような威圧感を持つ警備員アンチスキルだが、どうやら内輪で揉もめているようで、その雰ふん囲い気きがさらに倍加していた。

　特に意味もなく怯おびえるバイト学生だったが、敵意の中心核にいるフロイライン＝クロイトゥーネの顔にさしたる変化はない。わずかに首を傾かしげた程度だ。

（……な、何なんだ？　実はゲストの外交官でも装よそおった産業スパイだったとか？）

『一いち端はな覧らん祭さい』は学生メインの内向きなイベントだが、特に重要な協力機関の高官などが視察に来る事は珍めずらしくない。そうした枠組みに収まるように、身分を偽ぎ装そうしようとする者もたまに出てくるらしいのだが……。

　そこまで考えたバイト学生は、何か嫌いやなものを見た。

　先ほどまで自分のたこ焼きを焼く仕草をなぞっていたフロイライン＝クロイトゥーネだったが、今は両手の指先の動きが別のものに変わっていた。単にたこ焼きの動作が下へ手たくそになったのではない。明らかに系統の違う動きに切り替わっている。

（待て。これって……）

　バイト学生は体育座りのフロイライン＝クロイトゥーネが眺めているものを、改めて目で追ってみる。

　警備員アンチスキル。

　連絡の不備でもあったのか、無線機を通して揉め事を起こしている銃器のプロ達を眺め、彼女は何かを吸収している。それを両手の指先の動きで表現している。

　たこ焼きと同じだ。

　最初の方こそ拙つたなかったが。

　時間の経過と共に、加速度的にその精度が向上していく。

「とにかく!!　十分な説明と法的根拠が提示されない限り、私達はその指示には従えない!!　分かったら法務の専門家でも私達の支部へ向かわせる事だな。法律学の教授さんなんかが良いか？」

　まずい、とバイト学生は思った。

　警備員アンチスキルはフロイライン＝クロイトゥーネの仕草の変化に気づいていない。そして、この小さな情報を知っているのと知っていないのとでは、何か致命的な分かれ道を進まされるような気がするのだ。

　相手が必要以上に苛いら立だっているせいか、声をかけるべきかどうか、バイト学生は一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんした。

　そして、それが明暗を分けた。

「桃沢、手て錠じようで被疑者を拘こう束そく。八城は車を回して来い！　妙な横よこ槍やりが入ったが気にする事はない。これは私達の……」

　言いかけた警備員アンチスキルの言葉が途切れた。

　フロイライン＝クロイトゥーネが音もなく立ち上がったのだ。

　四人もの人間が取り囲んでいる状態なら、身じろぎした時点で肩を摑つかんで地面に押し付ける事もできたはずなのに……。

「お、おい!!」

　慌あわてたように警備員アンチスキルが威い嚇かくの声を発したが、何かズレているとバイト学生は思った。

　たとえるなら、すでに駅のホームから列車に飛び込んだ人間に向かって、必死に人生の素晴らしさを説き伏せようとしているような。




　直後の出来事だった。

　目の前の情景から暴力的な何かを吸収した彼女の手によって、鈍い音が連続した。
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　つまり迷子なのだった。

　フレメア＝セイヴェルンは夜の学園都市であちこちを見回す。歯科医院を出た後、フルーツ入りのマシュマロの屋台に意識を持っていかれてふらふらと歩道を歩いた所までは覚えているのだが、気がつけば浜はま面づらや滝たき壺つぼがいなくなっていたし、すぐ近くにあったはずの歯科医院も見つからなかった。

「……まったく、この歳としで迷子とは。大体、浜面も恥はずかしいヤツだし！　にゃあ！」

　電飾に彩いろどられた街の真ん中で仁に王おう立だちになり、フレメアは宣言する。

　真の迷子とは、現状の把は握あくができないものである。

　ちなみにフレメア＝セイヴェルンの学がく生せい寮りようは、小学生の多い第一三学区にある。彼女の知る由よしもないが、『新入生』の残党などからの襲しゆう撃げきを懸け念ねんし、近くにある二四時間営業の喫茶店には新生『アイテム』の内の誰だれかしらが詰めていたりもした。

　でもってここは第七学区。

　そもそもにおいて、学区をまたいだ移動自体が珍めずらしく、大抵は浜面のズボンのベルトを手すり代わりに摑つかんで人混みを誘ゆう導どうされる形だったフレメアには、自力で帰るだけの情報がインプットされていない。よく、酔よっ払いにも帰巣本能が働くとされるが、フレメアの場合は帰巣本能を正常に機能させるための初期設定が整っていない状態なのだ。

「大体、お腹なかもすいてきたけど……迷子になった浜はま面づらを置いておく訳にもいかないな。ここはお姉さんがちゃんと見つけてあげないと!!」

　全力で間違った方向に決意するフレメアは、とりあえず第七学区の案内板に目をやる。

　……そんなもん見た所で浜面や滝たき壺つぼの位置が分かる訳もなく、根本的に今自分がどこに立っているかも理解していないフレメア＝セイヴェルンだったが、彼女は何やら得意げに二回ほど頷うなずいてみせる。

　そして宣言した。

「その辺ぐるっと回って大きな円を描けばきっとどこかで浜面とぶつかるし!!」

　第七学区の広い範囲をできるだけ一筆書きで塗り潰つぶそうとしているようなのだが……富士の樹海で迷子になったらどっちか一方にまっすぐ進めば良いじゃない、ぐらいの机上の空論だった。それができれば苦労はしない。そもそもフレメアは案内板の縮尺がどれぐらいなのかも見ていなかったのだ。

　そんな訳でミサイル少女フレメア＝セイヴェルンが案内板から目を離はなし、最初の一歩を踏ふみ出そうとした時だった。

　しょっぱなから誰だれかと激突した。

「にゃーっ!!」

「な、何だ何だ、ってミサカはミサカは驚きよう愕がくしてみたり。……ハッ!?　迷子発見!!」

「ま、迷子じゃない!!　にゃあ！　私はお姉さんなのだ!!」

　……クローン人間特有の同一振幅脳波を利用した電磁的情じよう報ほう網もう、ミサカネットワークから総ツッコミを受けている状況なのだが、自覚のあるなしに拘かかわらず、二人の少女はそんな事は一切気に留めない。

　打ち止めラストオーダーと呼ばれる少女はフレメア＝セイヴェルンを上から下までじろじろ眺め回した後、大して身長も変わらないのに何な故ぜか胸を張った。

「仕方がないなあ。ここは大人なミサカが迷子を助けてあげよう、ってミサカはミサカは超上から目線で大人ぶってみたり」

「大体、このような背の順の先頭で両手を腰に当てるヤツから施ほどこしを受けるような事をしている覚えはない!!　私を舐なめないでもらおうか!!」

「無理に背伸びをするのが子供の証あかしなのさ。むしろホントの大人は若さを懐なつかしむ生き物なのだよ、ってミサカはミサカは知ったような口を利きいてみる」

　すると、フレメアはビシィ!!　と打ち止めラストオーダーに人差し指を突き付け、最大の切り札をテーブルへ放つように、街中で大声で思い切り叫んだ。

「私はブラをしている!!」

「なーっっっ!!!???」

　自前の発電系能力を駆使して、背後に雷のエフェクトを発生させて驚きよう愕がくする打ち止めラストオーダー。……フレメアもフレメアで、この最大の切り札でとどめを刺せなければ何かに敗北すると考えているのか、さらに畳たたみ掛けるようにこう続ける。

「そしてすでに自分のブラを自分で選んでいる!!　せくすぃーな下着売り場など自分の庭も同然！　だから大体キサマのようなお子様とは根本的な所で異なる次元にいる生き物なのだ!!」

「ゆ、許せん。それはミサカの遺伝的特徴に対する挑発行為だなーっ!!　ってミサカはミサカは半べそかいてみたり!!」

　……ちなみに遺伝情報のオリジナルである御み坂さか美み琴ことの胸囲も『惨さん憺たんたる有り様』なのだが、その母親の御坂美み鈴すずは大したものである。なので一いち縷るの望みまで奪われた訳ではない。

「子供め!!」

「何だとお子様め!!　ってミサ」

「こんな迷子はお家うちに帰してやる!!」

「それはこっちの台詞せりふだこの迷子め!!　ってミサカはミサカは最後まで言わせろと難なん癖くせつけてみる!!」

　お互いの髪の毛を摑つかんで取っ組み合いになりかける少女達だったが、その時、夜の学園都市上空を飛ぶ飛行船の大画面から、ローカルな旅行番組の宣伝が流れてきた。

『大人の女性であれば、不意のお客様のおもてなしにも戸惑わないでおきたいところ。今週の「事情通レディース」は電話予約なしでも利用できる、学園都市の隠れた一流料理店スペシャル！　詳細はケーブルテレビのアーバンチャンネルで!!』

「……、」

「……、」

　フレメア＝セイヴェルンと打ち止めラストオーダーはしばし夜空を見上げていた。

　そして同時にお互いの顔を睨にらみつけ、意外に息の合いそうな調子で同時に宣言した。




「「学園都市の名店巡り、事情通対決で勝負だ!!」」




　少女達の発想直結式思考回路にかかってしまえば、迷子の浜はま面づらも薬味の細ネギもお手上げなのだった!!
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　あちこちでサイレンの音が響ひびいていた。

　赤い明滅が夜の夜景を汚しているが、その種類は実に雑多だ。基本的には警備員アンチスキルの特別車両のものが多いが、消防や救急もてんてこまいになっている。夜の暗い空をバックにしているため分かりにくいが、ドクターヘリなどもかなりの数が飛び交っていた。

　しかし、『一いち端はな覧らん祭さい』の準備に追われる学生達は気楽なものだった。

　あるいは、日々の生活から切り離はなされた準備期間中だからかもしれない。

「なになに？」

「ハメ外し過ぎてさ、校舎ん中に酒でも持ち込んだヤツがいるんじゃないの？」

「警備員アンチスキルや救急車ならともかく、それで消防車が動くって事はないっしょ」

「『一端覧祭』があるんだしさ。消防隊の皆さんも色々アピールするんじゃないの？　ほら、校庭で消火ホースを構えて、勇ましく天ぷら油の火災を火消ししたりさ」

　……もちろんそんな訳はないのだが、学生達はそういう風に自分達の枠の中で事態を納得しようとする。危機を感知しない事が危機回かい避ひ能力と同義であると勘かん違ちがいするかのように。

　学校で夜通し作業を続けるための夜食を大量に買い込んだ学生達が通り過ぎるが、そんな彼らが何一つ気に留めない風景の中に、自販機と寄り添うようなベンチがあった。

　問題なのは自販機でもベンチでもない。

　そのベンチで寝転がっている、褐色の肌に銀の三つ編みの少女である。

　マリアン＝スリンゲナイヤー。

　ベンチの裏で屹きつ立りつしているのは『投擲の槌ミヨルニル』と呼ばれるドラム缶型の人間であり、二人とも世界を震しん撼かんさせる『グレムリン』の正規構成員である。

「……なぁーんか、あっちこっち騒さわがしくなってきたねえ」

　背後の『投擲の槌ミヨルニル』がガタゴトと揺れた。どこか嬉うれしそうに見えるのは、状況の変化についてではなく、マリアン＝スリンゲナイヤーがぼーっとした状態から周囲へ目を向けるようになったからだろう。

　警備員アンチスキルの特別車両が向かっていく方向は、よくよく観察してみれば一定の法則があった。もっと詳しく情報を分析していけば、『学園都市の騒そう動どうの中心点』を抽出する事もできたかもしれない。同時に、『中心点』は一ヵ所に留とどまらず、まるで街の中を吞気にふらふらと見て回っているような、不規則な動きをしている事にも。

　……のだが。

「どうしよっか？」

　まるで夕飯はハンバーガーにするか立ち食い蕎そ麦ばで済ませるか、ぐらいの気楽な台詞せりふだが、マリアン＝スリンゲナイヤーが言うからには相応の意味がある。

　一人二人殺害する、程度でも済まない。

　土地を、地形を、都市を、文化を、歴史を……滅ぼすか否いなか。

　それまでそこにあった景色の全すべてを、グロテスクとサイケデリックで塗り潰つぶすか否か。

　そのレベルでの問いかけだ。

　対して、『投擲の槌ミヨルニル』はガタゴトと揺れた。

　自らそういう形での最適化を望んだ彼女は、『グレムリン』の中でもほとんど例外的と言って良いぐらい、マリアン＝スリンゲナイヤーの言動に一切の忌き避ひ感情を抱いだかない稀き少しような人材だ。直接的な戦せん闘とう要員でありながら、同時に状況の調整役として機能していた雷神トールがいなくなれば、彼女達の作戦会議はとてつもなく不ふ穏おんな方向へと転がっていくのは自明の理だった。

　急な坂道の上に置かれた巨大な岩。

　少しでも誰だれかが力を加えれば、簡単に転がり出す上、勢いをつけてしまえば何者にも状況を止められなくなる。

　それは、坂道を転がる大岩自身でさえも。

　ベンチに寝転がったまま、マリアン＝スリンゲナイヤーはオーバーオールの懐ふところに片手を突っ込む。出てきたのは、黄金で作られた鋸のこぎり。人体改造、またはそこから発展させた人体破は壊かいを旨むねとする、人を死なせずバラバラに作り変えるための工具である。

『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間中という事もあって、手の中で刃物を軽く回すマリアンを咎とがめる学生達はいない。

　彼女は『まだ』、この街の平穏な景色の一部として捉とらえられている。

　ほんの少し。

　その背中を押すだけで、見渡す限りの赤と黒を作り出す存在ではあるのだが……。




「……やっぱメンドクサ。やる気出なぁーい」




　ドラム缶がガタゴトと揺れたが、マリアン＝スリンゲナイヤーはふて寝をする事にした。

　魔ま術じゆつ師しとは、己が原動力となる目的なしには腕を振るえぬ生き物である。
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「桃沢と柿田の班がやられた？　馬ば鹿か野郎!!　手柄で欲でも張ったか！　下へ手たに独占しようとするからそういう事になるじゃんよ!!」

　無線機に向かって警備員アンチスキルの黄よ泉み川かわ愛あい穂ほは叫ぶ。

　第七学区の中心地にある『窓のないビル』……そこから少し離はなれた場所だ。警備員アンチスキルの特別車両が何台も停とめられているが、治安の維持と状況の解明を担になっているはずの黄泉川達は、爆心地に立ち入る事を許可すらされていない。

　青いビニールシートで切り取られた風景。

　黄泉川の目と記き憶おくに間違いがなければ、シートで覆おおわれる前は『窓のないビル』の壁が大きく破は壊かいされていた。核兵器でも破壊不能とされた『窓のないビル』の装甲板が、だ。

「逃走中の被疑者の詳細は不明だが、おそらくは『演算型カリキユレイト＝・衝撃拡散性複合素材フオートレス』を内側から破壊し、事態の収拾のために緊きん急きゆう出しゆつ撃げきした無人攻撃ヘリの編隊を残さず撃破している。武装、能力……あるいは単純な腕力か。それすら把は握あくできていないが、気を抜くな。被疑者の攻撃手段は私達のジャケットを貫くものと思うじゃんよ。発見しても単独では手を出すな！　分かったか!?」

　その怒ど声せいを聞きながら、上かみ条じよう当とう麻まはすぐ近くの自販機の陰に寄り添っていた。

　騒さわぎが大きくなり過ぎている。

　同じように身を隠す雷神トールがため息をついた。

「遠からず検問が強化されるな。当然、俺達にはそんなもんに付き合っている暇ひまはねえ」

「『グレムリン』はお前の他に誰だれが派遣されているんだ？」

「誰だろうと、そっちはまだ動いちゃいねえさ。動いていたら学園都市の形はとっくに変わってる。降って湧わいたチャンスが罠わなじゃねえか確認を取っている最中なのかもな」

　雷神トールは舌打ちして、

「オッレルス側も『水面下に出ない動き』をしているはずだ。フロイライン＝クロイトゥーネはどっちの手に渡っても悲ひ惨さんな末路を辿たどる。早く見つけねえとヤバいぜ」

「……いいや」

　上条は静かに否定した。

「お前の推測が正しければ、『グレムリン』もオッレルス側も、突然放り出されたフロイライン＝クロイトゥーネの情報に半信半疑になっているはずだ。直接接触している訳じゃない。……今ならまだ誤ご魔ま化かせる。デコイの情報を流して『やっぱりあれは罠だった。迂う闊かつに触ふれるな』って思い込ませる事ができれば、フロイライン＝クロイトゥーネから遠ざけられないか？」

「なるほどねえ。具体的に必要なものは？」

「俺やお前が、それぞれの勢力に直接『アドバイス』をしたって信じてもらえない。だったらフロイライン＝クロイトゥーネの正しい情報が伝わる前に、誰よりも早く俺達がこっそり撒まき餌えを仕掛ける。あいつの周りで『いかにも罠だ』って行動を示したい」

　となると、まず問題なのは警備員アンチスキル満載のこの状況からどう逃げ切るかだ。

　放っておくと雷神トール辺りが暴れ出しそうだが、その悪目立ちを『グレムリン』やオッレルス側に察知され、注目されてしまえばおしまいだ。小細工を施ほどこす前に動きを逐ちく一いち観察される体制を作られてしまったら、罠を張れない。

　上条は雷神トールの肩を叩たたき、人差し指で視線を誘ゆう導どうした。

「セオリー通りに行こう」

「消防車？」

「分厚い防火服は顔も体のシルエットも全部隠してくれる。人相も年齢も分かりゃしない。あれをちょっと借りて、安全に包ほう囲い網もうを抜け出そう」
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　打ち止めラストオーダーとフレメア＝セイヴェルンがやってきたのは第一〇学区だった。

　第七学区と隣りん接せつした学区で行き来は難しくない……のだが、この学区の最大の特徴は『治安の悪さ』の一語に尽きる。配送業者がわざわざこの学区を迂う回かいして目的地に向かうという逸いつ話わすらあるほどの状況。平時でさえそんな伝説を残す学区なのに、今は夜で、しかも『一いち端はな覧らん祭さい』の準備でみんながみんな羽は目めを外し気味……となれば、彼女達が気軽にやってきて良い場所ではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　治安最悪の第一〇学区に迷い込んだ女の子二人を、どんな手を使っても良いから必ず救出しろ!!　なんていうキャッチコピーをつけたら、映研辺りの自主製作アクション映画が一本撮れてしまいそうな感じである。

　が、打ち止めラストオーダーとフレメア＝セイヴェルンには共通する特徴がある。

　自分の身に降りかかる危機的状況に極きわめて鈍感、という点だ。

「ふふん。あそこの立体駐車場が学園都市でも有名な『屋台尖せん塔とう』なのだ！　ってミサカはミサカは胸を張ってみたり」

「だ、大体私だってそれぐらい知ってる！」

「では『屋台尖塔』の中で一番人気のあるお店は知ってるかなー？　ってミサカはミサカは畳たたみ掛けてみる」

　立体駐車場に停とまっている車が全すべてワゴン車やキャンピングカーを改造した屋台になっている、と考えれば分かりやすいか。客席用の椅い子すやテーブルを広げる都合で駐車スペースを満車状態にする事はできないが、それでもたった一棟のビルの中に、実に四〇〇から五〇〇もの店てん舗ぽが詰め込まれている計算になる。

　立体駐車場は密閉空間ではないものの、万に一つの可能性に備えて、排ガスを逃がすための換気扇や空調ダクトなどは必要以上に増設してあった。不規則に並ぶＬＥＤ電球の照明と合わせて、ビル自体がどこか手作り臭の漂うジャンクな雰ふん囲い気きで満ちていた。

　屋台の並ぶ街並みはどこも統一感がなく、雑多で薄うす汚よごれたイメージに支配されているものだ。まして第一〇学区は治安最悪な事で有名な街。髪を染めたりスキンヘッドにするなど当たり前。お客さんの間では傷跡やタトゥーが眼鏡やコンタクトレンズと同じ感覚で普及している。

　ぶっちゃけ、打ち止めラストオーダーやフレメアなど、建物の中に入って五秒でゲームオーバー……と思われがちだが、

「あれ？　何でこんなトコに子供来てんの？」

「だめだよーおっさん！　パンフにこんな汚れたトコ載せちゃあ！　人畜無害なのがカツアゲに遭あっちゃったらどうすんの!?」

「そこの暇ひまそうな二人！　煮卵サービスしてやるからボディガードやってやれ!!」

「おうちに帰るまでが遠足だからさ、とりあえずデカい駅に着くまでは気を抜かんでねー」

　意外に、敵でもないが味方でもないぐらいのポジションの人達が多かった。

　不良の鉄則（笑）にはこうある。

　ちびっこと雨の日の捨て猫には優しくしなければならないのだと!!

「大体、上の階になっていくとお店のラインナップが変わっていく仕組みだったはず」

「うむうむ。出入口に近い低階層は大量来客、大量消費のジャンクフード系で、上階層は客足は少なくても生計を立てていける、こだわりだらけの通好みになっていくんだぞ、ってミサカはミサカは説明してみたり」

　打ち止めラストオーダーは人差し指を立てて、

「そんな上階層なのにメチャクチャお客さんが入ってくるとんでもないお店があるの、ってミサカはミサカは説明を追加してみる」

　立体駐車場にはエレベーターもあるのだが、デパートやホテルと違って何基も並列に設置されている訳ではない。多くの客が殺到すると順番待ちでケンカになりかねないので、使用は禁止されていた。なので、二人も他の客と同じく、緩ゆるやかなスロープを何度も上って最上階を目指す。

　上に向かうにつれて料理が一般受けを意識しない造りになっていく、という打ち止めラストオーダーの言は正しかったようで、最上階ともなると燕えん尾び服ふくのマスターが管理するコーヒーショップや、屋台にも拘かかわらず着物のお姉さんが懐かい石せき料理を出してくる店なども珍めずらしくなくなってくる。……それでいて値段は恐ろしく安いので、そのあまりの安さに手放しでは喜べなさそうな何かを感じさせていた。

　フレメア＝セイヴェルンと打ち止めラストオーダーはそんな事情なんぞ気づいていない。

　主に打ち止めラストオーダーの先導で、二人は最上階の奥へと向かう。

　一つの屋台があった。

　小型のトラックを改造した屋台ではあるのだが、他の多くの屋台と違って、車内にキッチンスペースを確保しているのではない。本格的なキャンプ用品をトラックの周りに展開し、広い空間を使って料理をしている。人気店との事だが、何かのタイミングなのか今は空席が多い。

　料理人は一人だけだが、それとは別に料理ともサービス業とも無縁そうな女が三人ほどいた。第一〇学区で一月も暮らせば、それがボディガードという名前で雇われる汚よごれ仕事担当だと分かるはずだ。

　しかし何度も何度も言う通り、打ち止めラストオーダーもフレメア＝セイヴェルンもそんな事情なんぞ知った事ではない。

　先せん端たんに青白い発光ダイオードを明滅させる、ニコチンゼロの電子煙草タバコのように見えて実は何なのか怪しすぎる一品を口から離はなしてケースにしまうボディガード達を無視して、二人は唯ゆい一いつの料理人の方へと向かっていく。そこらに置いてある椅い子すやテーブルの配置など気にせず、ガタゴトと押しのける始末だ。

　打ち止めラストオーダーが言う。

「いつものヤツを出してもらおうか！　ってミサカはミサカは勢い込んでみたり!!」

「……つーか一度も見た事ねえよ。あとその文言、この学区じゃ無む暗やみに口に出すな。妙な取引に巻き込まれるぞ」

　料理人の口から出てきたのは、感情を感じさせない、平へい坦たんで低い声だった。

　フレメアは勝手にキャンプ用品の椅子に腰かけ、あちこちに目をやりながら、

「大体、ここって何のお店なの？」

「中華だよ」

「にゃあ。中国の人には見えないし」

「塩バターラーメンだの辛からくないラー油だのも中華料理って呼ぶ国なんだよ、ここは」

　打ち止めラストオーダーも同じように椅子に座りつつも、何な故ぜか顎あごを引いて知ったかぶった顔つきを崩さない。

「このお店にはメニュー表がない事をミサカは知っているのだ、ってミサカはミサカは隠れた事実を公表してみる。何故なら取り扱っている料理は一つしかないからな!!　ってミサカはミサカは指まで差して情報をぶつけてみたり!!」

　ボディガードの一人が『料理はね』と呟つぶやき、直後に別の女性から足を踏ふまれる。

　料理人は感情のない瞳ひとみで、

「ま、お代さえあれば何でも良いか」

　呟くだけ呟くと、彼は銀色の寸ずん胴どう鍋なべの蓋ふたを開けて、馬ば鹿かデカいフォークのような道具で中身を突っつく。

　フレメアは鼻をひくつかせ、妙に甘ったるい匂においを嗅かいで眉まゆをひそめ、

「……ここは何を売っているお店なの？」

「デカい肉、ってミサカはミサカは即答してみたり」

　打ち止めラストオーダーは無意味に胸を張りながら、

「なんと漫画の中にしか出てこないような凄すさまじく巨大なお肉が出てくるのだ!!　ってミサカはミサカはモノも見た事がないのに適当な事を口走ってみたり!!」

「だ、大体見た事がないって認めた!!　にゃあにゃあ!!」

　そして宣言通りの物が出てきた。

　ファミリー用のピザでもそのまま乗っかりますといった感じの大皿には、付け合わせの野菜など一切ない。ただ、巨大な皿を横断するように馬鹿デカいチャーシューが丸々一本置いてあるだけだ。太さは市販のロールケーキより一回り大きいぐらいか。

　打ち止めラストオーダーは付け焼刃の外国語が海外で通用した時のような表情で、

「ほらなーっ!!　ってミサカはミサカは目を輝かがやかせてみたり!!」

「……大体、見た目はチャーシューっぽいけど、なんか甘い匂においがする。あと外側がカリカリしてるっぽい。ラーメンの上に載っているものと同じなの？」

「ありゃ日本のラーメンに合うようにアレンジしてあるもんなんだ。そのまま喰くうには油っ気が強過ぎる」

　仕事は終わったとばかりにスポーツ新聞を広げながら適当に答える料理人。

　フレメアは小首を傾かしげて、

「じゃ、じゃあ、ナイフとフォークとか……」

「ちっちっちっ、ってミサカはミサカは人差し指を振って効果的な前フリをしてみたり」

「……大体、それ以上もったいぶったらチャーシューのタレを服につけるよ」

「待って待って!!　ミサカがちゃんと説明するからそれちょっと待って!!　ってミサカはミサカは制止を促してみたり!!」

　慌あわてた打ち止めラストオーダーは両手であんまり意味のないガードを取りつつ、

「漫画に出てくるみたいに馬ば鹿かデカいお肉って言ったでしょ、ってミサカはミサカは確認を取ってみたり。チミの思い描くバカ肉とはナイフやフォークでお上品に切り取って口に運ぶものなのかね!!　ってミサカはミサカは質問してみる!!」

「……大体、だったらどうやって食べるの？」

　フレメアの言葉に対し、打ち止めラストオーダーは行動で示す。




　こうだろう、と。

　巨大肉の両りよう端はしを手で摑つかみ、その中央部分にばくりと喰くらいつく形で。




　その瞬しゆん間かん。

　フレメア＝セイヴェルンの時間が停止し、彼女の中にあった常識が確実に崩れ去った。

　そして湧わき上がる本能のままに口を開く。

「漫画だ!!　漫画のお肉だ!!」

「だろー？　ってミサカはミサカは得意顔になってみたり」

「……にあー。そうか、これはマンモスの料理だったんだな……」

　微妙にずれた感心をしているフレメア＝セイヴェルンも巨大肉料理に向かっていく。
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　警備員アンチスキルの包ほう囲い網もうの外側にある、高級ホテルの資材搬はん入にゆう口ぐち近く。上かみ条じようと雷神トールの二人は脱いだ防火服を金属製のダストボックスに放り込み、その場を離はなれる。

　雷神トールは歩きながら、

「重要なのは、フロイライン＝クロイトゥーネ、『グレムリン』、オッレルス勢力の三つだ。全部学園都市の中を回遊しているけど、俺達にゃあ誰だれがどこにいるのか分かりゃしねえ」

「……『グレムリン』もか？　お前の仲間なんだろ」

「常に互いの位置情報を確認し合っているようなら、俺だってこんな小細工をするチャンスはねえさ。一応、連絡を取り合えば合流はできる。ただ、無意味に何度も合流を繰くり返せば今の動きを怪しまれるかもしれねえ」

　大きな幹線道路沿いの歩道を進んで、騒さわぎの中心点からひとまず距きよ離りを取る。途中で『一いち端はな覧らん祭さい』の準備を夜通し進めているらしい学生達のグループとすれ違う。警備員アンチスキルが歩道橋の上からあちこちを見回しているのを見て上かみ条じようの背せ筋すじが強こわ張ばりそうになるが、雷神トールの肘ひじで脇わきをつつかれて我に返った。意識すれば余計に注目を浴びるだけだ、という事だ。

「そういうテメェはどうなんだ。オッレルスから接触はあったんだろ」

「連絡先を交換した訳じゃないし、どこを歩いているかは知らない。そもそも、あいつがどれだけ仲間を引き連れてきたのかも分かってないんだぞ。……当然、そんな俺がいきなり『グレムリンと戦うのをやめろ』とか『フロイライン＝クロイトゥーネの周りには罠わながある』なんて言っても信じてもらえない。ていうか、その情報はどこで手に入れたって怪しまれるのがオチだ」

「となると」

「仕掛けるなら『グレムリン』だ。明確な連絡先もあって、お前は信しん頼らいされている。学園都市の精鋭とオッレルス勢力が同時に来るって思い込ませる事ができれば、少なくとも『グレムリン』は事実確認が終わるまで、安易にフロイライン＝クロイトゥーネの情報に近づこうとは考えないはずだ」

「へいへい」

　遮さえぎるように、雷神トールは言葉で割り込む。

「その場合、オッレルス側が野放しになっちまうよ。確かに『グレムリン』はろくでもない目的にフロイライン＝クロイトゥーネを使おうとしちゃいるが、彼女をオッレルスに預けて丸く収めるなんて思うなよ。彼女は『グレムリン』の……つーか魔ま神じんオティヌスの計画の要かなめだ。オッレルス勢力が並の方法じゃ死なないフロイライン＝クロイトゥーネをひとまず殺して計画を妨ぼう害がいしようって考えない訳じゃねえんだからな」

「『グレムリン』が俺達の罠にかかれば、当然だけど強く警戒するはずだ。……その『変化』をオッレルス勢力が嗅かぎ付けたら、おそらく偵察なんかをすると思う。第二の罠を張るならそこだ。あいつらが街のどこにいるかは知らないけど、『変化』に気づけばオッレルス勢力はのこのこやってくる。ここでなら接触もできる」

　そしてオッレルス勢力の目となり耳となる偵察係にデコイの情報を渡す事ができれば、勢力全体の状況判断能力を失わせる事が可能となる。

「『グレムリン』は科学サイドとオッレルス勢力が同時に攻め込んでくると思い込み、オッレルス勢力は『グレムリン』と科学サイドが同時に攻め込んでくると思い込む、って訳か」

　そしてお互いが警戒していて動かない中、上かみ条じよう達がフロイライン＝クロイトゥーネを確保して雲隠れしてしまえば、ようやく彼女の身を守る事ができる。

　雷神トールは自分の口で呟つぶやいてから、

「……ただそいつは相当の綱つな渡わたりだぜ。混ぜるな危険の『グレムリン』とオッレルス勢力の物理的な距きよ離りは当然縮まる。罠わなが機能しないでお互いがかち合っちまったら最悪だ。その場で争奪戦になっちまう。彼女が余波に巻き込まれない方が不思議だぜ」

「お前達が入り込んできた時点で、もう綱渡りは始まってる。……一日でも、半日でも、俺達の罠で時間を稼かせぐ。最優先はフロイライン＝クロイトゥーネを助ける事だけど、それにも準備を積んでいく必要がある。時刻表ミステリーみたいにやりくりしないと全部破は綻たんするぞ」
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　満腹になった打ち止めラストオーダーとフレメア＝セイヴェルンは立体駐車場を利用した『屋台尖せん塔とう』から出てきた。

　そして二人して首を傾かしげる。

「……駅ってどっちだっけ？　ってミサカはミサカは首を傾げてみたり」

「大体、私に聞かれても困る。にゃあ、事情通じゃないの？」

「事情通だし！　ちょっとしたクイズ感覚なの!!　ってミサカはミサカは一から十まで説明してみたり!!」

　彼女達も保護者から携帯電話を持たされているので、地図サービスなどを開けば現在地も目的地も検索できる状況ではあるのだが……普ふ段だんあまり使っていないサービスの事は、困った時も頭の中には浮かばないものである。

　治安の悪い第一〇学区ではあるが、道路標識などは割と豊富だ。理由は簡単で、地価が安い事を理由に『他の学区では敬遠される』様々な施設が凝ぎよう縮しゆくされているからだ。

　しかし一方で、どうあっても治安最悪な第一〇学区ではそうした道路標識の指示が正しいという保証すらない。

　標識を折り曲げたり、勝手に付け替えたりして、矢印の向きが本来あったものとは別の方へ向けられている場合も珍めずらしくないのだ。

　何でそんな事をするのかと言われれば、おそらくこの学区の住人は理由はないと答えるだろう。夜の学校で窓ガラスを叩たたき割る延長線上でしかないのだから。

　そんな訳で。

「大体、第七学区は北だから、とりあえずそっちに向かってずっと歩き続けていればいつかはどこかに辿たどり着くはず」

「おおうナイスアイディア!!　ってミサカはミサカは目を輝かがやかせてみたり!!」

　迷子まっしぐらな選せん択たく肢しを選んで突とつ撃げきする馬ば鹿か二人。

　しかし五〇〇メートルも進まない内に最初の難関が迫ってきた。

　Ｔ字路に突き当たり、そのまま真まっ直すぐ進めなくなってしまったのだ。

「……どうするの？　ってミサカはミサカは念のため確認を取ってみる」

「にゃあ！　分からない事は人に尋ねれば良い!!」

　そして現在地も分からないのに、さらに適当な方角に向けて爆走していくフレメア。打ち止めラストオーダーを引きずるように移動する彼女は、とりあえず近くにいたからというアバウト過ぎる理由で、見も知らない長身の女性にいきなり話しかける。

「大体、第七学区ってどっち!?」

「……？」

　彼女は長い銀髪の女性だった。

　彼女は色白の肌の女性だった。

　彼女は身体からだを左右に揺さぶるフレメアの動作を真ま似ねていた。

　彼女は様々な人間から追われていた。




　そして。

　彼女はフロイライン＝クロイトゥーネと呼ばれていた。
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『グレムリン』とオッレルス勢力の双方を罠わなにかける事。

　その足掛かりとして、必要な物がある。

　上かみ条じよう当とう麻まと雷神トールは『それ』を確保するため、夜の学校へ向かった。『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間中という事もあって、この時期ならセキュリティを気にせず、割と自由に出入りもできる。そして同じ理由によって、今なら大工道具など様々な物品が溢あふれていた。

　本来であれば上条も、雷神トール……というより『グレムリン』の関係者を自分の学校に招きたくはなかった。その接点を作るのは、あまりにも危険だ。しかし背に腹は代えられない。必要な物を手に入れるために、他の候補も見当たらなかった。

　……のだが。

「あれー？　上条ちゃんまだ戻っていないのですかー？」

　校門から学校の敷しき地ち内ないに入ろうとした上かみ条じようは、そんな声を聞いて思わず近くの木陰に飛び込んだ。

　校庭で会話をしているのは、身長一三五センチの女教師、月つく詠よみ小こ萌もえと『一いち端はな覧らん祭さい』実行委員の吹ふき寄よせ制せい理りのようだ。

「黄よ泉み川かわ先生の話だと、ケンカは巻き込まれただけだったみたいだから、もう警備員アンチスキルの詰め所から解放されているって話だったんですけどー」

「泊まりで作業するはずだったのに、どさくさに紛まぎれて有う耶や無む耶やにされているし！　ほんっとにあいつは戦力外として扱った方が良さそうですよね!!」

　火種を投げたら火の海になりかねないほど油を撒まき散らされているようだった。

　顔と言わず全身からだらだらと汗を流す上条は、ここで確信した。

　今捕まったら大変な事になる。

　時刻表ミステリー並にカツカツのスケジュールが一発で瓦が解かいする。

「（……おい、おいトール!!　ていうか何ボケッと突っ立ってんの！　早くこっち来い、とりあえず隠れろ!!）」

「え、何でだよ？　理由が分かんねえ」

「（……そもそも上条さんの名誉が貶おとしめられてんのはテメェがいきなりケンカを売ってきたからだろうが!!）」

　正面突破は無理だ、と判断した上条は、状況が分かっていない雷神トールを引き連れて一度敷地の外へ。周囲をぐるっと回って裏手の職員用出入り口から校舎へと侵入を試みる。

　夜の学校は怖い、というイメージがあるかもしれないが、教室も廊下も普通に照明の光に満たされていて、あちこちを人が行き交っているため、静せい寂じやくとは無縁の空間になっていた。各クラスが出し物の準備を進め、ベニヤ板などを組み合わせて色んなオブジェを作っているため、廊下にまで様々な物品が溢あふれて歩きづらい事この上ない。

　ただ、雑多な雰ふん囲い気きが、大きなイベントを間近に控えている特有の高揚感を演出していた。

　雷神トールは鼻歌でも歌いそうなテンションで、

「良いね良いね、悪くない。スプレー持ってくりゃ良かったな。そこらじゅうの壁に落書きしたい気分だ」

「変な風にあてられてんなよ。それより準備は良いか？」

「アンタの右手に一度破は壊かいされたからな。手持ちの資材で霊れい装そうを修復してみたが、まあ一回こっきりが限界だろ。それで何とかなると思うが」

「なら良い。……ん？　一回こっきり？？？」

「それがどうしたよ」

　雷神トールがそう説明しているのだからその通りなのだろうが……そうなると、上条の中で何かが納得できない。

　そう。

『窓のないビル』の近くで御坂美琴に良く似た誰かと揉もめた気がするのだが、あれは一体……？

「パソコンってどこに置いてある訳？　学園都市の学校なら全室完備とか？」

「そっち系の実習室を使うのが手っ取り早いだろ。確か馬ば鹿か高い業務用のプリンターなんかもあったはずだし」

　同じクラスの人間にさえ見つからなければ問題ないので、自分のクラスから距きよ離りが離はなれるごとに上かみ条じようも物陰に身を隠しながら進む頻ひん度どを下げる。学年が変わってしまえば、女子の一団なんかとも普通に通り過ぎられる。

「あれ何？　何でジャージの女達が風ふ呂ろ桶おけ持ってる訳？」

「部活用のシャワー室でも使ったんだろ。髪が濡ぬれてたし」

「……良いねえ平和で。俺もそっちに交じりてえよ」

「俺は本来そっちの人間なんだがな！　お前みたいなのがいつもいつも押し寄せてくるからそろそろ留年のピンチだよ!!」

　目的の情報実習室は普通の教室より広めの空間に、パソコンが四〇台ぐらい並べられている特別教室だ。とはいえ、イマドキの若者ならパソコンぐらい普通に持っているので、そこそこの設備投資の割にいまいちありがたみの分からない部屋でもある。

　鍵かぎは開いていて、照明も点つけっ放しだった。

　おそらく『一いち端はな覧らん祭さい』で様々なポスターを印刷したがる生徒達のために開放されているのだろう。

　家庭用のプリンターも精度が上がってきたが、印刷できるサイズは大体Ａ４くらいのものだろう。Ａ２ポスターサイズまで対応している機材はなかなか見つからない。

「電気点いてっけど」

「でも中に人はいないな。チャンスだ」

　上条当とう麻まと雷神トールは情報実習室に潜もぐり込む。

　まずは第一ステップクリアだ。
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　巨大な黒いドラム缶状のオブジェ、『投擲の槌ミヨルニル』に寄りかかっていたマリアン＝スリンゲナイヤーは携帯電話を摑つかんでいた。

「ふうん。問題のフロイライン＝クロイトゥーネ絡がらみの未確認情報飛びかってるけどさ。私の『改造』が通じる相手か分かんないし、トールが何とかしちゃってよ。……うちの『投擲の槌ミヨルニル』の単純火力勝負だけってのも不安だし」

　ガタゴト、とドラム缶が抗議するように左右に揺れるが、マリアンは気に留めない。

　電話の向こうの声は全部予定通りですといった調子で、

『だからこっちも動いてるよ。……で、そっちもそろそろこの街の異変にゃあ気づいていると思うんだが』

「例のオッレルス勢力？」

『そゆこと。ターゲットを押さえるには膨ぼう大だいな火力が必要になる。捕獲している最中に横よこ槍やりは入れられたくねえ。つー訳で、先に邪じや魔ま者ものから潰つぶしちまおうぜ。一度合流しよう』

「はいはいっと」

　マリアンは適当に呟つぶやいて携帯電話の通話を切る。

　巨大なドラム缶と一いつ緒しよに夜の街を移動する彼女は、ともすればユーモラスにも映る。事実、『一いち端はな覧らん祭さい』の準備で夜の街を走り回っている学生達も、かなりの割合が彼女に注目している。それが『事件』とまでならないのは、やはり清掃ロボットや警備ロボットが頻ひん繁ぱんに行き来する街だからだろう。

　しかし、そうした学生達は気づいていない。

　自分達が何気なくすれ違っている褐色の少女が、流血と肉色の地じ獄ごくを生み出す、人体改造と破は壊かいのエキスパートである事と、そしてその惨さん劇げきはいつでも自由に幕を開けられる事を。

「トールの野郎は予防攻撃はなしだって言っていたけど、そろそろ準備期間も潮時かねえ」

　その力を正しく認識していながら、マリアン＝スリンゲナイヤーの口調は素そっ気けない。目の前に広がる平へい穏おんを眺めていても、それを破壊する事に躊ちゆう躇ちよをするような人格は持ち合わせていない。

　雷神トールとの待ち合わせ場所は、第七学区の駅前広場だった。

　普ふ段だんは終電が終わった後も人の行き来の激しいランドマークなのだが、今は『一端覧祭』の準備期間という事で、人口分布があちこちに散らばっているのだろう。それほど混雑している様子はなかった。

「西口、西口……あれ？　こっちで良いんだよね。トールのヤツは……」

　あちこちを見回して目的の人物を発見できず、とりあえず携帯電話を取り出すマリアン。

　が、その手が途中で止まった。

　巨大なドラム缶型の『投擲の槌ミヨルニル』は変化の理由が分からずにガタゴトと揺れる。

　目を真ん丸に見開いたマリアン＝スリンゲナイヤーの目線の先には、駅前広場に設置された掲示板があった。文化祭の集合体である『一端覧祭』が近いためか、貼はり付けられているものの大半は演劇関係の広告だ。

　そんな中に異物があった。

　とある少女の顔写真が大きく写し出されたものだ。

　顔写真の下には小さな文字で追加するように細々とした情報が書き込まれている。

　そこにはこうあった。




　被疑者マリアン＝スリンゲナイヤー。

　バゲージシティにおける騒そう乱らんで目もく撃げきされた危険人物です。最後に確認されたのは第七学区のブライトステアホテル。警備員アンチスキルは彼女の情報を求めています。




「……まずい」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは軽くあちこちに視線を走らせ、それから掲示板から離はなれる。大きな広場の常として警備員アンチスキルの詰め所も併設されているが、そちらに顔を向けないように気をつけながら広場を離れる。

　一般の警備員アンチスキルが怖いのではない。

　問題の核は別にある。

　マリアンはドラム缶型の『投擲の槌ミヨルニル』を伴ったまま、携帯電話を改めて取り出す。雷神トールに連絡を入れる。

「トール、まずい！　私の情報が学園都市の中で公開されてるみたい。オッレルス勢力の目に留まっていたとすれば、隠れ家代わりに使っていたホテルはもう使えなくなっていると思う!!」

『学園都市とオッレルス勢力。一つずつ潰つぶす分には問題ねえが、二つ同時に差し向けられると厄やつ介かいだぞ。……しかも、オッレルス勢力は俺達に学園都市の連中をけしかけておいて、足止めしている間にお宝に近づこうとするかもしれねえ』

「……、」

　オッレルス勢力にフロイライン＝クロイトゥーネの重要性を勘かん付づかれていた場合、何をしても殺せないはずの彼女を殺す事で『グレムリン』の……魔ま神じんオティヌスの計画を潰そうとする動きは生まれるかもしれない。

　彼女の代替は見つかっていない。

　ここでオッレルス側に先んじて接触されるのは極きわめて危険な状況だ。

「……幸い、仕事道具は全部手元にある。このまま別の隠れ家に移ったって問題はない。飛びかってる情報がトラップじゃないって確証もないし、じっくり分析するためにも新しいベッドの確保を優先するべきかもね」

『了解。お前達はただでさえ目立つ。静かに、ゆっくり、誰だれにも通報されないように気をつけながら進めよ。酔よっ払いに絡からまれてもケンカはなしだ』

　マリアン＝スリンゲナイヤーは携帯電話の通話を切ると、思わず舌打ちしてしまう。

　そのまま電話を地面に叩たたきつけようかと思ったが、ドラム缶型の『投擲の槌ミヨルニル』がガタゴトと揺れたので、かろうじて踏ふみとどまった。

「つっても、新しいベッドってどうするかね。指名手配されているとなると、ホテル関係にはみんな顔写真が出回っているだろうし……廃ビルでも探してみるか」
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　駅前広場を取り囲むビルの一つ、デパートの喫茶店で雷神トールは携帯電話の通話を切った。

「動いたぞ」

　第七学区の駅前広場にマリアン＝スリンゲナイヤーを誘ゆう導どうした雷神トールと上かみ条じよう当とう麻まだが、当然、事前に下準備は済ませておいた。

　あの掲示板にあった指名手配の通知書は、上条達が作ったものだったのだ。

　雷神トールは以前、御み坂さか美み琴ことに化ける形で上条へ接近してきた。それと同じ魔ま術じゆつを使ってマリアンの外見を整えた上で携帯電話のカメラで写真を撮り、『一いち端はな覧らん祭さい』の準備で夜間も活動している学校の一つに忍び込んでパソコンであれこれ加工してプリントも済ませた。

　冷静に観察すれば色々な不備や綻ほころびもあるのだが、学園都市独自のフォーマットを知らないマリアンに冷や汗を浮かばせるには十分だ。

　向かいの席で同じようにガラスの向こうの広場を観察していた上条は、自前の生徒手帳を取り出しながら言う。

「マリアンが不自然な動きをすれば、多分オッレルス側もその『変化』を訝いぶかしんで偵察しようとするはずだ。二つ目の罠を張るならここしかない」

「本当に予定通りにやるのかよ？」

「俺が一人で行くのがそんなに心配か」

　上条は軽く笑って、

「オッレルス達を惑わすための罠わなを張るんだ。『グレムリン』とすれ違うように。そこにお前が出てきちまったら、その時点でオッレルス達は全力で戦おうとする。それじゃ本末転倒だろ」

　それに、と付け足すように彼は言う。

「……フロイライン＝クロイトゥーネからの攻こう撃げきを受けても復帰できるのはお前だけだ。俺があれを喰くらったら一発でおしまい。となると、最後の切り札になるべきはお前だ。それよりペン貸せよ。それ水性だろうな」

　お客様のご意見カードに書き込むため、テーブルに備え付けられていたペンを使って、上条は生徒手帳に何かを書き込んでいく。

「マリアンが本気で逃げるって事は、敵を撒まくために魔術を使うはずだ。バゲージシティで見つかったような、人間を材料にした悲ひ惨さんな魔術にはならないんだろうな？」

「正面突破ならともかく、撤てつ退たいのための魔術を使うのに騒さわぎを起こしてどうすんだ。その辺はあの改造マニアだって気を配るさ。そもそも、マリアン＝スリンゲナイヤーの専門は人体だけじゃねえ。インパクトの面で、どうしてもそっちばっかり注目されがちだがな」

「具体的に何をしでかすか予測は？」

「北欧神話にゃ自分の体を透明にする装飾品なんかも登場する。神々の武具を作るマリアンならその辺を利用するだろうな」

　雷神トールはあっさりした調子で、

「そして、身を隠す魔ま術じゆつには共通する特徴がある。それを使った魔術師本人が、自分の体が本当に隠れているかどうか確かめる術すべがねえってトコだ。……駅前広場に入った時点で必ず失敗するように、俺の方で地形に味付けしてるよ。だからお前が見失う事はねえ」

「そうか」

　呟つぶやいた上かみ条じようは、さらにアイスコーヒーのグラスの外側に付着していた水滴を指先ですくい、生徒手帳のページに擦こすりつけてから、

「じゃあ行ってくる。俺と合流できなきゃ、その時はお前一人でやれ」

　上条は喫茶店を出て、エスカレーターを駆け下りる。デパートのビルから外へ出ると、周囲をぐるりと見回した。

　マリアン＝スリンゲナイヤーの銀髪の三つ編みが見えた。

　一度だけ深呼吸すると、上条はゆっくりとした動きで彼女を追い始める。

　当然ながら、マリアンに気づかれてはならない。しかし一方で、上条の目的はマリアン＝スリンゲナイヤー達の最終ゴール地点を見み極きわめる尾行ではない。マリアンを追う誰だれかを突き止める……という複雑な状況である。

　となると、重要なのはマリアンではなく、マリアンの後方一帯となる。

　彼女についていく形で広場を出て、細い道を歩き、何度も曲がり角を曲がりながらも、上条は周囲全体に気を配る。

　透明になったり気配を消したりする魔術が使われていれば、単純な五感だけで察知できなくなっているかもしれないが、

（……そういう魔力っぽいのをマリアン＝スリンゲナイヤーに勘かん付づかれたら元も子もないんだよな。オッレルス勢力にとっても判断の難しい所であって欲しいけど）

　マリアンはマリアンで警備員アンチスキルなどの追跡を警戒しているのか、必要以上に辺りをぐるぐる回るように移動を続けている。

　いくつかの曲がり角に差し掛かった所で、上条の肩がピクリと震ふるえた。

　違和感があった。

　その正体が自販機の商品見本を保護する透明なカバーだと気づいたのは、角を曲がった後だった。光を反射するカバーに、何かが映り込んでいたのだ。

　上条はマリアンの背中を追うのを中断し、ビルの裏口のドアを薄うすく開けてその中に滑すべり込む。

　ドアを静かに閉めると、外から規則的な足音が響ひびいてきた。

　壁に背中を張り付けたまま、上条は手近なテーブルに目をやる。『一いち端はな覧らん祭さい』は基本的に各校の敷しき地ち内ないを作り変えて屋台や舞台を作り上げるはずだが、一般の店てん舗ぽの方も特別な飾りつけをしたりもする。そのためか、テーブルの上には工具箱があった。

　上かみ条じようは拳けん銃じゆうに似た外観の電動ドリルを摑つかむ。

　同時に、規則的な足音はドアの位置を越え、マリアンを追うためさらに遠ざかっていく。

　その足音が完全に消えてしまう前に、上条は裏口のドアノブへもう一度手を伸ばす。音が鳴らないようにゆっくりとした動作でノブを回し、薄うすく薄く開いていく。

　外を覗のぞき込む。

　小さな背中があった。

　見覚えのある金髪だった。

　雷神トールから、オッレルス勢力の一員としてその名を聞かされてもいた。




「……レイヴィニア＝バードウェイ……」




　それでも、実際にもう一度目にした瞬しゆん間かん、上条の胸に妙な圧迫感があった。

　ハワイ諸島、バゲージシティ。

　直接的な『グレムリン』とは違う、もう一つの元凶。

　意識が不自然にぐらつくのを自覚するが、ここまで来て止められない。マリアン＝スリンゲナイヤーとレイヴィニア＝バードウェイを激突させてしまったら、二つの勢力にそれぞれ罠わなを仕掛けて遠ざけさせる、という上条達の目的は果たせなくなる。

「……、」

　上条は摑んでいた電動ドリルのグリップを、強く握り締しめる。

　ビルの裏口のドアをさらに開け、外の細い道へと踏ふみ出していく。

　覚悟ならもう決めた。

　そしてある意味において、相手が彼女なら好都合でもある。
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　第七学区はあっち。

　方角が分からなくなったら星を見る。

　歩いていけない距きよ離りじゃない。

「お、おおおお。見慣れた風景に帰ってこれた、ってミサカはミサカは感心してみたり。真の事情通王はこんな所にいたのか、ってミサカはミサカは突然の乱入者に驚おどろいてみる」

　フロイライン＝クロイトゥーネに教えられた通りに進んで元の第七学区に戻ってきた打ち止めラストオーダーは、目を丸くしてあちこちを見回す。

　フレメア＝セイヴェルンは両手を腰に当てて、

「にゃあ。まったく迷子はこれだから困るな。大体、あんまり私の手を煩わずらわせないでほしい」

　自分が迷子だと最後まで自覚しないのだった。

　一方、

「……？」

　何な故ぜか手を引っ張られて一いつ緒しよに第七学区へと引きずられていったのはフロイライン＝クロイトゥーネだ。

　打ち止めラストオーダーはフロイライン＝クロイトゥーネの背中、というより腰の辺りを小さな掌てのひらでばしばし叩たたきながら、

「とりあえずありがとうと言っておこう、ってミサカはミサカは上から目線でお礼を言ってみる！　ところであなたのお名前はなんていうの？」

「名前……」

　ぐり、とフロイライン＝クロイトゥーネは首を動かさないまま、眼球だけを上方向へ動かした。何かを思い出そうというよりは、膨ぼう大だいなデータの中から機械的に検索しているような仕草だった。

「フロイライン＝クロイトゥーネ。それが私の名前、です」

「そっかー。それじゃメアド交換だ！　ってミサカはミサカは次のミッションに進んでみる!!　それが友達の儀ぎ式しきらしいからなーっ!!」

「……？」

「にゃあ。大体、ケータイ持ってないの？」

「……けーたい……」

　ぐり、ぐり、と何度か眼球が妙な向きに回るが、フロイライン＝クロイトゥーネは芳かんばしい回答を得られなかったようだ。

　そして答えの出る出ないなど、打ち止めラストオーダーやフレメアには関係ない。

「大体、しょーがないなー。にゃあ！　じゃあこれを貸してやろう！」

　言いながら、フレメアはポケットから卵みたいな形をした機械を取り出した。先せん端たん部分にキーホルダーのような丸い金具と紐ひもがくっついているその機械の正体は、子供用の防犯ブザーだ。

　元々は『新入生』の襲しゆう撃げきに備えて浜はま面づら達が渡しておいたものである。当然、専門的な妨ぼう害がいがあれば使い物にならなくなる程度の代しろ物ものでしかないので、新生『アイテム』の面々はあまり過信はしていないのだが。

　フレメアは鼻息を荒らげて説明モードに入る。

「これはＧＰＳっていうのを使っていてね、紐を引っ張ると登録してある携帯電話に現在地が分かる仕組みになっているのだ！　これを、こう、こう、いじっておけば、ほらこれで大だい丈じよう夫ぶ！　大体、会いたくなった時に紐を引っ張ってくれれば、私達はすぐに飛んでいくんだよ!!」

　……そもそもＧＰＳと連動しているなら迷子になるはずはないので、フレメア自身、機能を把は握あくしきれていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが。

「ほおほお。でもこれだとミサカ達から連絡を取る事はできなさそう、ってミサカはミサカはブー垂れてみたり」

「ふふふー、しかし実は定額〇円の簡易メールなら受信できるし！　大体、一五〇文字以内、登録してある携帯電話からだけ、受信専門で返信はできない、って色々面倒な条件はついているがなーっ!!」

「……？」

　フロイライン＝クロイトゥーネは首を傾かしげ、手渡された防犯ブザーに目をやっている。

　そんな彼女の顔を見上げながら、打ち止めラストオーダーはこう言った。

「それじゃー儀ぎ式しきも終わった事だしミサカ達は友達だな！　ってミサカはミサカは確認を取ってみたり!!」

「……友達？」

「にゃあ。大体、友達にならない理由は特にないし」

「……友達」

　フロイライン＝クロイトゥーネは傾げた首の角度を深くしながら思案し、やがて、ぐり、と眼球を動かしてからこう答えた。

「はい、了解しました。私達は友達です」
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「で、こうなった訳だ」

　レイヴィニア＝バードウェイは両手を挙げるというよりも、ほぼ水平に近い位置へ広げて肩をすくめた。

　振り返らずに彼女は続ける。

「見ない間に変わったな。右手の力は封印か？　まあ、時と場合によっては電動ドリルの方が有効なのは賛同するが、ドリルの先せん端たんで人様のつむじをつんつんするのはやめてくれ」

「動かないでくれ」

　彼女の背後へ接近した上かみ条じようは、引き金状のスイッチを強く意識しながら、静かな声で告げる。

「魔ま術じゆつ結社を束ねるほどの、ろくでもない力を自由に使うのは分かってる。まともにやり合ったらどうにもならないかもな。でも、この状況なら俺の方が上だ。アンタが何かをやる前に、ドリルを回せる」

「本当に？」

　事が起きれば銃弾で死ぬより悲ひ惨さんな目に遭あうのは明白にも拘かかわらず、レイヴィニア＝バードウェイの筋肉は少しも強こわ張ばっていなかった。

「まさかと思うが、本当にこの程度で私を殺せるとでも？」

「……、」

　上かみ条じようは答えず、視線をバードウェイより先へと向けた。

　マリアン＝スリンゲナイヤー達はこちらの動きに気づいていないのか、角の向こうへと消えてしまった。

　バードウェイは釣り針から魚が逃げたような、気のない息を吐はいて、

「まさか、ここに来て『グレムリン』のために動くとはな。自分が何をやったか分かっているのか？」

「正しいかどうかを聞いているなら、何とも。ただ、少なくとも、今は自分の頭で考えているつもりだよ」

「そう思っている事さえ誘ゆう導どうされているかもしれないのに？」

「それを得意としていたのはアンタだろ」

「……、」

　レイヴィニア＝バードウェイは、わずかに、ほんのわずかに息を止めた。

　上条は構わずに続ける。

「バゲージシティの地じ獄ごくを見たよ。あれを見た後に、あれが起こると分かっていながら利用したアンタを、無む邪じや気きに信じ続けるのは無理だ」

「率直な感想を言おうか」

「あれでも被害は最小だった、とかって話か？」

　上条は電動ドリルを握る手が不自然に震ふるえるのを、必死に押さえつける。

「そうだろうさ。おそらくアンタみたいな人間は、ただの高校生にはできない複雑な計算を難なくこなして、最適な答えを最短の時間で弾はじき出したんだろ。全すべての騒そう乱らんをバゲージシティに集中させなきゃ混乱は世界中に薄うすく広く拡散していって、もっとひどい未来になっていたかもしれない。そんな答えだって出ていたんだろ」

「それは……」

「でも、だ」

　バードウェイが何か言おうとしたのに被かぶせるように、上条は続ける。

「やっぱり、実際に『あれ』を見てしまったら、『あれ』が最善だったなんて俺には言えないよ。木き原はら加か群ぐんは死んだんだ。それを受け止めて涙を流した女の子がいたんだ！　……何かが間違ってそうなってしまったのなら、それは仕方がなかったのかもしれない。でも、アンタの場合はそうじゃない!!　アンタが何を得るために事を起こしたのかは知らない。でも、アンタは自分の目的のためにバゲージシティを捧ささげた。その事実は変わらない!!」

　そんな人間を……と呟つぶやこうとして、上条は自分の唇くちびるが震えているのが分かった。

　動揺。

　その原因は何だ。

　自分で自分の怒いかりを制御できなくなってきているのか。バードウェイに裏切られた時の悔くやしさが込み上げてきているのか。あるいは、この期ごに及んで何かの間違いだったと、まだバードウェイに否定してほしがっているのか。その言葉がないから揺らいでいるのか。

　自分自身の心も正確に把は握あくできないまま、絞り出すように上かみ条じようは言う。

「……そんな人間を、どうやって無条件で信じろって言うんだ……っ!!」

　レイヴィニア＝バードウェイはしばらく動かなかった。

　こちらに背中を見せているため、上条からはその表情は見えなかった。

　ややあって。

　薄うすく息を吐はいたバードウェイは、ゆっくりとした調子でこう切り出した。

「ま、覚悟は決めていたさ」

「……何だって？」

「こちらも自己の目的を再確認した所だ。その上で君にこう言っておこう。このチンケなオモチャを、さっさとどけろ。友好がないのであればなおさらだ。私は赤の他人にこういう事をされて、黙だまっているほど博愛には満ちていない」

　ガチリ、と。

　何かが切り替わるように、レイヴィニア＝バードウェイの口調が変質していく。

　上かみ条じよう当とう麻まが未いまだに知らない声こわ色いろに。

　冷れい徹てつ。

　あるいは、死を連想させる何か。

[image: ]

「率直に言おう。殺されても文句の言えない条件を自みずから揃そろえてしまった自覚はあるか？　情に訴える命いのち乞ごいのカードも自ら捨ててしまった訳だしな」

　どうあっても衝しよう突とつは避さけられない。

　それも、バードウェイはこれまで上条に見せなかった何かを行使するだろう。

　圧倒的に有利な状況であるにも拘かかわらず、上条は電動ドリルを握る右手が不自然に強こわ張ばるのを感じた。緊きん張ちようや恐怖が脳の中から有毒な成分を吐はき出し、具体的に右手の構造を壊こわしにかかっているような錯さつ覚かくさえ感じる状況だった。

　その状況を打破したのは、よそから飛んできた声だった。

「おい！　そこで何をしている!?」

　強きよう烈れつなライトの光を浴びせかけられ、上条は思わずそちらを振り返ってしまった。走ってくるのは、この街の治安を守る警備員アンチスキルだった。そして彼の目には、能力者や魔ま術じゆつ師しといった異能の条件を即座に見破るほどの力はなかった。

　単純に、こう映ったのだ。

　人物Ａが人物Ｂの背後から凶器を突き付けている、と。

「まずい。その手をどけ……っ!!」

　先に反応したのはバードウェイだった。

　しかし彼女が完全に言葉を言い終わる前に、具体的なアクションがあった。




　パンパパン!!!!!!　と。

　複数の銃声が炸さく裂れつし、上条当麻の体内で激痛の塊かたまりが爆発的に膨ぼう張ちようしていく。




　灼しやく熱ねつした塊が体内で破裂したような激痛だった。

　上条の右手から力が抜け、電動ドリルが地面へと落ちていく。彼は自分の腕から力が失われた理由を把は握あくできないまま、その虚きよ脱だつ感かんが全身の隅々にまで広がっていくのを自覚した。

　視線を下に……自らの胴体へ向ける事すら許されない。

　そうしようと思った直後、崩れ落ちるように上条の体がアスファルトの上へと転がった。ぶつ、ぶつ……と、自分の意識が連続性を失い、途切れ途切れになっていくのが分かる。

　どこか遠くから、大人達の声が聞こえる。

「馬ば鹿か野、郎!!　どう、して……実弾なんて装そう塡てんしてい、た!?」

「し、かし、自分は……っ!!」

　風船から空気が漏もれていくように、自分の体に空あいた穴から大事なものが溢あふれ出ていくような気がした。上半身を覆おおっていく、妙にぬめった感触が気味悪い。

　敵であるはずのバードウェイの声も聞こえた。

「う、るさい!!　……良いか、らお前達は救、急車を呼……べ！　応、急処置な、らこっちでも……できる。お、前達……の事なん、ぞ信じ、られる……か!?」

　視界が明滅する。

　前後の記き憶おくが把は握あくできなくなる。

　応急処置と言われても、上かみ条じように分かったのは体の向きをゴロリと仰あお向むけに変えさせられた事ぐらいだ。胴体を中心に体をまさぐられているような気もするが、何をどうしたらここから回復に結び付けられるか、上条には想像もつかない。

　そして。

　応急処置の過程で、何か違和感があった。

　カサリという、紙が擦こすれるような音が聞こえたのだ。







　レイヴィニア＝バードウェイは救急車のサイレンの音を聞き、血まみれの両手をわずかに止めた。応急処置と言っても、傷口をハンカチなどの布で押さえつけるぐらいだ。

　救急車は細い路地まで入っては来ないで、表通りに停車したらしい。ストレッチャーを押して数名の救急隊員がこちらに近づいてきた。

　バードウェイは嚙かみつくように叫ぶ。

「弾は右の脇わき腹ばらに直ちよく撃げきしたが、反対側に抜けている！　動脈や内臓なんかを傷つけた様子もない!!　ただ、弾丸の破片が剝はく離りして体内に残っているかもしれない。弾が抜けただけで過信はするな。きちんと検査をして確かめろ!!」

「分かりました。とにかく私達に任せて!!」

「自分の仕事をしろ。それでこいつは助かる」

　事情を聞こうとしているのか、警備員アンチスキル達がバードウェイに声を掛けようとした。……が、刃物のように鋭い眼光を受けてその身が強こわ張ばる。実際に無ぶ遠えん慮りよな声を投げていたら、彼らはバードウェイの手で粉々にされていたかもしれない。

　応急処置でハンカチを使ってしまったので、真っ赤になった自分の両手を拭ふくものがない。

　顔をしかめてその場を離はなれるバードウェイは、やがてスカートのポケットから何かを取り出した。




　それは上条当とう麻まの生徒手帳だ。




　携帯電話でどこかに連絡を取ったバードウェイは、目を細めてこう告げる。

「そう、そうだ。その通りだ。妨ぼう害がいはあったが、予想外の方向からだったな。『グレムリン』のヤツらが上かみ条じよう当とう麻まを懐かい柔じゆうしていたぞ」

　血まみれの手で生徒手帳のページをめくる。

　感情論だけでバードウェイは応急手当を行っていたのではない。ヒントを吐はき出す口が失われつつあったので、少しでも新しい情報源となるものが欲しかった、という合理的な理由『も』ある。

　上条当麻は倒れたが、その背後にいた人物は突き止められた。

　そう確信し、バードウェイはこう続ける。

「上条当麻と繫つながっていたのは……マリアン＝スリンゲナイヤー、か。手帳に連絡先が書いてあるな。汗か何かで滲にじんだのか、細かい数字までは読めないが、どうやら『グレムリン』は第一二学区を根城としているらしい。奇き襲しゆうして潰つぶすなら、戦力はそちらに集中するべきだろうな」







　救急隊員の手でストレッチャーに乗せられた上条は、ぼんやりとした視界の中で、バードウェイがどこかへ連絡を取っているのを確認した。

（……引っかかった）

　そう思う。

　上条はオッレルス勢力の一員と呼べるほど深い繫がりはない。突然『有力情報』を持ってきて忠告した所で、聞いた方はまず怪しむだろう。

　だから、言葉で伝える方法は諦あきらめたのだ。

　生徒手帳にデコイの情報を書き込み、詳細については水性ペンの文字を滲ませるなどの加工を施ほどこした上で、わざと負ける。

　自分から相手に伝えようとしても信じてもらえない。

　だから。

　相手から自分の懐ふところにある情報を勝手に抜き取ってもらう。

　上条当麻が後ご生しよう大事に抱えている情報を手に入れたのだ、と思い込ませる事ができれば、同じ情報でも相手は素直に受け取ってくれる。

　……とはいえ、かち合ってしまったのがバードウェイで、さらに警備員アンチスキルの介入によって本当に生死があやふやになる羽は目めに陥おちいったのは予想外だったが。

（……これでバードウェイは俺とマリアンが繫がっていると勘かん違ちがいした。バゲージシティで渡り合った事を摑つかんでるなら、すでに顔見知りって情報もプラスに働くだろ。バードウェイがオッレルス勢力全体に報告を入れれば、連中は何もない第一二学区へ向かってくれるはずだ……）

『グレムリン』とオッレルス勢力はそれぞれバラバラの方向に向かって動き出した。

　稼かせいだ時間はどれぐらいあるかは不明。

　だが、少なくとも今この瞬しゆん間かんにフロイライン＝クロイトゥーネを挟んだ全面戦争に陥おちいるのだけは回かい避ひできた。

（……頼たのむぜ、雷神トール。フロイライン＝クロイトゥーネは野放しだ。彼女が暴れ回ると、せっかく離はなれ離ばなれにした『グレムリン』とオッレルス勢力がもう一度彼女の所に吸い寄せられてしまう……）

「ぐ、ぶっ!?　げほがは!!」

「落ち着いて！　おい、『書庫バンク』へのアクセスはまだか!?　血液型が分からない事には輸血ができない。生理食塩水では限度があるぞ!!」

　救急車に乗せられた上かみ条じようの視界を遮さえぎるように、後部のドアが勢い良く閉められる。

　それとほとんど同じタイミングで、上条の意識も寸断した。

　けたたましいサイレンが頭上で鳴り響ひびいているはずだが、それさえ自覚できなくなっていた。








終章　箍たがを外す　Install......Completion.









　一日が終わる。

　準備期間が終了する。

　そしていよいよ『一いち端はな覧らん祭さい』の幕が開こうとしている。

「……友達」

　フロイライン＝クロイトゥーネは打ち止めラストオーダーやフレメア＝セイヴェルンと別れた後も、夜の道にぽつりと立ち尽くしていた。

「友達、ですか」

　言葉としては知っているものの、なかなかに実感の得られない単語だった。暗黒の魔ま女じよ狩がりの記述や、科学的な分析を施ほどこした報告書などをなぞっていくだけでも、その単語がどれだけ無縁のものだったかは推測できるだろう。

　手の中には、卵に似た形や大きさの機械が残っている。

　紐ひもを引っ張るだけで人を呼ぶ事ができる、彼女の中の小さな繫つながり。

　それを少しだけ考え、ぐり、と眼球をおかしな方向へ回した直後だった。

「……発、見……」

　鼓こ膜まくに、男のものらしき声が飛び込んできた。

　認識した直後、ボシュッ!!　という圧縮空気を解放するような音と共に、フロイライン＝クロイトゥーネの足元に缶ジュースのような容器が飛んできた。三つ、四つと距きよ離りを開けて飛来した容器から、時間を置かずに真っ白な煙幕が吹き荒れる。あっという間に、暴徒鎮ちん圧あつ用のスモークはフロイライン＝クロイトゥーネを中心に、半径二〇メートルほどを濃密な煙の空間へと変へん貌ぼうさせる。

　顔中の粘膜を刺激し、五感と呼吸を困難にさせる対生体効果。

　薬品の調合によって設定した、特定波長の紫外線以外の光や音を阻はばむ対機械効果。

　妨害効果によってぐわんと全周から響ひびき渡る声は、怒ど濤とうの勢いでフロイライン＝クロイトゥーネの頭を刺激する。

「捕らえろ!!　相手は統とう括かつ理事長襲しゆう撃げきの第一容疑者だ！　躊ちゆう躇ちよは必要ない!!」

　独特なマスクによってリトルグレイみたいな顔つきになった警備員アンチスキル達が、スモークの妨ぼう害がい効果の隙すき間まを潜くぐるような専用センサーの恩恵を受けて煙幕の中へと突撃していく。

「……、」

　フロイライン＝クロイトゥーネは終始無言だった。

　その右手に、卵に似た形の機械を握り締しめたまま。




　ぐり、と。

　その眼球が、暴力に呼応しておかしな方向へと回る。







　学園都市にはいくつかの『闇やみ』があって、その『闇』にも種類や深さのようなものが存在した。全体としてはジグソーパズルに近く、各おの々おのの真っ黒なピースが組み合わさって、学園都市の『闇』としての巨大な絵柄を完成させている。

　動物の腐った死し骸がいにびっしりとこびりついた羽は虫むしの群れでも想像してもらえば分かりやすいだろうか。

　そんな中でも、特に学園都市の運営能力を担になう、いわゆる統とう括かつ理事会に近い位置の『闇』。

　表向きは官公庁の緊きん急きゆう電源としてのガスタービン発電所。

　小こ奇ぎ麗れいな第三学区の地下に広がる莫ばく大だいな地下構造に、『彼』はいた。

「やあやあ。やあやあやあ。何だか放ったらかしですみませんね。バゲージシティの混乱で、私達『木き原はら』もちょっぴりバタバタしていまして」

　既製品丸出しのリクルートスーツの上からぶかぶかの白衣を着た女が、作業用の狭いエレベーターを降りてくるなりそんな事を言った。

　所しよ詮せんはデコイの施設でしかないため、広大な空間に反して発電用の設備は何も置かれていない。アメフトの試合ができるほどの場所には遮しや蔽へい物ぶつが何もなく、本来であれば、そんな所に二人の人間を置いてもポツンとした寂さびしそうな印象しか出ないだろう。

　しかし、実際には違う。

　空間全体をぎっちりと満たす、濃密な『気配』がある。

　理由は単純。

　打ちっ放しのコンクリートでできた地下空間は、白一色で染まっていた。

　蜘く蛛もの糸。

　あるいは、蚕かいこの繭まゆ。

　壁や床はびっしりと覆おおい尽くされ、元の色は分からなくなっていた。リクルートスーツに白衣の女は床を踏ふみ締めているが、その感触もコンクリートのものではなかったし、白い大地は不自然に波打っている。天てん井じようを見上げれば、壁から壁へ、あるいは天井へ、まるで吊つり橋を緩ゆるめたようなアーチ状構造物がいくつも伸びていた。

　そして、空間の中央。

　平面的な地面の中央という意味ではなく、高さを含めた空間全体の中央。

　複数のアーチによって支えられた、巨大な白い球体があった。蜘蛛の巣の集合体とも巨大な蛹さなぎとも受け取れるその構造物の隙すき間まから、彼の端たん整せいな容よう貌ぼうがわずかに覗のぞいている。

　垣かき根ね帝てい督とく。

　未元物質ダークマター。

　学園都市第二位の超レ能ベ力ル者５。

　広大な空間を埋うめ尽くすように無む秩ちつ序じよにばら撒まかれた『能力の象徴』は、並大抵の工作機械では傷をつける事もできないだろう。つい最近まで肉体の大部分を損傷して生命維持装置に繫つなげられていた状態だったのを利用され、『木き原はら』の一人の手中にあって様々な兵器の製造に駆り出されていた垣根だったが、各種内臓を自分の能力で作り出す方法を構築してから、状況が一変した。

　爆発的に『未元物質ダークマター』をばら撒まく垣根によって『木原』の研究所の一つが内側から埋め尽くされ、事態を重く見た面々によってこの場所へ封ふう鎖さされていたのだ。

　そんな状況を理解していて。

　なお、リクルートスーツに白衣の女は簡単に言う。

「統とう括かつ理事長のオモチャが外へ飛び出したようでしてね。表向きの警備員アンチスキルでは対処できない。情報封鎖中ですが、混乱を収めるためにあなたの力を借りたい訳です」

「……、」

　彼は答えない。

　蜘く蛛もの巣、あるいは繭まゆの隙間から、ジロリとした眼光だけが向けられる。

「ええ、ええ。当然こっちにはこっちの思惑ってものがあります。あなたを街に放つ事で生じるリスクもあるでしょう。が、私としては、そんなものに従ってもらう必要は何もないと思っています。むしろ、『木原』側のシナリオを破は壊かいしてくれるほどの活かつ躍やくをしてもらえると、私としても大変研究意欲が増して助かるのですが」

「……、」

「簡単に言えば、やりたいようにやれ。それが『木原』の総意です。状況はご理解いただけましたでしょうか」

　返事はなかった。

　言葉の代わりに、リクルートスーツに白衣の女の足元がぐらりと揺らいだ。元々不自然に波打っていた真っ白な大地だったが、それが本当に海を再現しているかのように蠢うごめき始める。

（……なるほど）

　女は静かに笑う。

（自己の能力によって失われた器官を埋め合わせる垣根帝督にとって、もはや現実の肉体と虚きよ構こうの能力の区別はなくなりつつある。言うなれば、この空間を埋め尽くすもの全すべてが垣根帝督になろうとしている、という感じですか）

　ある意味において、それは不死性の獲得にも近いか。それとも、命や魂たましいといった目に見えないものが希き釈しやくされつつあるとでも捉とらえるべきか。

　学園都市第一位の超レ能ベ力ル者５が『確立した個による、徹てつ底ていした破は壊かい』を実現しているとすると、両者の対比は一研究者としても興味が尽きない。

　破壊と生産。

　この二つを並べ立てた時、破壊の方が第一位に君臨してしまう構図に、科学というものの本質が見えてしまっているような気がして、リクルートスーツに白衣の女は思わず笑ってしまいそうになる。

　こちら側の人間として、神や悪あく魔まといった超常的存在を軽々しく肯定するつもりはないが、長いこと研究職に従事していると、たまにこうした神様のブラックジョークを感じる一いつ瞬しゆんがあるものだ。

「では、お好きなように。『木き原はら』はあなたという科学を歓迎します。それがどんな結果に結びつこうとも」







　そして破壊と生産の片割れである一方通行アクセラレータは、唇くちびるの端はしを不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがめていた。

　芳よし川かわ桔き梗きようと共に八方手を尽くして、途中、ビルからビルへ飛んだり跳ねたりしながら夜の学園都市で捜索活動を続けていた一方通行アクセラレータだったが、突然消えた打ち止めラストオーダーに関する芳かんばしい情報は得られず。一度マンションに帰ってみるかという結論に達した所、さっさと帰ってきていた当の打ち止めラストオーダーがキッチンの戸棚に隠してあったチョコレート（黄よ泉み川かわ愛あい穂ほ所有。料理が上う手まくいかなかった時のイライラ防止用）を探し出して貪むさぼり食っている場面に遭そう遇ぐうしたのだった。

「……オマエは一体何をしている訳？」

「むぐ!!　聞いて聞いて！　ミサカは今日ミサカの友達ができ……痛った!?　ってミサカはミサカは突然のチョップの意味が分からず呆ぼう然ぜんとしてみたり!!」

　一通り連打すると、一方通行アクセラレータは面めん倒どう臭くさそうな調子で、杖つえに支えられた自分の体をリビングのソファへ放り出す。

　芳川は冷蔵庫の中から野菜ジュースの紙パックを取り出しつつ、

「友達って？」

「あのねー街で生意気なキンパツの子供と対決した時にねー美お味いしい晩ご飯で勝負したんだけどねー第七学区までの帰り道を教えてくれた人がいてねーってミサ」

「……、」

「……、」

　と、不自然な沈ちん黙もくを感知し、普ふ段だんは全く作動しない打ち止めラストオーダーの警戒センサーが流石さすがに動き始めた。

「晩ご飯ですって？」

「……つか、オマエ一人だけ勝手に食ってた訳？」

　無用な捜索活動に駆り出された結果、二人はまだ何も口にしていないのだ!!







　でもってフレメア＝セイヴェルンはまだ迷子だった。

「あ、あわーっ!!　第七学区からさらに第一三学区に向かう方法が分からないし!!」

　しかし自分が迷子である事を決して認めないフレメアは、悪いのは帰り道を教えてくれない周りであって自分ではないという結論に達する。

　その上、はっきり言って疲れてきた。

　日付が変わるような時間帯なので、眠たい事この上ない。

「にゃあ。もうここで良いか」

　駅前広場のベンチにごろりと寝転がり、そのまんま目を閉じるフレメア。

　学園都市の暗部である『新入生』から命を狙ねらわれたという特例中の特例な経験を経ているとはいえ、こうした超アバウトな人格構造がいらないトラブルを招いているような気がしないでもない。







『闇やみ』は蠢うごめく。

　浜はま面づら仕し上あげと滝たき壺つぼ理り后こうの二人は、フレメア＝セイヴェルンがまだ第一三学区の学がく生せい寮りように戻っていない事を確認すると、再び夜の学園都市へと走り出してしまった。彼らはそもそもフレメアは何な故ぜ消えて、どういう目的で、どこへ行ったのかも把は握あくしていない。

　黒くろ夜よる海うみ鳥どりというリーダーが機能しなくなった事でフレメアを狙っていた『新入生』という暗部組織も停止したと踏ふんでいたが、残党が活動している可能性は決してゼロではないのだ。

　そして。

　同居していた麦むぎ野の沈しず利りと絹きぬ旗はた最さい愛あいの二人には別の仕事があった。

　部屋の片づけである。

「ていうか、何をどうやったらこんな超散らかるんですか？　ベランダ半分溶けてません？」

「キッチンで料理を作ったら人間になった。そいつが舐なめた口を利きいたから思わずぶっ放した」

「？」

　意味不明だったが、絹旗は特に深くは追及しない。

　高レベルの能力者にも色々あるが、麦野沈利は極きわめて高い出力に反して、制御機能の方はあまり性能は良くない。この辺が『単純な破は壊かい力りよくなら第三位より上なんだけど、応用性が低いので第四位』とされる所以ゆえんでもある。

　扱っている力の程度を考えれば、くしゃみやしゃっくりの拍子に人が死なないだけでも僥ぎよう倖こうだろう。

　麦むぎ野のはため息をついて、

「まあ義手の定期的なメンテを行うためには指先で様々な動きを試す必要がある訳だし。部屋の片づけってのは繊せん細さいな動きと力作業を交互に繰くり返すから悪くはないテスト方法ではあるんだけど？」

「とか言いながら電話帳サイズの料理本が超ミシミシ言っていますよ!?　それ義手のせいなんですか感情のせいなんですか!?」

　このままでは部屋の片づけと称して内装が全部瓦が礫れきになる、と判断した絹きぬ旗はたによって、休憩を薦すすめられる麦野。

　冷蔵庫を開けたがミネラルウォーターのボトルが切れていたため、彼女は外に出てコンビニに向かおうとする。

　その途中だった。

　学園都市を蠢うごめいている『闇やみ』の中の一つと、彼女は遭そう遇ぐうする。

「？」

　それは、ぺたりとした足音だった。

　マンションの多いこの辺りは夜景を形作るネオンなどとは無縁で、夜中になってしまえば最低限の街灯以外の光源はなくなってしまう。だから、真正面から聞こえるぺたりぺたりという足音の正体が見えなくても、特に不思議な事はない。

　何か別のものが、麦野の意識に引っかかっているのだ。

　その正体が何なのか把は握あくもできない内に、次の情報が滑すべり込んでくる。




「何だ何だ。結局、見ない内に顔つきが変わっているじゃん」




　それは甲かん高だかいソプラノの声だった。

　麦野の知っている声だった。




「私が知らない間に何か大きな動きでもあったのかな。まーどうでも良いけど。結局、私が関かかわっていないモノがどうなろうが私の人生に関わるとは思えないしね」




　かつて上半身と下半身を麦野の手で裂さかれたはずの少女の声だった。

　どう考えても、ここにいてはいけないはずの人物の声だった。




「つーかさ」




　ウェーブのかかった長い金髪。人形のように白い肌。低い身長にこぢんまりとした体型。常にベレー帽を被かぶり、ミニスカートがお気に入りで、足はストッキングで隠す癖くせがあったのを覚えている。

　その、すでに失われた顔形が。

　ぺたりぺたりという足音の接近に合わせて、麦むぎ野のの視界へと飛び込んでくる。

「……フレン、ダ……っ!?」
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「結局、アンタが何を納得して何に決着をつけようが、私の方の怒いかりが消える理由にはならないんだよねえ!!」







　麦野沈しず利りが分量を間違えたせいで、若じやつ干かん小さくなったサンドリヨンは、学園都市第七学区の自販機に背中を預けていた。

『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間中だったため、街のあちこちでは日曜大工のような音が今も続いている。お化け屋や敷しきや喫茶店用の衣装などを用意する必要もあるようで、被服関係の実習室などが稼か働どうしている学校も珍めずらしくない。

　サンドリヨンはそうした学校の一つに潜もぐり込んで、自前の『ドレス』を製造していた。

　力の象徴。

　変身の要かなめ。

　何の変哲もない小娘が、魔ま術じゆつの力を借りて他者を圧倒する第一の記号。

（……上かみ条じよう当とう麻まの周りにはまたいろんな人間がまとわりついているんだろうけど、どいつもこいつも都合良くあの右腕を動かすために編集した情報を垂れ流しているんでしょ）

　それ自体は非難しない。

　サンドリヨン自身、別に上条当麻の味方ではない。

　彼女の目的は一つ。

　ハワイ諸島で自分達を騙だまして一人勝ちした『グレムリン』に、決定的なダメージを与える事。

　そのためなら何でも利用するし、そのためなら誰だれの味方にでもなる。

（世界地図のレベルで薄うすく広く拡散する『グレムリン』は、こちらが本気で捜索を進めても見つかる可能性は低い。でも、あいつらは上条当麻と密接。あの少年を追い駆ければ、その近くには『グレムリン』も徘はい徊かいしているはずよ）

　学園都市に潜もぐり込み、攻こう撃げき手段も無事に確保した。

　具体的行動に出るのはここからだ。







「奇跡的、と呼んで良いのかね？　それとも、緊きん急きゆう時じであってもやっぱり警備員アンチスキルの技術は体に染しみついていたのか」

　緊きん急きゆう手術を終えたカエル顔の医者は、夜中の病院で同どう僚りようの看護師に向けてそう言った。

「急所は外していたし、弾丸も奇き麗れいに抜けていた。ま、しばらく安静にしていれば容態は安定するでしょ。まあ、無理に動かしたらその保証はなくなる訳だけど？」

　雑菌などの侵入を阻はばむため、そして外からでも患者の些さ細さいな変化に気づけるようにするため、全面ガラス張りのＩＣＵの中に放り込まれた上条当麻の全身は電極だらけで、口には酸素吸入のためのマスク、右腕の肘ひじの辺りには輸血のためのチューブなども取り付けられている。

　画面に映るバイタルサインは一定だが、医学ではあまりに安定し過ぎているバイタルというのは決して歓迎されるものではない。逆に意識を感じさせないからだ。

「容態が安定したら管かん轄かつが警備員アンチスキルに移されるから、一応その準備も進めておいてね。ま、この場合、容疑者になるのか被害者になるのかは結構微妙な所だと思うけど？」

　消灯時間の規定によって最低限の明かり以外がなくなった暗い廊下へ、足音は消えていく。

　誰もいなくなったのを確認して、上条当麻はゆっくりとまぶたを開けた。

「……、」

　今すぐマスクを放り捨て、電極も輸血のチューブも引っこ抜いて病院の外へ飛び出したいが、バイタルサインに異常があれば医者達はＩＣＵにすっ飛んでくるだろう。まず、自分がどれぐらい動くのか確認する必要がある。

（ぐ……っ!!）

　ベッドに寝かされた体を起こそうと腹筋にほんの少し力を加えただけで、体の内側から鈍い痛みが炸さく裂れつした。薄うすい膜のようなもので液体を押さえつけている感覚がする。無理に動かせば、何かが破裂して大量の血が溢あふれ出すような。

　とはいえ、フロイライン＝クロイトゥーネを巡る状況が綱つな渡わたり状態を維持しているのは変わらない。

『グレムリン』、オッレルス勢力、そしてフロイライン＝クロイトゥーネ自身の動き。

　問題は何も解決していない。

　ここで休んでいる暇ひまはない。

（傷が開くのは避さけられない……。こりゃ、今回ばかりは長くは保もたないか）

　酸素マスクの中で、浅い呼吸を繰くり返す。

　ＩＣＵを飛び出せば、今度こそ街のどこかで行き倒れる危険性が高い。次は生きて病院に担かつぎ込まれる保証もない。その上、世界を丸ごと相手取るような魔ま術じゆつ師し達と激突し、文字通りの死し闘とうを演じる羽は目めになる公算もかなり高い。

　死の危険。

　普通に高校生をやっているだけではあまり馴な染じみのないそれが、背骨を中心に全身の隅々まで行き渡っていく。

　上かみ条じようはわずかに息を止めた。

　その恐怖心を、率直に理解した上で。




　彼は次の行動に出る。




　バイタルサインの異常に気づいてカエル顔の医者が駆けつけた時には、すでにＩＣＵのベッドはもぬけの殻になっていた。輸血のチューブも各種の電極もベッドの上に放り出されている。

　同時期、病院の警備室では非常扉の開放を示すブザーが作動していた。

　監視カメラの記録を分析した所、手術衣の少年らしき影が映っていた。

　そして、ドアノブにはべったりとした血がこびりついていたという。







　様々な思惑があった。

　様々な事情があった。

　しかし時間は平等だ。

　今日という日は終わり、明日という日がやってくる。

　学園都市中の学校が一斉に参加する、最大規模の文化祭の集合体『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間は終了した。







　ここからが本番。

　いよいよ『一いち端はな覧らん祭さい』の幕が上がる。













　生体認証完了。接続を確認。

　お帰りなさいませ、アレイスター様。




　問答型思考リーデイング補助式人工知能トート７８は入力されたタスクに従って活動を開始します。

　件くだんのフロイライン＝クロイトゥーネの問題について議論しましょう。




　フロイライン＝クロイトゥーネの正体については現状、詳細不明と評するべきでしょう。

　遺伝子配列上は人間と呼ぶしかありませんが。




　遺伝子全体の配列が二％変わるだけで人間とゴリラに分かれる事を考えれば、彼女が人間のカテゴリに含まれる事は、まさしく異様と表現するべき事態でしょう。

　むしろ、遺伝子の螺ら旋せんが三重になっていてもおかしくないほどの肉体を持っているのですから。




　フロイライン＝クロイトゥーネは分類で言えば科学に属する人物でしょうが、学園都市で開発が進められている超能力開発とは系統の異なる存在と言えます。

　これは『自分だけの現実パーソナルリアリテイ』を軸に量子論を用いて各種現象を引き起こす能力者とは異なる、という意味です。




　彼女は精神や自我と呼ばれるものの主柱たる『自分だけの現実パーソナルリアリテイ』を保有しない生物です。

　思考回路としては、昆虫をさらに簡略化したものに近いかもしれません。




　暑いか寒いか、甘いか苦いか、湿っているか乾いているか。

　こうした条件を一つ一つ走査し、その都つ度ど生体活動に適した方向を選択する。その積み重ねが『深く考えているように見える』というのが近いでしょう。




　しかし学園都市製の超能力は脳だけで制御される訳ではなく、肉体全体で制御されているのも事実です。

　極きわめて簡略化された思考と、それと不釣り合いな最適化を施ほどこされた肉体。このアンバランスによって、フロイライン＝クロイトゥーネは通常では考えられない特性を有しているものと推測されます。

（リンク先に別議題あり。正常な思考回路を持つ人間の精神を破は壊かいしても同様の効果が得られない実験結果については『こちら』をどうぞ）




　一方で、あれが一個の形状や性質にこだわり続ける理由は特にありません。

　というより、状況に合わせて常に変化し続ける方が自然であると推測します。




　状況に合わせる。

　つまり、フロイライン＝クロイトゥーネの変質における重要なキーワードは、周辺環境の走査とそこからの学習にあると推測します。




　周辺環境の善悪は問題ではありません。

　一定以上の情報を吸収すれば、その時点でフロイライン＝クロイトゥーネはどんな方向にであれ、今の形とは別の何かへ変へん貌ぼうする事でしょう。




　昆虫をさらに簡略化した連続性のある単純思考の組み合わせから、膨ぼう大だいな知識を手に入れる事によって複雑で柔軟な思考回路を獲得する過程で、大きな変化が生じるはずです。

　おそらくは、フロイライン＝クロイトゥーネと呼ばれるものの範はん疇ちゆうを超える形で。




　それは羽化とでも表現するべきかもしれません。

　幼虫と成虫でその性質が大きく変わるように、フロイライン＝クロイトゥーネの変質は、獲物と捕食者の関係性を逆転させる可能性を秘めています。




　追う者と追われる者の関係性が逆転した場合、その時点で食物連れん鎖さの構造は崩ほう壊かいし、科学を取り扱う人間を中心とした現状の文明は極きわめて大きなダメージを受けるでしょう。




　アレイスター様はフロイライン＝クロイトゥーネを物理的、情報的に隔かく離りする事で、こうしたフロイライン＝クロイトゥーネの学習を阻そ止ししていたはずです。

　それは間違いではありません。

（リンク先に別議題あり。『窓のないビル』の外壁の一部が破られ、蜂はちの巣状の内壁のみで気密性を確保している点については『こちら』をどうぞ）




　しかし一方で、通常であれば、フロイライン＝クロイトゥーネの見聞きした情報程度では、よほどの時間をかけない限り、変質に結びつくほどの膨大な情報量を取得できないものと推測します。

　およそ二三〇〇年ほど。フロイライン＝クロイトゥーネの性質を鑑かんがみれば不可能な数値ではありませんが、現状、切迫した問題ではないと判断します。




　問題なのは、この現代社会では普通に見聞きする以上に効率的に情報を取得する方法がいくつか存在する事。学園都市の『書庫バンク』などに関しては注意が必要でしょう。




　その上で、極きわめて憂ゆう慮りよすべき問題が浮上しています。

　フロイライン＝クロイトゥーネはミサカネットワークを構築する司令塔『最終信号ラストオーダー』と接触しています。




　フロイライン＝クロイトゥーネがミサカネットワークの存在を察知し、それを取り込むために『最終信号ラストオーダー』の脳を利用した場合、二三〇〇年の必要時間をわずか三秒で消化する計算になります。




　また、状況に合わせて学習し、その性質を変えるフロイライン＝クロイトゥーネは、必要性を感じれば人間を捕食し、その脳構造を自己の中に再現する性質を獲得する事でしょう。




　その場合、個人としての事情は本質としての捕食活動を食い止める要因にはなりえないと推測します。

　つまり自発的に性質の獲得が停止する事はありません。




　率直に言って。

　二時間以内にフロイライン＝クロイトゥーネは捕食と吸収に必要な機能を獲得し、対象の脳を捕食するための活動を開始するものと推測します。
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　一冊ずつご購入していただいている貴方あなたはお久しぶり。まとめ買いな貴方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約の五巻目です。今回は、名前だけは以前から出ていた『一いち端はな覧らん祭さい』についてのお話です。グレムリン、幻想殺しイマジンブレイカー、そしてオッレルスとオティヌスの関係性などなど。新約全体の大きなテーマについての説明をチラチラとやっています。

　ハワイ諸島、バゲージシティと苦い経験を積んできた上かみ条じよう当とう麻まは、この巻では『人を信じたいのに、無む暗やみに信じてはいけない状況』に立たされています。オッレルス、バードウェイ、そして雷神トール。状況の説明を求められればいくらでも言葉を重ねてくれる人達は近くにいるのですが、相手の言葉を聞いているだけでは駄だ目めだと気づいてしまった訳ですね。

　今回、そんな彼らに対する手段として『騙だます』という方法を選んだ上条は、『信念と信念をぶつけ合ってくれない、平気な顔で騙しに来る人にどんな態度で臨めば良いのか』その方法を確立できていなかったりします。

　ここをクリアすると、また人間として一回り成長するような気もしますが、さて、一ひと筋すじ縄なわではいかないあの連中が、そんな簡単に少年の成長を促してくれるのやら……？




　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさんには感謝を。祭りの準備期間、というのは大量のベニヤ板や日曜大工の道具など、背景描写で雰ふん囲い気きを説明するとなるといろんな小物を用意する必要があって面めん倒どうなテーマだったと思います。今回もありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。久しぶりの学園都市で学校行事がテーマの一つになっていましたが、いかがでしたでしょうか。次回もお付き合いいただけると助かります。




　それでは、ここでページを閉じていただいて。

　次回もページを開いていただける事を願って。

　今回はこの辺りで筆を置かせていただきます。




　ところで序章にメインテーマがあるのをお忘れなく


鎌池和馬
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